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（会議）
13：30

　開　　会

　　

　 令和７年度補正予算　９件（専決２件・議案７件）

　 条例改正　７件

　 契約変更　１件

　閉　　会

１  会議録署名議員の指名

２　会期の決定

３  議案第４５号　令和４年度大和村一般会計補正

　　　　　　　　　予算（第３号）について

　　閉　　　会

会議別 時　間

本会議



第１回　大和村議会臨時会

大　和　村　議　会

第 １ 日

令和８年１月２７日（火）



-  5  -

議事日程（令和８年第１回大和村議会臨時会）

令和８年１月２７日（火）

会議時間　午後１時３０分

開会の宣告

　日程第　１　会議録署名議員の指名

　日程第　２　会期の決定

　日程第　３　承認第　１号　令和７年度大和村一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認

　　　　　　　　　　　　　　について

　日程第　４　承認第　２号　令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）の専決処

　　　　　　　　　　　　　　分の承認について

　日程第　５　議案第　１号　令和７年度大和村一般会計補正予算（第５号）について

　日程第　６　議案第　２号　令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につ

　　　　　　　　　　　　　　いて

　日程第　７　議案第　３号　令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）について

　日程第　８　議案第　４号　令和７年度大和村大和村介護保険特別会計補正予算（第３号）に

　　　　　　　　　　　　　　ついて

　日程第　９　議案第　５号　令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第５号）について               

　日程第１０　議案第　６号　令和７年度大和村簡易水道事業会計補正予算（第３号）について

　日程第１１  議案第　７号　令和７年度大和村集落排水事業会計補正予算（第３号）について　　　　　

　日程第１２　議案第　８号　大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

　　　　　　　　　　　　　　ついて

　日程第１３　議案第　９号　大和村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

　　　　　　　　　　　　　　ついて

　日程第１４　議案第１０号　大和村教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定

　　　　　　　　　　　　　　について

　日程第１５　議案第１１号　国民健康保険大和診療所長の給与等に関する条例の一部を改正す

　　　　　　　　　　　　　　る条例の制定にについて

　日程第１６　議案第１２号　アマミノクロウサギミュージアムＱuruＧuru の獣医師の給与等に

　　　　　　　　　　　　　　関する条例の一部を改正する条例の制定について

　日程第１７　議案第１３号　大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の

　　　　　　　　　　　　　　制定について

　日程第１８　議案第１４号　大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
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　　　　　　　　　　　　　　る条例の制定について

　日程第１９　議案第１５号　５災５８号道路災害復旧工事請負変更契約の締結について

閉会の宣告

２　出席議員は次のとおりである。（７名）

　１番　　 奧　田　浩　一　君　　　　　　　 　　　　７番　　 勝　山　浩　平　君

　２番　　 市　田　実　孝　君    　　　　　　　　　 ８番   　中　井　文　忠　君

  ５番　　 重　信　安　男　君                　　 　９番     奥　田　忠　廣　君

　６番　　 藏　　　　　正　君    　　 　　　　 　 　

３　欠席議員は次のとおりである。（１名）

  ３番　　 前　田　清　和　君

                         

４　職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

　議会事務局長　　森　永　　　学　君　　　 　　主　　　　　幹　　太　　　純　一　君

５　説明のため出席した者の職氏名

  村　　　　長　  伊集院    　幼　君　     　　教　  育 　 長　　中　山　恭　平  君

　副　 村 　長　　仲新城　長　政　君　     　　教委事務局長    宮　田　　　龍  君

  総 務 課 長    政　村　勇　二　君　 　　　　企画観光課長　　大　瀬　幸　一　君

　建 設 課 長　　早  川  勝　志  君       　　　　　　　　    　福　本　新　平　君

　教委指導主事    里　中　卓　麻  君       　　保健福祉課長　　前　田　逸　人　君

　　　　　　    　児　玉　明　美  君 　   　　 大和診療所事務長　  池　田　浩　二　君

  住民税務課長　　直　島　秀　治  君 　　 　　 大和の園園長　  早  川  理  恵　君

産業振興課長
兼農委事務局長

会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長
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開会 午後 １時３４分 

○議長（藏 正議員） 

 それでは、ただいまから令和８年第１回大和村議会臨時会を開催いたします。 

 これから、本日に会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元にお配りしたとおりです。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（藏 正議員） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、５番、重信安男議員、７番、勝山浩平議員

を指名いたします。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の件 

○議長（藏 正議員） 

 日程第２、会期の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日の１日にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日の１日間に決定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第３ 承認第１号 令和７年度大和村一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第３、承認第１号、令和７年度大和村一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認につい

てを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について、提案の理由を申し上

げます。 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第４号）は、重点支援地方交付金事業及び物価高対応子育

て応援手当支給事業に係る費用について、地方自治法第179条第１項の規定に基づき専決処分をい

たしました。 



 

- 8 - 

 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について、内容の御説明を申し

上げます。 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第４号）は、歳入歳出それぞれ4,774万8,000円増額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ41億789万円にいたしました。 

 今回の補正は、歳入歳出ともに重点支援地方交付金事業推奨事業分及び物価高対応子育て応援手

当支給事業による補正でございます。 

 歳入から御説明いたします。 

 ７ページをお開きください。 

 款14国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金は、重点支援地方交付金推奨事業分の

決定通知により4,506万3,000円を計上いたしました。 

 同じく、目２民生費国庫補助金は、物価高対応子育て応援手当支給事業補助金として268万5,000

円を計上いたしました。 

 次に、歳出の主なものを御説明いたします。 

 ８ページをお開きください。 

 款２総務費、項１総務管理費、目16重点支援地方交付金事業推奨事業分は、村民１人２万円給付

の節18にあります物価高騰対応対策特別定額給付金の年内給付の職員時間外手当から地域商品券の

発行費用等における費用のほか、大和の園特別会計への繰出金など合計で4,506万3,000円を計上い

たしました。 

 次に、款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費は、大和の園への繰出金を372万3,000

円減額計上いたしました。 

 次に、款３民生費、項２児童福祉費、目４物価高対応子育て応援手当支給事業は、民間分の事業

実施における負担金補助及び交付金並びに事務費として消耗品費、通信運搬費の合計で268万5,000

円を計上いたしました。 

 ９ページをお開きください。 

 最後に、款12予備費におきましては、372万3,000円を計上して歳入歳出の調整を図りました。 

 以上で内容の説明を終わります。御承認方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 
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 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、承認第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件を承認することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１号は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第４ 承認第２号 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認に 

ついて 

○議長（藏 正議員） 

 日程第４、承認第２号、令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承

認についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について、提案の理由

を申し上げます。 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）は、歳入におきまして一般会計繰入金の

増額及び減額について、地方自治法第179条第１項の規定に基づき専決処分を行いました。 

 内容につきましては、大和の園園長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○大和の園園長（早川理恵君） 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について、内容の御説

明を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入を372万3,000円増額及び減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２

億5,147万1,000円といたしました。 

 ４ページの歳入を御説明申し上げます。 

 款５繰入金、項１繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、物価高騰対策に係る重点支援交

付金事業分として372万3,000円を増額し、調整として同額を減額いたしました。 

 以上で内容の説明を終わります。 
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 御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、承認第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件を承認することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、承認第2号は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第1号 令和７年度大和村一般会計補正予算（第５号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第５、議案第1号、令和７年度大和村一般会計補正予算（第５号）についてを議題といたし

ます。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第５号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第５号）は、人事院勧告による人件費の増額や衆議院議員

総選挙に係る費用について、歳入歳出それぞれ5,820万6,000円の増額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第５号）について、内容の御説明を申し上げます。 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出それぞれ5,820万6,000円を増額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ41億6,609万6,000円にしようとするものです。 
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 歳入の主なものから御説明いたします。 

 ８ページをお開きください。 

 款10地方交付税、項１地方交付税、目１地方交付税は、普通交付税の決定通知により4,901万

8,000円を計上いたしました。 

 続いて、款14国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金は、医療費扶助費負担金とし

て375万円を計上いたしました。 

 同じく、款14国庫支出金、項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金は、物価高対応子育て応援手

当支給事務費及び事業費補助金、公務員分の合計で210万円を計上いたしました。 

 同じく、款14国庫支出金、項３国庫委託金、目１総務費国庫委託金は、衆議院議員選挙における

選挙費委託金として333万8,000円を計上いたしました。 

 次に、歳出の主なものを御説明いたします。 

 ９ページをお開きください。 

 各項目にあります節２給料、節３職員手当等、節４共済費の増額補正につきましては、人事院勧

告によるものでありますので、説明は省略させていただきたいと思います。 

 款２総務費、項１総務管理費、目４財政管理費は、財政調整基金及び減債基金への積立金といた

しまして1,163万2,000円を計上いたしました。 

 10ページをお開きください。 

 款２総務費、項１総務管理費、目７企画費は、集落まるごと体験事業及び名音中長期滞在型住宅

管理委託の合計で80万円を計上いたしました。 

 同じく、10ページでございます。 

 款２総務費、項４選挙費、目７衆議院選挙費は、衆議院議員選挙費における議員報酬から委託料

までの合計で333万8,000円を計上いたしました。 

 11ページをお願いいたします。 

 11ページから12ページへ続きますが、款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費は、介

護保険特別会計及び大和の園特別会計への繰出金といたしまして、合計で1,193万5,000円を計上い

たしました。 

 次に、12ページでございます。 

 款３民生費、項１社会福祉費、目８国民健康保険事業事務費におきましても、国保特別会計繰出

金といたしまして70万8,000円を計上いたしました。 

 同じく、12ページでございます。 

 款３民生費、項２児童福祉費、目４物価高対応子育て応援手当支給事業は、事業事務費における

消耗品費及び通信運搬費のほか、物価高対応子育て応援手当公務員分の合計で210万円を計上いた

しました。 

 13ページをお願いいたします。 
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 款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費は、簡易水道事業及び集落排水事業への補助金の

合計で436万1,000円を計上いたしました。 

 15ページをお開きください。 

 款８消防費、項１消防費、目２非常備消防費は、消防団利用の消防ホースほし施設の修繕料とい

たしまして10万円を計上いたしました。 

 最後に、17ページをお開きください。 

 款12予備費におきましては、332万8,000円を減額して歳入歳出の調整を図りました。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○７番（勝山浩平議員） 

 特別職の期末手当の引き上げについて伺いますね。予算書の18ページ、給与費明細書比較がある

から分かりやすいと思いますので、こちらを御覧ください。今回の特別職の期末手当の引き上げ

は、村長と副村長で7万5,000円、議員が8名で10万5,000円の増額、年収の合計が村長等３名で

3,071万円、議員8名で3,015万円ということになっておりますが、昨年12月の一般質問で、特別職

の期末手当等給与の引き上げ反対の質問をさせてもらった際にですね、特別職のそれぞれの年収

額、今回の引き上げによって幾らになるかということを尋ねましたら、後日知らせたいということ

でありましたが、いまだに報告がありません。今回の引き上げのあと、特別職それぞれの年収額は

幾らになるのか、お示しをください。 

 また、12月の一般質問の答弁では、教育長の期末手当も引き上げると、そして今回の条例も教育

長、上がっておりますが、今回のこの予算書の中で、教育長の期末手当３万1,185円とおっしゃっ

ておりましたけれども、見当たらないんですよね。これは計上されていないのか、あるいは別な形

で処理をされているのか、お伺いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 まず、年収でございますけれども、その人事院勧告後における年収でございますが、村長で４万

1,854円ほど上がりまして1,206万1,848円、副村長で951万円、教育長で898万6,948円、医師で、こ

れは全て手当等も入っております2,035万1,200円、獣医師628万1,230円、議長476万9,248円、議員

の皆さんで369万6,220円、これは人勧後の上がったときで計算した際の金額でございます。 

 教育長のほうの予算でございますけれども、こちらもまた計上しているものというふうに解釈し

ておりましたが、また確認して御報告させていただければというふうに思っております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 教育長の期末手当は16ページの教育総務費の中で計上されると思っておりましたので、記載がな

かったもので確認をさせていただきましたが、また改めて教えてください。 



 

- 13 - 

 

 議会との協議ですね、同じく12月の一般質問に対して、その前に去年の第１回３月の定例議会で

も反対の質問をしておりまして、そのときは人事院勧告の在り方について議会と議論をしたい、そ

して12月の定例会では、給与等は議会と協議をしていきたいとの答弁がありましたが、今回の引き

上げに当たって、議案の上程に当たってですね、議会と何らかの協議を行っておりますか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 特に皆さんをお集まりいただいて協議はしておりませんけれども、議会の皆さんが出張時にお集

まりになるということであったもんですから、その時に人事院勧告のお話はさせていただいたとこ

ろでもございます。細かい金額については、その時は申し上げておりませんけれども、人勧という

ことで他の市町村の動向も聞いているのではないかと思って、私は一応その議案を提出するという

旨だけを説明をさせていただきました。 

○７番（勝山浩平議員） 

 その出張、鹿児島の出張時にあったということになるんですかね。私、ちょっと不参加で申し訳

ありませんが、正式な形で開いて行ってもらいたかったと、正直思いますね。 

 財政状況との整合性についてですが、令和６年度決算、これもこの間、12月申し上げましたけれ

ども、実質単年度収支赤字となって、基金も大幅に取り崩しております。財政運営の慎重さが求め

られる状況です。このような中での特別職の期末手当の引き上げについてですね、本村の現在の財

政状況をどのように認識をしているのか、見解を伺います。 

○村長（伊集院 幼君） 

 このことは、議員のおっしゃるとおり、財政が繰り戻しができなかったという状況は、我々も認

識はしております。これまで、私も就任以来、この財政状況について、いろいろと職員が努力する

中で、我々は財政運営をしてまいりました。基金が全然これまで積立ができなかったわけじゃあり

ません。この積戻しもできなかった時期もございますけれども、我々もその時期時期を見ながら、

財政の運営について庁内でいろいろ議論をしながら、我々も行財政改革に努めているところでもご

ざいます。今回は、昨年はやはり人件費の増額などがあり、我々も今後どういう形でやっていくか

ということを、今庁内で議論もされているところでもございます。来年度予算も大体まとまりつつ

ありますけれども、大体方針を立てながら、財政運営を努めていきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 地元紙で昨年の12月の一般質問に対してですね、期末手当の特別職の増額ということが報道され

まして、村民の方からＳＮＳで連絡をいただいたんですよね。その内容は、公約の頭に行財政改革

の推進を掲げていたが、財政が厳しいと言っているのに、毎年毎年特別職の期末手当を引き上げて

いる。このままで将来の大和村は大丈夫なのか。とても心配との声が寄せられました。このような

声はですね、決して一部の意見ではなくて、村民の素直な疑問と不安の表れだと感じます。物価高

騰が続いてですね、村民の生活が非常に厳しい状況、国の補助金を活用して様々な支援策を本村も
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講じておりますが、こういった中で、特別職の期末手当を引き上げることに対して、村民の理解を

得ることができるのか、行政としてどのように受け止めておりますか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 確かに現在の経済情勢を見ますと、我々公務員だけがという考えもございます。しかしながら、

関係企業における賃上げとか、いろいろいう中では、我々だけがどういう形で削減に取り組む中で

の対応をどうしていくかというのは、大和村だけの判断でいいのかどうかということも、我々も考

えながら、やっぱり隣接市町村との兼ね合いを見ながら取り組んでいくことも大事じゃないかなと

いうふうに考えております。これは村民がそうおっしゃる意見は、我々もしっかり受け止めた中

で、村政運営に努めていきたというふうに思うところでございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 12月の質問に対してですね、特別職ですよ、まあまあ私が言っている特別職は、村長、副村長、

議会のことに対してですけれども、のこの期末手当を、今、今回18万ぐらいですけど、その引き上

げたとしても、行財政改革にはそんなにつながらないというようなことをおっしゃっておりました

けれども、金額の大小ではなくてですね、行政としての姿勢が問われていると、私は考えておりま

す。物価高騰の中で村民の皆さんが日々の暮らしに不安を抱えている今、まずは私たち特別職が自

らが率先をしてですね、議を律する姿勢を示すことが、村民の理解と信頼につながると考えます

が、今回この引き上げ、引き上げるのではなくてですね、据え置きということで再度検討するべき

ではありませんか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 先ほどの議員からありましたように、議会とのちゃんとした審議がなされたことによって、今回

このような質問を受けているものだというふうに思っております。大変申し訳ございませんけれど

も、今後は議会としっかり議論をさせていただく中で、これは１議員のことなのか、全議員がそう

思っているのどうかということを、我々もしっかり議論をさせていただく中で、私たちも判断をさ

せていただければというふうに思っているところでございます。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

 ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 
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 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第２号 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第６、議案第２号、令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につきましては、一般管理費の増

額、大和診療所会計繰出金の増額など、歳入歳出それぞれ300万8,000円の増額予算を計上いたしま

した。 

 内容につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、内容の御説明を申し上げ

ます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ300万8,000円増額いたしまして、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億3,666万円にしようとするものであります。 

 それでは、６ページの歳入の主なものを御説明申し上げます。 

 款３県支出金、項１県補助金、目１保険給付費補助金につきましては、大和診療所に係る特別調

整交付金といたしまして230万円を増額いたしました。 

 款５繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、人事院勧告に伴う人件

費の増額及び被保険者葬祭費交付金の増額見込みにより、合計で70万8,000円を増額いたしまし

た。 

 次に、７ページの歳出を御説明申し上げます。 
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 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費につきましては、人事院勧告に伴う人件費の増額

により、合計で35万6,000円を増額いたしました。 

 次に、款２保険給付費、項５葬祭費、目１葬祭費につきましては、国民健康保険被保険者の葬祭

費が増額見込みであるため、被保険者葬祭交付金といたしまして６万円を増額いたしました。 

 款４保険事業費、項１保険事業費、目４医療費適正化特別対策事業につきましては、人事院勧告

に伴う会計年度任用職員の人件費の増額により、合計で29万2,000円を増額いたしました。 

 款７諸支出金、項２繰出金、目１直営診療所会計繰出金につきましては、大和診療所特別会計へ

の繰出金といたしまして230万円を増額いたしました。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第３号 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第７、議案第３号、令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）についてを議

題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 
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 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）につきましては、繰入金及び村債、給

料等、工事請負費の増額など、歳入歳出それぞれ総額754万円の増額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、診療所事務長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○大和診療所事務長（池田浩二君） 

 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）について、内容の説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ754万円増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ１億6,636万5,000円にしようとするものでございます。 

 ７ページの歳入から御説明いたします。 

 款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金54万円と、款３繰入金、項２他会計繰入

金、目１国保会計繰入金230万円のいずれの増額につきましても、歳出の増額に伴い調整を行いま

した。 

 款７村債、項１村債、目１村債の470万円の増額につきましては、大和診療所及び今里へき地診

療所内の照明をＬＥＤ照明に交換する工事請負費に伴うものでございます。 

 次に、８ページの歳出について御説明いたします。 

 款１総務費、項１施設管理費、目１一般管理費、節２給料38万2,000円、同じく節３職員手当等

113万9,000円、同じく節共済費77万9,000円のいずれの増額につきましても、人事院勧告に伴うも

のでございます。 

 同じく、節13使用料及び賃借料54万円の増額につきましては、診療所医師住宅改修工事に伴う医

師の仮住まいに係る借家借上料でございます。 

 同じく、節14工事請負費470万円の増額につきましては、大和診療所及び今里へき地診療所の照

明をＬＥＤ照明に交換するためでございます。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 
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[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第４号 令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第８、議案第４号、令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第３号）についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第３号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第３号）につきましては、システム改修負担金の

増額や人事院勧告による人件費の増額などにより、歳入歳出それぞれ190万9,000円の増額予算を計

上いたしました。 

 内容につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第３号）について、内容の御説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ190万9,000円増額いたしまして、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億6,307万8,000円にしようとするものであります。 

 それでは、６ページの歳入の主なものを御説明申し上げます。 

 款３国庫支出金、項２国庫補助金、目４その他補助金につきましては、介護サービス費用の単価

改定に伴う介護保険システム改修補助金といたしまして、27万4,000円を増額いたしました。 

 款７繰入金、項１一般会計繰入金、目４その他一般会計繰入金につきましては、人事院勧告に伴

う人件費の増額及び介護保険システム改修村単費費用といたしまして、合計で163万5,000円を増額

いたしました。 
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 次に、７ページの歳出の主なものを御説明申し上げます。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費につきましては、人事院勧告に伴う会計年度任用

職員の人件費の増額及び介護保険システム改修負担金といたしまして、合計で190万9,000円を増額

いたしました。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第４号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第５号 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第５号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第９、議案第５号、令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第５号）についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第５号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第５号）につきましては、一般会計繰入金の増額

や県補助金の増額など、歳入歳出それぞれ1,447万8,000円の増額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、大和の園園長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま
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す。 

○大和の園園長（早川理恵君） 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第５号）について、内容の御説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,447万8,000円増額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２億6,594万9,000円にしようとするものです。 

 ６ページの歳入を御説明を申し上げます。 

 款５繰入金、項１繰入金、目２一般会計繰入金は、人事院勧告に伴う歳入分として1,030万円を

増額いたしました。 

 款８県支出金、項１県補助金、目１県補助金は、システム導入に伴う介護テクノロジー定着支援

事業補助金として417万8,000円を増額いたしました。 

 次に、７ページの歳出を御説明を申し上げます。 

 款１総務費、項１施設管理費、目１一般管理費、節１報酬から節４共済費につきましては、人事

院勧告に伴う人件費として、合計で1,293万5,000円を増額いたしました。 

 同じく、節12委託料につきましては、介護報酬請求に係るシステム構築委託料として160万円を

増額いたしました。 

 款６予備費におきまして、５万7,000円を減額し、歳入歳出の調整を図りました。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 
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 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第10 議案第６号 令和７年度大和村簡易水道事業会計補正予算（第３号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第10、議案第６号、令和７年度大和村簡易水道事業会計補正予算（第３号）についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村簡易水道事業会計補正予算（第３号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村簡易水道事業会計補正予算（第３号）につきましては、収益的収入及び支出の

収入において、人件費の増額による他会計補助金の増額や支出の人件費の増額などにより増額予算

を計上いたしました。 

 内容につきましては、住民税務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○住民税務課長（直島秀治君） 

 令和７年度大和村簡易水道事業会計予算（第３号）の内容について、説明申し上げます。 

 今回の補正は、収益的収入及び支出のそれぞれの総額を421万8,000円の増額予算を計上いたしま

した。 

 補正予算の概算につきましては、補正予算書の１ページから３ページに掲載されているとおりで

ございます。 

 それでは、補正予算説明書で説明させていただきます。 

 ４ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出の収入、款１簡易水道事業収益、項１営業外収益、目１補助金、節３他会計

補助金につきましては、421万8,000円を人事院勧告による人件費の増額に伴う増額補正を計上いた

しました。 

 続いて、５ページの収益的収入及び支出の支出、款１簡易水道事業費用、項１営業費用、目１源

水費浄水費、節３賞与等引当金繰入額、節６報酬、節７法定福利費、節８法定福利費引当金繰入額

補正の総額379万1,000円の増額につきましては、人事院勧告によります増額補正の計上を行いまし

た。 

 続いて、同じく、５ページの同款５、目２総経費、節１給料、節２手当、節３賞与等引当金繰入

額、節８法定福利費引当金繰入額の補正の総額42万7,000円につきましては、同じく、人事院勧告

によります増額補正の計上を行ったものでございます。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 
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○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第11 議案第７号 令和７年度大和村集落排水事業会計補正予算（第３号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第11、議案第７号、令和７年度大和村集落排水事業会計補正予算（第３号）についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村集落排水事業会計補正予算（第３号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村集落排水事業会計補正予算（第３号）につきましては、収益的収入及び支出の

収入においての人件費の増による他会計補助金の増額や、支出の人件費の増額などによりまして増

額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、住民税務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○住民税務課長（直島秀治君） 

 令和７年度大和村集落排水事業会計予算（第３号）の内容について、御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、収益的収入及び支出のそれぞれの総額を14万3,000円の増額し、資本的収入及び
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支出の総額を増減調整をし、予算を計上いたしました。 

 補正予算の概算につきましては、補正予算書の１ページから５ページに掲載されているとおりで

ございます。 

 それでは、補正予算説明書で御説明をさせていただきます。 

 ６ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出の収入、款１集落排水事業収益、項１営業外収益、目１他会計補助金、節１

他会計補助金につきましては、14万3,000円を人事院勧告による人件費の増額に伴う増額補正を計

上いたしました。 

 続いて、７ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出の支出、款１集落排水事業費用、項１営業費用、目１総経費、節１給与の14

万3,000円の増額につきましては、人事院勧告による増額補正を行いました。 

 続いて、８ページの資本的収入及び支出、款１資本的支出、項１建設改良費、目１集落排水事業

建設改良費東部、節１給料13万8,000円の増額及び款項目同じく、節６報酬、装備品費において、

総計13万8,000円の減額につきましては、人事院勧告等による増減補正の計上を行いました。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 
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 日程第12 議案第８号 大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第12、議案第８号、大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和７年人事院勧告に基づき本村職員の給与及び期末手当、勤勉手当の支給率の改定を行いたく

御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を申し上げ

ます。 

 今回の人事院勧告の概要は、民間給与が公務員給与の水準を上回ったため、管理職を含む一般職

員の期末勤勉手当の支給率を0.05月分引き上げる内容のほか、若年層職員に重点を置きつつ、他の

職員についても国の水準に基づいた給料表の改定とあわせ、職員が宿日直を命ぜられた際の額及び

通勤手当についても国の水準に基づいた改正内容となっております。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 
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○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第13 議案第９号 大和村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第13、議案第９号、大和村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

を議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上げ

ます。 

 令和７年人事院勧告に沿って国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、大

和村長及び副村長の期末手当の支給率の改定を行いたく御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を申し上

げます。 

 人事院勧告に基づく国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法改正法に関連いたしまして、大和

村長と副村長の期末手当の支給率を0.05月分引き上げ、年3.45月分から3.5月分へ改正を行い、６

月と12月の各支給率を均等にして1.75月とする内容となっております。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○７番（勝山浩平議員） 

 今回ですね、特別職それぞれ分けて議案を上程をしていただいておりまして、議論の透明性にと

いう観点から大変評価したいと思います。ありがとうございました。そこで伺いたいんですけど、

人事院勧告の位置付けです。人事院勧告に基づいて特別職の給与等を上げてきたと、こういった説

明がこれまでもありましたし、今日もありましたが、人事院や県の人事院会、先ほど説明に合った

国の特別職の給与改正の法を所管している内閣人事局に確認をしたらですね、市町村の特別職、村

長や私たち議会議員は、いずれも対象外ということでした。市町村の特別職の給与を上げるのは、

あくまでも市町村独自の判断で、地方自治法に基づいて条例により定めるものということでありま

した。この点を踏まえると、議案説明にある人事院勧告に基づきという表現は誤りで、正しくは人
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事院勧告を参考に村として必要と判断したとするべきではないでしょうか。国の勧告に従ったよう

な表現は、私たちも誤解していましたよ、国が上げるから仕方がないと、今までは。村民に対して

誤解を与える恐れがあると感じます。そこで伺いますが、市町村の特別職は人事院勧告の対象外で

あるという事実を、村として正確に認識をしているのか、再度確認をさせてください。 

○総務課長（政村勇二君） 

 村長が提案理由を申し上げた際にですね、私どもの資料作成の中でも不備があったところは、大

変申し訳なく思っているところでございます。まず、人事院勧告についてでございますけれども、

この人事院勧告に基づき国家公務員の給与が上がるという、最初、提案であったと思います。人事

院勧告が国家公務員の給与改定が行われます。我々大和村は、人事委員会を持っていない。人事委

員会を持っていないところは、県の鹿児島県の人事委員会に添って一般職の給与等も変わるんです

けれども、この人事院勧告によって国家公務員の給与、期末手当の改正が行われます、これは国家

公務員ですね。それに基づいて県に添って我々も一般職員の人事院勧告に基づいて給与改定を行う

というところでございますけれども、この人事院勧告による国家公務員一般職の給与改定に伴い、

その特別職の職員の給与に関する法律というのも改正されているところでございます。その中で、

特別職の職員の給与、・・・特別職の職員の給与に関する法律第７条の２という規定にですね、内

閣総理大臣等の地域手当、通勤手当、期末手当の支給における一般職の職員の給与に関する法律の

適用を受ける例によるというところに則ってですね、県の人事委員会も知事等の特別職等の期末手

当も同率の率に上げているという認識でございまして、そういったところから、そういった特別職

の関連法案も変わるというところで、我々もこれまでどおり特別職の期末手当の率の改定を行って

いると解釈でございますので、そこはまた分かりやすく提案理由とか、内容説明でできるような形

で、今後またもっていければというふうに思います。 

○７番（勝山浩平議員） 

 私の先ほどの説明が分かりにくかったかもしれませんけれども、これ、総務課長からいただきま

して、根拠としている、特別職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律案の概要、これ

確かに国会で成立をしております。人事院に確認をしたら、人事院は特別職は対象外、この法律に

関しては私たちの所管じゃない、内閣人事局ですよということで、内閣人事局に確認をしたら、同

じく市町村の特別職対象外です。これに従う必要はないんですよ。令和６年総務省が出していると

思いますけれども、市町村の財政状況に合わせて判断することは適切であるというような通知があ

ったと思います。国が上げているから私たちも上げるというのは通じないんです。本村の財政状況

を見ながら特別職は考えるべきだと思っておりますが、ほかの自治体ではですね、特別職の期末手

当についても、以前から言っている報酬等審議会に諮問をして、答申を得た上で根拠を明らかにし

てですね、上げるか、下げるかを決めている例もあります。今回の期末手当の引き上げは、先ほど

の内閣人事局が出した資料、法律の改正に基づいてするとしておりますが、この法律に基づいて、

準じて、特別職を今回引き上げると判断した根拠は、どのようなものですか。対象外と所管してい
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る省は言っておりますけれども、本村はどのような手続や議論を経てですね、今回の引き上げを判

断したのか、明確な根拠をお示しください。 

○総務課長（政村勇二君） 

 根拠といたしましては、先ほど言った、その対象外という認識は我々ございませんでした。確か

に特別職の期末手当を上げてない自治体があるということは聞いたことはございます。ですが、対

象外ということの認識は、まずなかったところでございまして、根拠といたしましても、やはりこ

の後ですね、これが12月の人勧に間に合う人事委員会を持っている県とか、大きな市とかであれ

ば、その12月でも支給しているので、その0.05月分上がったものが上がっているというところでご

ざいまして、村長の冒頭の答弁でもありましたが、周りの大島本島内の自治体でですね、やはり

0.05月分上げるという話も伺っておりますし、県の一般職の中での県知事等のほうにおいても、

0.05月分上がっている状況がございましたので、そういったところからの根拠といたしまして0.05

月分、今回上げるという条例改正の上程をさせていただいたところでございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 この引き上げについてですね、先ほども村長の答弁にありましたが、12月議会の一般質問に対し

ても答弁にありました。奄美の他の自治体と足並みを揃えることも大事、本村だけが見送ることは

できないと答弁で説明がありましたが、ですがしかし、例えば瀬戸内町ではですね、平成17年から

現在に至るまで、町長の月額の給与を10％削減を、減額を今でもしております。それは、ＢＰＲで

すね、庁舎全体の業務改革の目標を達成をするまでは、その削減を継続をするという明確な行財政

改革の方針を示しております。一方で本村は、令和５年３月議会で村長等の給与を10％元に戻し、

結果として年間231万円の増額となりました。このような経緯を踏まえると、他の自治体と足並み

を揃えるという説明には矛盾があるように感じます。そこで伺いますが、本村の判断は本当に他の

市町村と足並みを揃えるものか、先ほど瀬戸内町の例を紹介をしましたが、それとも都合のよい部

分だけを選んでいるのではないか。この点について、村の見解をお伺いいたします。 

○村長（伊集院 幼君） 

 それはその特別職の報酬等、やっぱり人勧に伴う、私は期末勤勉の期末の取り方というのは、ち

ょっと若干違うのかなと思います。おっしゃるように、報酬をカットすれば、これは行財政改革に

なるんじゃないかなということも考えられます。我々もそういう努力をこれまで十数年やってきた

中で、今我々も取り組んできたわけでございます。議員のおっしゃるように、昨年の決算がこうな

ったからというのも、我々もしっかり受け止めなければならないという考えの下で、我々もしっか

り財政運営をする中では、やはり私の報酬も含め期末手当についても、皆さんと議論をさせる中

で、やっぱり決めてきていると、これまでもですね。だから瀬戸内町の場合は、瀬戸内町のこれま

での事情がある中で取り組んできたことであろうと思いますので、我々もしっかりそこら辺は、こ

れだけじゃなく、全体的に見た中での、やっぱり各市町村との、やっぱり横並びというか、考え方

も取り入れながら、我々も財政運営に努めていかなければならないという思いでございますので、
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その点については皆様方の御理解をいただければと思います。 

○７番（勝山浩平議員） 

 村民への説明責任とですね、住民感情への配慮についてですが、人勧に基づいて、これは誤りな

んですけれどもね、国が上げたから村も上げるという説明だけでは、物価高騰の中で暮らす村民の

理解は得られにくいと感じます。むしろ、なぜ今引き上げるのか、どのような議論を経て決めたの

かといった説明が不十分であれば、村民からの批判や不信感を招く恐れがあります。そこで伺いま

すが、今回の期末手当の引き上げについて、村民に対して説明責任を果たしていくつもりがあるの

かどうか。先ほどメール内容を紹介をしましたが、住民感情をどのように受け止めているのか、行

政としての姿勢をお聞かせください。 

○村長（伊集院 幼君） 

 これは私の報酬とか期末手当だけじゃなく、これは特別職に関わるみんなのことだというふうに

考えております。これは私だけが説明責任をするのは、村政運営についての説明責任を、私は果た

すべきだというふうに考えておりますので、このことについては、しっかり聞かれたことは我々も

これは削減せえということも、意見が我々もあるのは当然だと思います。しかしながら、私たち行

政が進めるべきところは何かということも考えていただいて、やっぱり我々もそれに見合う仕事も

していかなければならないという責任を果たさなければならないというふうに思っておりますの

で、その点については、私も機会を見つけながら、村民にお話をさせていただければと思います。 

○７番（勝山浩平議員） 

 先ほど総務課長が人事院勧告の対象外とは思っていなかったという発言がありましたが、内閣人

事局も、今回の根拠としている内閣人事局の判断も対象外というんですよ。ということは、誤りに

基づいて今後、今特別職の給与等、期末手当を引き上げようとしておりますので、間違いですか

ら、一回、この議案を取下げて、もう一度再検討するべきではありませんか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 申し訳ございませんけれども、我々は一般職は人事院勧告に伴って給与改定を行う。特別職につ

いては、人事院勧告に添って、私たちは国の改正法に関連しながら、手当の支給率を改定するとい

うことでございますので、その点については、ちょっと言葉の取り方で、ちょっと違いがあるかも

分かりませんけれども、人勧があったからじゃなくても、それは県の人事院勧告に添って、県内の

43市町村が、この期末手当の改正について、人勧に添った給与改定を行っているということで認識

しているところでもございますので、我々もこのことについては、言葉の取り方でですね、考え方

が違うかも分かりませんけれども、その点については、また今一度勉強させていただければと思い

ます。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

 質疑のほうですけど。 
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[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

○７番（勝山浩平議員） 

 特別職ですよ、特別職の期末手当、村長、副村長、私たち議会です、の特別職の期末手当引き上

げ反対の立場から討論をいたしますが、県の人事委員会も市町村の特別職は対象外と、はっきり示

していますので、是非確認してください。まず、今回の議案はですね、令和７年人事院勧告に基づ

きと説明をされておりますが、再度申し上げますけれども、人事院勧告は市町村の特別職には適用

されないことは、人事院や内閣人事局、県人事委員会も明言をしております。つまり、この引き上

げは、村独自の判断によるものであり、国の制度に従わなければならないものではありません。従

わなくていいんです。また、本村の財政状況は決して楽観できるものではありません。令和６年度

決算では、実質単年度収支が赤字となって、基金残高も大きく減少をしております。こうした中

で、４年連続となる特別職の期末手当引き上げを行うことに、果たして村民の理解が得られるでし

ょうか。更に、住民からはこんな声も届いております。先ほど御紹介しました、公約で行財政改革

の推進を掲げていたのに、財政が厳しいと言いながら、毎年手当を引き上げている。このままでは

将来の大和村が心配だ。この声は私たち議員全員が真摯に受け止めるべきものです。もちろん特別

職の報酬がある程度適正であることは大切です。しかし、今私たちが求められているのは、率先垂

範の姿勢ではないでしょうか。瀬戸内町では町長が業務改革が達成されるまで給与10％削減を継続

をしております。一方で、本村は村長等の給料を10％元に戻して、年間約231万円の増額となりま

した。こうした経緯を踏まえると、各自治体と足並みを揃えるという説明にも疑問が残ります。こ

の議案に反対することは、村民の声に寄り添い、将来の大和村のために今こそ立ち止まって考える

べきだという意思表示です。同僚議員の皆さんにも慎重な判断をお願いしたい。以上、反対討論と

いたします。 

○議長（藏 正議員） 

 賛成討論がありますか。 

○２番（市田実孝議員） 

 この人事院勧告ですね、私たちは日本にきて先進国だといわれております。国民所得の平均は30

数年間450万を超えておりません。30年前も420万でした。そのとき私は商工会組織で働いておりま

したが、現在でも450万を越えた、国民所得が越えたということは聞いておりません。先般です

ね、物価対策で国は同じような政策をしていたのでは、国民所得も上がらないだろうということ

で、急きょ物価対策支援、国民全員に所得が増すように、大和村でも２万の現金給付を行いまし

た。更に、商品券も配る予定になっております。これは現自民党、高市内閣が積極的な財政、今ま
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で30年間、消極的な財政を根本的に覆そうということで、国民の所得を向上するのが先決だという

ことで、今、先進国の中で一番日本の所得は低くなっております。いろんなデータを見ますと、２

倍、３倍の所得を取っているわけですね、アメリカとか先進国は。その中で、この日本は450万と

いう線を上がらないわけですよ。そこで高市内閣は、いや違うということで、積極的財政に今走ろ

うとしています。この人事院勧告0.05％上がって、私はですね、この人事院勧告も問題があると思

うんですよ。せめてですね、職員はじめ皆様方の給料が２倍ぐらい上がっても、私は問題ないんじ

ゃないかという観点から申し上げますと、この大和村の財政が困難な状況にあるということを、先

ほどから述べておられますが、基金が幾らあってね、もう何年後には大和村は財政的にともない

よ、職員の給与も払わなくなりますよということを明確に言えるのかということなんですよ。仮に

多くやり過ぎて、もう首も回らないよという状況になるかということですよ、大和村が。そういう

数字的なことは持ち上げなくて、危機をあおる。今まで国がですね、防衛費１％したら大変よと、

共産党がと、党を言ったら困りますけど、言っておりました、野党がですね。今現実を見てくださ

いよ。２％に上げて国民は誰もものを言えなくなったじゃないですか。それと同じことを、この人

事院に添ってということはですね、国に添って私たち自治体もね、やりましょうかということを言

っているわけですよ。そういうことですから、細々したことでね、ああだこうだと言わんように、

やっぱり国に・・・どうするんですか。国に異議をさすようなことをしたらいけないと思います

よ、村長。私たちは国の地方交付税をもらいながら生きているわけですから、村民が分からなかっ

たら説明すればいいじゃないですか。そこまで危機なんですかって。数字で示したらいいじゃない

ですか、危険だという数字を。私個人としては、そういうひっ迫した財政ではないと思いますの

で、今回は賛同いたします。以上です。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに討論ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これから、議案第９号を採決いたします。 

 この採決は起立採決にしたいと思います。 

 お諮りいたします。 

 本件につきまして、原案のとおり賛成される方は御起立をお願いいたします。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数でありますので、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第14 議案第10号 大和村教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（藏 正議員） 
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 日程第14、議案第10号、大和村教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上

げます。 

 令和７年人事院勧告に添って国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、大

和村教育長の期末手当の支給率の改定を行いたく、御提案いたします。 

 内容につきましては、教育委員会事務局長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○教育委員会事務局長（宮田 龍君） 

 大和村教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を申し

上げます。 

 人事院勧告に基づく国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、大和村教育

長の期末手当の支給率を0.05月分引き上げ、年間3.45月分から3.5月分へ改正を行い、６月と12月

の各支給率を均等して1.75月ずつとする内容となっております。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第10号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第15 議案第11号 国民健康保険大和診療所長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第15、議案第11号、国民健康保険大和診療所長の給与等に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 国民健康保険大和診療所長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の

理由を申し上げます。 

 令和７年人事院勧告に添って、国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、

国民健康保険大和診療所長の期末手当の支給率の改定を行いたく御提案いたします。 

 内容につきましては、診療所事務長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○大和診療所事務長（池田浩二君） 

 国民健康保険大和診療所長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の

御説明を申し上げます。 

 人事院勧告に沿って、国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、大和診療

所長の期末手当の支給率を0.05月分引き上げ、年間3.45月分から3.5月分へ改正を行い、６月と12

月の各支給率を均等して1.75月ずつと内容となっております。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第11号を採決いたします。 
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 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第16 議案第12号 アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕの獣医師の給与等に関す 

る条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第16、議案第12号、アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕの獣医師の給与等に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕの獣医師の給与等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年人事院勧告に添って、国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、

アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕの獣医師の期末手当の支給率の改定を行いた

く、御提案いたします。 

 内容につきましては、企画観光課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕの獣医師の給与等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、内容の御説明を申し上げます。 

 人事院勧告に沿って、国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、アマミノ

クロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕの獣医師の期末手当の支給率を0.05月分引き上げ、年間

3.45月分から3.5月分へ改正を行い、６月と12月の各支給率を均等して1.75月ずつとする内容とな

っております。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 
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 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第12号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 御異議なしと認めます。 

 したがって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第17 議案第13号 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

○議長（藏 正議員） 

 日程第17、議案第13号、大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申

し上げます。 

 令和７年人事院勧告に沿って、国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法等改正法に関連して、

本村の議長及び副議長、議員の期末手当の支給率の改定を行いたく御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を

申し上げます。 

 人事院勧告に沿って、国家公務員の給与改正に伴う特別職給与法改正法に関連して、大和村議

長、副議長、そのほか各議員の方々の期末手当の支給率を0.05月分引き上げ、年間3.45月分から

3.5月分へ改正を行い、６月と12月の各支給率を均等にして1.75月分ずつとする内容となっており

ます。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 
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○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○７番（勝山浩平議員） 

 先ほどからありましたけれども、特別職は人事院勧告の対象外ということを、是非御認識いただ

きたいと思いますけれども、今回のこの議案ですね、私たち議会議員のボーナスを引き上げるとい

う内容ですので、議会基本条例第10条の議員相互間の自由討議に基づいてですね、議長に数点質問

をさせてください。議案の上程経緯と議長への事前説明ですね、今回の議案の上程は、当局からの

提案なのか、それとも議会側からの要請によるものなのか。先ほど村長から鹿児島の研修時に、議

員に対して、と議員と協議をしたというような説明もありましたが、どのようになっております

か。また、議会として当局から今回の期末手当引き上げに関して、何らかの説明や相談を受けてい

たのか。鹿児島での研修で協議をしたということでありましたけれども、その経緯を明らかにして

ください。 

○議長（藏 正議員） 

 私への質問ということですけども、こういったもの、勝山議員も分かっているとおり、僕なんか

から提案したことは１回もありません。先ほど当局の答弁の中にもあったように、我々もその人事

院勧告によるものというか、その中での国の、先ほど市田議員が賛成討論でおっしゃっていたよう

に、国の流れとかいうものに、そこにこっちからいちいち歯向うもんじゃないとかいうのもありま

すから、今勝山議員からの質問に答えるとすれば、こちらからそういったのを提案したりとか、そ

ういったのはありません。ただ、話は聞いたことは、村長からの説明があったことは事実です。 

○７番（勝山浩平議員） 

 先輩議員から全協でやったらいいんじゃないかという話がありますけれども、全協は非公式なん

ですね、記録に残らないんです。だからここでやっているんです。 

[発言する者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 奥田議員。 

○７番（勝山浩平議員） 

 ちょっと静かにしてもらって、お願いします。ちょっとだけ待ってください。・・・ 

[発言する者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 奥田議員、今議会基本条例に則って発言していますので、奥田議員、しばらく黙っていてくださ

い。 

○７番（勝山浩平議員） 

 12月議会の答弁で、議会と話し合いたいというのがあって、なされてないということであり、鹿
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児島であったということでありましたけれども、それは正式な協議の場ですか。議員が自分たちの

報酬に関わる重要な議案を拙速に、しっかり熟議もしないで可決をすることは、村民の信頼を損な

う恐れがあると考えますけれども、一度この議案を取り下げて、しっかりと議論をして、次の３月

議会にでも再上程をするべきではありませんか。 

○議長（藏 正議員） 

 これも私の考えでよろしいんですよね。 

[発言する者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 奥田議員、しばらく黙っていてください。議長に聞いている。それは勝山議員に最初で諮ってお

きますけど、今の質問に対して全議員で協議した答じゃありません。ここで、答えられるのは私の

個人的な回答になりますから、それだけは悪しからず御了承ください。 

 その議員の報酬についていろいろありますけど、今御存知のとおり、大和村の議員のなり手がい

ないところで、私は個人的に議会の議員の報酬は上げるべきだと、個人的な話しですからね、あく

までも。上げていかないと、これはほかの地区の議会にも提案したいなと思っているぐらい、議会

議員の今のいろんな状況の中で、保証が全くされてないわけです。お金も借りづらいような状況に

ありますし、議員になったら結構縛られるような状況になるので、議員の報酬は私は全体的に、全

国的に上げていくべきだと思っていますので、その意味から勝山君の質問には議会の報酬を上げた

いというふうに思っています。 

○７番（勝山浩平議員） 

 議長、御理解いただいておりますけれども、私たちが何年か前に、苦労して作った議会基本条例

の議員相互間自由討議、これ本会議とか委員会でできるんです、議員同士、に基づいて質問質疑を

させてもらっておりますので、どうか御理解をください。議長の考えは私も全く同感で、これまで

村の後輩、30代40代３人の方から議員に、村議に立候補したいと相談を実際受けました。ですが、

議員の22万5,000円程度の月給では家族を養っていけない。しかもそこから社会保障費などを自分

で払わないといけない。４年後の保証はないというようなのがあって、その３名の方々は立候補断

念をしました。でも思いがある若者がいることは確かです。議長の考えは私も大賛成です。報酬等

審議会にでも、是非村長と相談をして諮問をしていただいてですね、若い方々が議会に関心を高め

てもらういい機会になると思っております。 

 そこでですね、これはあまり言いたくなかったんですけれども、本村の議会運営の最高法規、先

ほどから申し上げている議会基本条例ですよね。その５条で、村民に対する年に１回以上の議会報

告会の開催が義務付けられておりますが、これまで残念ながらこの規定を果たせていないですよ

ね。集落によってはやっておりますけれども、できていない集落があるのも事実です。これは申し

上げにくいですけれども、このようにですね、自分たちで決めたルールを守れていない状況で、期

末手当の引き上げを議論をすることが果たして適切なのかどうか。まずは議会としてやるべきこと
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を果たした上で、報酬の在り方を議論をしていくべきではありませんか、報酬等審議会に諮問等を

しながら。いかがですか。 

○議長（藏 正議員） 

 勝山議員、先ほど話したように、その議員の報酬の件と、その議会報告会の、最近は座談会と呼

んでいますけれども、座談会の開催が遅れていることは確かですけど、このことと、今回の提案さ

れている議員の報酬の件とは全く別問題だというふうに考えていますので、そういうふうに御理解

ください。座談会の開催は、もう少し温かくなってきたら、また再開したいと思っています。 

 ほかに質疑ございませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

○７番（勝山浩平議員） 

 私たち議会議員の・・・・反対の立場から討論をいたしますが、今回の議案は、私たち議員自身

の期末手当の引き上げの内容ですが、私はまず、このような議案を上程するに当たってですね、議

会内での正式な協議や質疑がなされていないことに非常に疑問を抱いております。これまでの当局

の答弁では、議会と協議していきたいとありましたが、実際には、正式には何の議論も行われてい

ないまま、この議案が提出されているのが・・・更に先ほども申し上げましたけれども、私たち議

会は、議会基本条例第５条で、年１回以上の議会報告会の開催を定めていながら、これまで最低限

の報告会を果たしていません。果たせておりません。これは・・・というのを守れていないという

事実です。こうした状況で、自らの・・・ということが果たして村民の理解と信頼を得られるでし

ょうか。ありがとうございます。私はまず議会としてやるべきことを果たすことが、報酬を議論を

する最低限の前提だと考えます。物価高騰の中で暮らす村民の気持ちに寄り添って、自分たちのこ

とは後回しにする覚悟を持つことが信頼される理解の第一歩だと、私は考えます。同僚議員の皆さ

んにもどうかこの問題を真剣に受け止めていただき、慎重な判断をお願いいたします。以上、反対

討論とします。 

○議長（藏 正議員） 

 賛成討論がございますか。 

○２番（市田実孝議員） 

 先ほどより聞いておりますと、村長からの提案があったか、私は研修には行ってないので、聞い

てなかったとか、その後に所管事務もございまして、できるだけ皆様議員がですね、私的事情がよ

っぽどない限りは、毎年決まっている議会研修会ですので、参加を総務委員長としてはお願いした

いところですが、家族の理由で不参加ということを伺っておりましたが、それで村長も来られて、
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今回の話を私たちは、残り議員はですね、聞いております。そういったことから、この提案は妥当

じゃないですかということで、先ほど議長のほうからも答弁がございましたが、一応流れですね、

社会の流れ、議員になり手が少ない、なぜかということは、もう分かっているわけですよ。所得が

低い、社会保険料、自ら国民年金を払わなければならない、手取りは15万ぐらいしかならないわけ

ですよ。そういう状況を見据えた上で、先ほどからいろいろと反対意見を述べておられますが、社

会情勢を見て反対はなさったほうがいいと思います、私はですね。議員の・・流れ、郡内でも全て

の郡内でも、議員のなり手がいなくて、もしなったら子育て世代は破産しますよ。30代40代の方々

が子持ちでなられたら破産します。家を建てようにも、銀行にこの給料で住宅ローンを組んで貸し

てくれと言ったら、貸しませんよ、銀行は。そういう厳しい現実があるから、今回、１円でも２円

でも一緒に上げましょうかと、村長が提案なさって、何が悪いんですか。私は賛成いたします。以

上です。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに討論ありますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第13号を採決いたします。 

 先ほどのように起立採決にしたいと思います。 

 本議案に賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数。 

 したがって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第18 議案第14号 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第18、議案第14号、大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の

理由を申し上げます。 

 定住促進住宅が借上げ等によりまして大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の改正を
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行いたく、御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の

御説明を申し上げます。 

 改修が完了いたしました定住促進住宅の名称、住所、月額家賃を設定しようとするものでござい

ます。同条例別表第１に、買上住宅といたしまして、名称、津名久団地10号棟、住所、大和村大字

津名久６番地１、月額家賃、３万400円、及び別表第２に、借上げ住宅といたしまして、名称、大

和浜団地11号棟、住所、大和村大字大和浜50番地５、月額家賃、２万5,400円を設定する内容に改

正しようとするものです。 

 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第14号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第19 議案第15号 ５災58号道路災害復旧工事請負変更契約の締結について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第19、議案第15号、５災58号道路災害復旧工事請負変更契約の締結についてを議題といたし

ます。 
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 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 ５災58号道路災害復旧工事請負変更契約の締結について、提案の理由を申し上げます。 

 ５災58号道路災害復旧工事の請負変更契約締結に当たり、議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、御提案申し上げます。 

 内容につきましては、建設課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○建設課長（早川勝志君） 

 ５災58号道路災害復旧工事請負変更契約の締結について、内容を御説明申し上げます。 

 今回変更しようとする項目は、契約金額でございます。当初請負契約金額が5,819万円を24万

5,000円減額して、請負変更契約金額を5,794万5,000円にしようとするものでございます。 

 現在施工中の工事概要ですが、令和５年６月17日から令和５年６月22日までの梅雨前線豪雨によ

り被災した村道志戸勘湯湾岳線を復旧する工事でございます。本工事については、当初令和７年３

月12日に仮契約を締結し、同月26日に議会での議決をいただき、本契約を締結し施工しておりまし

た。工事の施工に伴い数量の変更が生じたため、金額変更をしようとするものでございます。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第15号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、可決することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第15号は可決されました。 

 これで本日の日程は全部終了いたしました。 
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 会議を閉じます。 

 以上をもちまして、令和８年第１回大和村議会臨時会を閉会いたします。 

閉会 午後 ３時０７分 

 

 

地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

 

         大和村議会議長   藏     正 

 

 

         大和村議会議員   重 信 安 男 

 

 

         大和村議会議員   勝 山 浩 平 
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第１日

第９日

第１０日

第１１日

　　（開　会）

補正予算５件

新年度予算８件（予算審査特別委員会設置）

条例関係５件

その他２件

予算審査特別委員会（現地調査）

予算審査特別委員会（一般会計）

予算審査特別委員会

（一般会計･各特別会計･各公営企業会計）

一般質問（４名）

午前　市田 実孝 議員

　　　中井 文忠 議員

午後　勝山 浩平 議員

　　　前田 清和 議員

　（最終本会議）

決算審査委員長報告･新年度予算採決･同意案件１件

議員派遣 ,議会運営委員会継続審査申出

　（閉　会）
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第１６日
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第１回　大和村議会定例会
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第 １ 日
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議事日程（令和８年第１回大和村議会定例会）

令和８年３月５日（木）

開議時間　午後１時１５分

１　開会の宣告

　日程第　１　会議録署名議員の指名

　日程第　２  会期の決定

　日程第　３  諸般の報告

　日程第　４  行政報告

　日程第　５　議案第１６号　令和７年度大和村一般会計補正予算（第６号）について

　日程第　６　議案第１７号　令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について

　日程第　７　議案第１８号　令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第５号）について

　日程第　８　議案第１９号　令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第４号）について

　日程第　９　議案第２０号　令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第６号）について

　日程第１０　議案第２１号　令和８年度大和村一般会計予算について

　日程第１１　議案第２２号　令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算について

　日程第１２　議案第２３号　令和８年度大和村大和診療所特別会計予算について

　日程第１３  議案第２４号　令和８年度大和村介護保険特別会計予算について　

　日程第１４　議案第２５号　令和８年度大和村大和の園特別会計予算について

　日程第１５　議案第２６号　令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について

　日程第１６　議案第２７号　令和８年度大和村簡易水道事業会計予算について

　日程第１７　議案第２８号　令和８年度大和村集落排水事業会計予算について

　　　　　　　　　　　　　　（施政方針及び提案理由説明）

　　　　　　　　　　　　　　（大網質疑）

　日程第１８　令和８年度予算審査特別委員会の設置について

　日程第１９  議案第２９号　大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

　　　　　　　　　　　　　　る条例の制定について

　日程第２０  議案第３０号　大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について

　日程第２１  議案第３１号　大和村国民健康保険の保険給付準備金の設置， 管理及び処分に関

　　　　　　　　　　　　　　する条例の一部を改正する条例の制定について

　日程第２２  議案第３２号　大和村辺地に係る総合整備計画の変更について

　日程第２３  議案第３３号　大和村過疎地域持続的発展計画の策定について
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２　出席議員は次のとおりである。（８名）

　１番　　 奧　田　浩　一　君　　　　　　　 　　　　６番　　 藏　　　　　正　君

　２番　　 市　田　実　孝　君    　　　　　　　　　 ７番　　 勝　山　浩　平　君

  ３番　　 前　田　清　和　君                　　 　８番   　中　井　文　忠　君

　５番　　 重　信　安　男　君    　　 　　　　 　 　９番     奥　田　忠　廣　君

３　欠席議員は次のとおりである。（０名）

４　職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

　議会事務局長　　森　永　　　学　君　　　 　　主　　　　　幹　　太　　　純　一　君

５　説明のため出席した者の職氏名

  村　　　　長　  伊集院    　幼　君　     　　教　  育 　 長　　中　山　恭　平  君

　副　 村 　長　　仲新城　長　政　君　     　　教委事務局長    宮　田　　　龍  君

  総 務 課 長    政　村　勇　二　君　 　　　　企画観光課長　　大　瀬　幸　一　君

　建 設 課 長　　早  川  勝　志  君       　　　　　　　　    　福　本　新　平　君

　教委指導主事    里　中　卓　麻  君       　　保健福祉課長　　前　田　逸　人　君

　　　　　　    　児　玉　明　美  君 　   　　 大和診療所事務長　  池　田　浩　二　君

  住民税務課長　　直　島  秀　治　君 　　 　　 大和の園園長　　早  川  理  恵　君

産業振興課長
兼農委事務局長

会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長

　日程第２４  議案第３４号　大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の

　　　　　　　　　　　　　　制定について

　日程第２５  議案第３５号　大和村入湯税管理基金条例の制定について

　散会の宣告
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開会 午後 １時１５分 

○議長（藏 正議員） 

 皆様、こんにちは。ただいまから、令和８年第１回大和村議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配付いたしております議事日程のとおりであります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（藏 正議員） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって、３番、前田清和議員、８番、中井文忠議

員を指名いたします。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の件 

○議長（藏 正議員） 

 日程第２、会期の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月23日までの19日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から３月23日までの19日間に決定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（藏 正議員） 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 令和７年第４回定例会以降の議会活動につきましては、文書でお手元に配付いたしておりますの

で、口頭報告は省略いたします。 

 これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（藏 正議員） 

 日程第４、行政報告を行います。 

 村長から行政報告の申出がありますので、これを許可いたします。 
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○村長（伊集院 幼君） 

 皆さん、こんにちは。それでは、昨年の12月議会からの行政報告をさせていただきます。 

 昨年12月におきましては、議会開会後19日の金曜日でございますけれども、鹿児島大和会という

組織が一時休会をしておりましたが、一部の方たちがまた組織を立ち上げるということで、大和会

の関係者との懇談をさせていただき、議長そして教育長、出席をさせていただいたところでござい

ます。今後とも大和会の新しい組織が始まるようでございますので、しっかり我々も連携を図りな

がら郷友会の取組をサポートしていきたいというふうに思うところでございます。 

 同じく12月22日でございますけれども、これまで地籍調査が滞っておりました思勝地区における

地籍調査の最終確認を岩崎会長とお会いをさせていただいてお願いをしたところでもございます。

その後、地籍調査の立会いを本社から来ていただきまして、とりあえず立会いが今終わった段階で

ございます。今後、その立会いで了解がいただけるかどうかは、今後作業の状況によって、我々も

進めていきたいというふうに思っているところでございます。 

 年が明けまして１月でございます。１月の20日に、これまで奄美の自然のクロウサギの調査など

をしておりました浜田太さんより、新たな写真集が出版されたということと、あわせて浜田さんの

ほうから寄附金の贈呈を受けたところでございます。ＱｕｒｕＧｕｒｕの施設の前にはモニュメン

トも整備する予定にしておりますけれども、モニュメントで使う写真は浜田太さんの写真を活用さ

せていただくように、本人の了解もいただいているところでございます。これからも浜田太さんと

の連携を図りながら、奄美の生き物に対する発信をしていきたいというふうに思うところでござい

ます。 

 25日の日曜日でございますが、第22回まほろばウオーキング大会を開催させていただき、当日参

加者が1,000名を超えたのは初めてでございます。1,096名の方の御参加をいただいて、自然の中で

のウオーキングを楽しんでいただいたところでもございます。大和村における周遊コースができた

ことによって、多くの方が近年大和村にお越しをいただいております。奄美初の温泉施設やＱｕｒ

ｕＧｕｒｕなどがいろいろと好評をいただいておりますので、しっかり我々も大和村の景勝地を発

信していきたいというふうに思っているところでございます。 

 ２月に入りまして２月の15日でございますが、今年は健康フェスタということで開催をさせてい

ただきました。今里で出生を受けました森 正樹先生という東海大学医学部の教授をなされている

森先生に起こしをいただいてがんに対する講演をさせていただきました。森先生からは、昨年大和

村になかなか貢献をできていないという先生からの御依頼がございまして、今回健康フェスタとい

うことで、医療に関するお話をさせていただきました。今後も先生とも連携を図りながら、いろん

な形で大和村に協力していただこうということで思っているところでございます。 

 ２月の17日でございます。奄美大島南部振興協議会における要望活動をさせていただきました。

南部議員大会でも議題に上がっておりました案件につきまして、大和、宇検、瀬戸内の３町村長に

よりまして、県当局への要望を地元の選出県議の皆さんの立会いの下で、要望を改めてさせていた



 

- 49 - 

 

だきました。今月の委員会で来年度からの新しい事業の発表がなされるようでございますので、

我々もしっかり県との連携を図りながら、事業を一緒に進めさせていただければというふうに思っ

ております。 

 ２月の19日でございますけれども、神奈川県にあります太平電気さんより、今ＱｕｒｕＧｕｒｕ

の施設におきまして生き物のハンドタオルを製作いただいて、あそこで物販の販売をさせていただ

いております。その販売の収益金からの一部施設に寄附をいただいておりますけれども、改めてこ

の寄附金を太平電気さんから贈呈をいただいたところでもございます。奄美における生き物の取組

につきまして、ロードキルやいろんな形で協力いただいている企業でございまして、今後ともしっ

かり連携を図りながら企業からの支援も受けていきたいというふうに思っているところでございま

す。 

 ２月の26日でございますけれども、大和村のタンカン商談会ということで、昨年に引き続きホテ

ルオークラさんで開催をさせていただきました。今年度のタンカンの販売におきましても、昨年度

の来られたバイヤーさんから注文をいただいておりまして、一部我々も今、大和村のタンカンが関

東の方たちに、今販売が少しでございますけれども、取組が進められておりますので、今後ともし

っかり大和村の果実を多くの方たちに、しっかり販路開拓ができるように進めていきたいというふ

うに思うところでございます。 

 ３月に入りまして、３月の２日でございますけれども、対面による大和村防災会議を開催をさせ

ていただきました。今回は大和の園にシェルターが設置されたということで、新たに海上保安部の

方たちにも委員ということで参加をしていただいて、現地のほうでそのシェルターもお互いで確認

をさせていただいたところでもございます。今後、避難訓練等を通じていろいろと関係機関との連

携を図りながら、村民の安全・安心に努めてまいりたいというふうに思っているところでございま

す。 

 以上で、行政報告とさせていただきます。 

○議長（藏 正議員） 

 これで行政報告を終わります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第16号 令和７年度大和村一般会計補正予算（第６号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第５、議案第16号、令和７年度大和村一般会計補正予算（第６号）についてを議題といたし

ます。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第６号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第６号）につきましては、奄美群島成長戦略交付金事業や
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財政調整基金積立金など、歳入歳出それぞれ２億4,997万5,000円の増額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第６号）について、内容の御説明を申し上げます。 

 令和７年度大和村一般会計補正予算（第６号）は、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ２億

4,997万5,000円増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ44億1,607万1,000円にしようとす

るものであります。 

 歳入の主なものから御説明いたします。 

 10ページをお開きください。 

 款14国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金は、氏名ふりがな対応における戸籍情

報システム等補助金253万円の増額及び戸籍法の一部改正に伴う通知書作成費補助金における契約

内容の見直し59万円の減額との差引合計で194万円を計上いたしました。 

 11ページをお開きください。 

 款15県支出金、項２県補助金、目１総務費県補助金は、節３奄美群島成長戦略交付金における各

学校非常用発電設備及び思勝大和浜地区防火水槽設置並びに水と森公園再整備合計の１億3,920万

と合わせ、節４県地方公共交通特別対策補助金及び節７地域振興推進事業補助金の実績に伴う減額

分との差引合計で１億3,766万5,000円を計上いたしました。 

 同じく、11ページでございます。 

 款15県支出金、項２県補助金、目４農林水産業費県補助金は、鳥獣被害対策実践事業及び機構集

積支援事業の事業実績により855万円を減額計上いたしました。 

 12ページをお開きください。 

 款21村債、項１村債、目３の衛生費債から目７の教育費債まで、各項目における起債額の決定に

より目３衛生費債で420万円の増額、そのほか目５土木費債で6,090万円、目６消防費債で1,040万

円、目7教育費債で2,880万円を増額計上いたしました。 

 次に、歳出の主なものを御説明いたします。 

 13ページをお開きください。 

 款２総務費、項１総務管理費、目２電算管理費は、ウエブ参加における普通旅費の減額や役務費

及び委託料の減額は、県内自治体で構成される情報連絡協議会での基金対応分といたしまして、通

信運搬費で700万円、委託料で600万円を減額し、そのほか執行済や実績見込みにより1,665万7,000

円を減額計上いたしました。 

 14ページをお開きください。 

 款２総務費、項１総務管理費、目４財政管理費は、財政調整基金への積立金として5,000万円を

計上いたしました。 

 15ページをお願いいたします。 



 

- 51 - 

 

 款２総務費、項２徴税費、目１税務総務費、節24積立金は、新規に創設した入湯税管理基金とし

て556万5,000円を計上いたしました。 

 16ページをお開きください。 

 款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費は、介護保険特別会計及び大和の園特別会計

への繰出金合計で1,811万円を計上いたしました。 

 17ページをお願いいたします。 

 款３民生費、項４福祉事務所費、目１福祉事務所費は、嘱託医報酬及び認定講習受講料の実績と

合わせ医療費扶助費の増額分と過年度分実績に伴う国・県への返還金の合計で348万1,000円を計上

いたしました。 

 19ページをお開きください。 

 款５農林水産業費、項１農業費、目12鳥獣被害対策実践事業は、事業実績に伴い387万3,000円を

減額計上いたしました。 

 20ページをお開きください。 

 款７土木費、項５都市計画費、目１公園費は、需用費における光熱水費の不足見込額と合わせ工

事請負費として奄振事業要望のまほろば水と森再整備事業及び奄美フォレストポリス発電機整備事

業の合計で１億5,712万円を計上いたしました。 

 21ページをお願いいたします。 

 款８消防費、項１消防費、目５防災行政費、節14工事請負費は、思勝、大和浜両地区からの要望

における奄振事業要望分防火水槽設置工事費として2,200万円を計上いたしました。 

 22ページをお開きください。 

 款９教育費、項１教育総務費、目１事務局費、節14工事請負費は、奄振事業要望分として村内小

中学校への発電設備設置工事費7,300万円を計上いたしました。 

 23ページをお願いいたします。 

 款13予備費において37万4,000円を減額し、歳入歳出の調整を行いました。 

 最後に、前のほうに戻りまして５ページをお開きください。お願いいたします。 

 第２表の繰越明許費でございますが、令和７年度から令和８年度に繰り越して行う事業は、地域

商品券発行に伴う重点支援交付金事業推奨事業分やアマミノクロウサギぬいぐるみ購入事業のほ

か、道路橋梁費における社会資本整備総合交付金事業及び奄振事業に伴うまほろば水と森公園再整

備事業や奄美フォレストポリス発電機整備事業、防火水槽設置事業、学校施設等発電機設置事業な

ど、合わせて18事業の合計８億5,351万7,000円を繰り越して行うこととしております。 

 以上で、内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 
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○３番（前田清和議員） 

 それでは、確認の意味で２点ほどお伺いしたいと思います。先ほど総務課長より御説明いただき

ましたが、補正予算書20ページ、款７土木費、項５都市計画公園費ですが、まほろば水と森公園整

備事業補正で１億3,700万円かけております。今、ちょっと確認したところ、ＱｕｒｕＧｕｒｕの

まほろば公園整備を、何か公園一体と、また舗装とかされているんですが、この１億3,700万の事

業費から使われているのか、それとも令和７年度にこのまほろば水と森公園の事業費が組んであっ

て、そこから使われているのか、確認したいと思います。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 今現在、まほろば水と森公園整備事業のほうで動いております事業経費につきましては、令和６

年度からの繰越事業費、そして令和７年度の現年度の事業費で施工が進んでいるところでございま

す。 

○３番（前田清和議員） 

 令和６年度、令和７年度の事業費として今やられていると。それでは、今度令和７年度、１億

3,700万かけていますけど、村長の施政方針にもあるんですよ、まほろば水と森公園再整備を実施

し、アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕと奄美野生生物保護センターを含め、当各

公園エリア周辺を自然の学び場という位置付けでまた補正を組まれました。具体的に今後、その公

園整備にどういうのがメインがあって、どういうふうにして学び場の場としての活用をされていく

のか、具体的な計画とかはありますか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 今後行います施工の内容といたしましては、主に沿路整備が、こちらのほうがまだ大部分残って

おります。そして川沿いの防護柵そういったもの、そして人道橋でありますまほろば橋の補修、こ

ういったものが含まれているところでございます。議員のおっしゃいますように、まほろば水と森

公園を整備することによって、ＱｕｒｕＧｕｒｕ、まほろば公園、そして野生生物保護センターを

自然の学びの場として一体的な活用をしていきたいという考えがございます。この中心になります

のは、奄美の森というゾーンがございます。奄美の森ゾーン、こちらにつきましては、平成15年か

ら17年にかけまして、奄美の森に実際に生息している奄美の植物、こういったものを苗木から植え

させていただいております。それが20年経ちまして森になってまいりました。今現在、あそこのほ

うには野鳥でありますとか、そういった鳥たちが集まって来る場にもなっております。そういった

場で奄美の森に植生する植物、そして奄美の森で生息する鳥類、動物類、どういったものがいるの

かという観察会などを環境省のほうとも連携を図りながらやっていくことによって、自然の学びの

場として活用をしていきたいと、そういう考えでございます。 

○３番（前田清和議員） 

 自然の場ということですけど、私たちもやっぱり奄美に生まれて、山に行ったらそういういろん

な木とか生えてますよね。実際住んでいる私たちでさえ、木の名前とか知らないというのが、やっ
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ぱり本音であります。ですので、やっぱり今から植栽とか、植樹とかされると思うんですけど、学

び場の一つとして、そういう木に、この木はこういう名前なんだよとか、そういうのもやっぱり必

要じゃないかなと思っていますので、是非そういう、誰でも島の人でも分かるような、そういう自

然と触れ合える場というのを目指して造っていただきたいと思います。 

 それと最後に、この１億3,700万かけますけど、その前の清掃倉庫ですよ、ごみ処理。あれは去

年から移転するという話がありますけど、なかなかあそこの整備が進んでないように思うんです

よ。この事業にあの体育館の後ろとＱｕｒｕＧｕｒｕとの間のあの整備というのは入られているん

ですか。あれは別としての事業として考えているんですか。早急にあそこをやっぱり倉庫を移転し

てですよ、昨年からそういう話はあるんですけど、一向にその倉庫の解体とか、駐車場整備という

のは進んでないように思うんですが、今後どういう計画をされていますか。 

○住民税務課長（直島秀治君） 

 前田議員がおっしゃっていますごみの倉庫、これが塵芥車庫といいまして、ごみの清掃車の車庫

となっております。これに関しましては令和７年度の塵芥車庫の移転の整備ということで、今現在

進めておりますが、その車庫ができ次第、移転の準備に入る予定でございます。令和８年度の予定

になっておりますことから、もうしばらくお待ちいただければと思います。 

○３番（前田清和議員） 

 まほろば水と公園整備事業とは全く別というふうに理解させていただきます。 

 それでは次に、21ページの先ほど総務課長からありましたが、防災行政費で防火水槽、思勝と大

和浜に要望があったということで設置されますが、どちらのほうにこれ、設置される予定ですか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 こちらは両集落からの要望、行政報告会での要望、そのあと正式に要望書をいただいたものでご

ざいまして、大和浜地区は、埋立地周辺の地域、それはまた区長さんとも確認をして設置したいと

いうふうに思っております。思勝地区におきましては、集落の今のところ予定でございますけれど

も、集落の中間ほどにあります住宅用地がございまして、そちらの駐車場用地の埋設型の防火水槽

を設置する予定で、現在のところ各集落区長さんとも話を進めていきたいというふうに考えていま

す。 

○３番（前田清和議員） 

 それでは、現在使われている防火水槽は、どういうふうな今後取り扱いされるのか。それとあと

ほかの集落にも防火水槽はあると思うんですが、各集落の防火水槽の点検、また水が本当に出るか

出ないか、そういう防火水槽の点検というのは、毎年随時されているのか、お願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 まず、御質問の１点目でございますけれども、今ある既存の防火水槽は、そのまま防火水槽とし

て使うというところでございます。新たに消防水利、消防力の基準をアップするための消防水利を

２基増設するというところでございまして、これまで使っている防火水槽も既存のまま使っていき
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たいという考えでございます。 

 次に、２点目の御質問にありました、その防火水槽の点検でございますけれども、こちらは各消

防団員のほうに機関員手当という特別の手当を渡しておりまして、それは防火水槽であったり、各

消防団員が持っている小型ポンプですね、そういったものの点検も合わせておりますので、そうい

った点検は消防団のほうにもお願いしつつ、また年２回あります火災予防運動期間にはですね、分

駐所の所員も適宜点検をしているという状況でございますので、その報告をもって我々も点検がさ

れているというところでございます。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

 ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第16号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第17号 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第６、議案第17号、令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について、提案の理由を申し上げま

す。 
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 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につきましては、県支出金の増額や

保険給付費の増額など、歳入歳出それぞれ2,633万1,000円の増額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 令和７年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について、内容の御説明を申し上げ

ます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,633万1,000円増額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２億6,299万1,000円にしようとするものであります。 

 ７ページの歳入の主なものを御説明申し上げます。 

 款３県支出金、項１県補助金、目１保険給付費補助金につきましては、普通交付金額の決定によ

り2,450万円を増額計上いたしました。 

 款５繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、歳出に伴う調整のため

183万1,000円を増額いたしました。 

 次に、８ページの歳出を御説明申し上げます。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費につきましては、一般被保険者療養費の増額に伴

う電算処理委託料といたしまして２万円を増額いたしました。 

 款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費につきましては、一般医療費に係

る給付費分として1,800万円を増額計上いたしました。 

 款２保険給付費、項２高額療養諸費、目１一般被保険者高額療養費につきましては、一般医療費

に係る高額療養費分として650万円を増額計上いたしました。 

 款７諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１償還金及び返還金につきましては、前年度実績

に伴う国・県への返還金といたしまして、合計で181万1,000円を増額計上いたしました。 

 以上で、内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 



 

- 56 - 

 

 これから、議案第17号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第18号 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第５号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第７、議案第18号、令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第５号）についてを議

題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第５号）について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第５号）につきましては、繰入金及び報償費の

減額など、歳入歳出それぞれ82万9,000円の減額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、診療所事務長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○大和診療所事務長（池田浩二君） 

 令和７年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第５号）について、内容の説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ82万9,000円減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１億6,553万6,000円にしようとするものでございます。 

 ７ページの歳入の主なものについて御説明いたします。 

 款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金108万3,000円の減額につきましては、歳

出の減額に伴い調整を行いました。 

 款５諸収入、項１雑入、目１雑入の25万4,000円の増額につきましては、帯状疱疹の予防に用い

られるワクチンのシングリックスや外用薬、内服液、容器代等の実費負担分に関して、これまでの

収入状況により増加が見込まれるものでございますので、増額しております。 

 続いて、８ページの歳出の主なものについて御説明いたします。 

 款１総務費、項１施設管理費、目１一般管理費142万9,000円の減額につきましては、小児科診療

報酬費等に関して、今後の支出が見込まれないためでございます。 
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 款２医業費、項１医業費、目１医業費60万円の増額につきましては、血液検査等の検体検査に係

る臨床検査手数料の単価増に伴い今後の支出不足が見込まれるためでございます。 

 最後に、前のほうに戻りまして４ページをお開きください。 

 第２表にあります繰越明許費でございます。大和診療所内の低圧受電化工事とＬＥＤ照明設置工

事に伴う施設整備工事を繰り越して行うこととしております。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第18号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第19号 令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第８、議案第19号、令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第４号）についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第４号）につきましては、介護給付費国庫負担金

の増額や介護給付費等の増額など、歳入歳出それぞれ1,507万2,000円の増額予算を計上いたしまし
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た。 

 内容につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 それでは、令和７年度大和村介護保険特別会計補正予算（第４号）について、内容の御説明を申

し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,507万2,000円増額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２億7,815万円にしようとするものであります。 

 ６ページの歳入の主なものを御説明申し上げます。 

 款３国庫支出金、項１国庫負担金、目１介護給付費負担金から、下段の款５支払基金交付金、項

１支払基金交付金、目２地域支援事業支援交付金につきましては、介護サービス給付費実績見込み

に伴う交付金額の決定によりそれぞれ調整を行い、合計で686万円を増額計上いたしました。 

 ７ページをお開きください。 

 款７繰入金、項１一般会計繰入金、目１介護給付費繰入金及び目３地域支援事業繰入金につきま

しては、介護サービス給付費実績見込みに伴う村負担金分としましてそれぞれ調整を行い、合計で

132万9,000円を増額計上いたしました。 

 款７繰入金、項３基金繰入金、目１介護給付費準備基金につきましては、介護サービス給付費実

績見込みに伴い688万3,000円を増額計上いたしました。 

 次に、８ページの歳出の主なものを御説明申し上げます。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費につきましては、介護保険給付費の増額に伴う電

算処理委託料といたしまして5,000円を増額計上いたしました。 

 款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、目１居宅介護サービス給付費から、めくりまして９

ページになります、９ページの中段の款２保険給付費、項５特定入所者介護サービス等費、目１特

定入所者介護サービス費につきましては、居宅介護サービス給付費及び施設サービス給付費等に係

る実績見込みによりそれぞれ調整いたしまして、合計で1,169万円を増額計上いたしました。 

 款５地域支援事業費、項２介護予防日常生活支援総合事業費、目１訪問型サービス事業から目６

一般介護予防事業費事業につきましては、要支援者の要介護度が上がり、訪問サービスから介護サ

ービスへ移行したことによる減額や、通所サービスの利用者の増加、健康フェスタや運動教室など

一般介護予防事業の実績によりそれぞれ調整を行い、合計で105万円を減額計上いたしました。 

 款７諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目２償還金につきましては、介護給付費及び地域支

援事業の前年度実績に伴う国・県への返還金といたしまして、合計で442万7,000円を増額計上いた

しました。 

 以上で、内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 
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 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第19号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第20号 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第６号）について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第９、議案第20号、令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第６号）についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第６号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第６号）につきましては、居宅介護サービス費収

入の増額や特定入所者介護サービス費収入の減額など、歳入歳出それぞれ72万円の減額予算を計上

いたしました。 

 内容につきましては、大和の園園長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○大和の園園長（早川理恵君） 

 令和７年度大和村大和の園特別会計補正予算（第６号）について、内容の御説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ72万円減額し、歳入歳出予算の総額を歳
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入歳出それぞれ２億6,522万9,000円にしようとするものです。 

 ６ページの歳入を御説明申し上げます。 

 款１サービス収入、項１介護給付費収入、目２居宅介護サービス費収入は、短期入所利用者の増

加に伴い400万円を増額いたしました。 

 款１サービス収入、項３特定入所者介護サービス等収入、目１特定入所者介護サービス費収入

は、長期利用者の実績により250万円を減額いたしました。 

 款５繰入金、項１繰入金につきましては、目１基金繰入金の減額に伴い、目２一般会計繰入金を

増額し、合計で322万円を減額いたしました。 

 次に、７ページの歳出を御説明申し上げます。 

 款１総務費、項１施設管理費、目１一般管理費につきましては、旅費及び公用車リース料の合計

で52万円を減額いたしました。 

 款２サービス事業費、項１施設介護サービス事業費、目１施設介護サービス事業費につきまして

は、障害者等行き場づくり事業におけるすももの会の活動日数減少に伴い謝金20万円を減額いたし

ました。 

 以上で、内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第20号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

 ここでしばらく休憩いたします。2時15分から再開いたします。 
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休憩 午後 １時５８分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（藏 正議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第10 議案第21号 令和８年度大和村一般会計予算について 

 日程第11 議案第22号 令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算について 

 日程第12 議案第23号 令和８年度大和村大和診療所特別会計予算について 

 日程第13 議案第24号 令和８年度大和村介護保険特別会計予算について 

 日程第14 議案第25号 令和８年度大和村大和の園特別会計予算について 

 日程第15 議案第26号 令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第16 議案第27号 令和８年度大和村簡易水道事業会計予算について 

 日程第17 議案第28号 令和８年度大和村集落排水事業会計予算について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第10、議案第21号、令和８年度大和村一般会計予算についてから、日程第17、議案第28号、

令和８年度大和村集落排水事業会計予算についてまでの８件を一括議題といたします。 

 令和８年度各会計当初予算の編成に当たって、村長に施政方針及び提案理由並びに内容の説明を

求めます。 

 なお、各会計の内容説明については、議案、日程の順を問わず各関係課長において関係する議案

の説明を一括して行い、内容については簡潔にお願いいたします。 

○村長（伊集院 幼君） 

 それでは、施政方針を申し上げます。少々時間を要しますので、議員の皆様方の御理解をいただ

きたいと思います。 

 本日ここに令和８年度の予算案並びに諸議案を御審議いただくにあたり、村政に対する私の基本

的な考え方につきまして、主要施策と予算の概要を申し上げまして、一般会計並びに各特別会計予

算等の提案理由とさせていただきますので、議会並びに村民各位の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 それでは、まず本村を取り巻く財政状況について申し上げます。本村の財政運営に大きな影響を

与える国の令和８年度予算の概算要求にあたっての基本的な方針においては、経済財政運営と改革

の基本方針2025に基づき、国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策及びそれを具体

化する予算の迅速かつ着実な執行に全力を尽くしつつ、米国の関税措置への対応や当面の物価高へ

の対応をはじめ、経済、物価動向に応じた機動的な政策対応を行っていくとし、物価上昇を上回る

賃金を起点として、国民の所得と経済全体の生産性を向上させるため、地域の中堅中小企業の最低
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賃金を含む賃上げの環境整備として、適切な価格転嫁や生産性向上、経営基盤を強化する事業継承

Ｍ＆Ａを後押しする施策を総動員するとしています。このような方針に基づいて編成された令和８

年度の国の一般会計予算、令和７年12月26日閣議決定の規模は、前年度対比７兆1,114億円増の122

兆3,092億円で、基礎的財政収支対象経費は91兆335億円となっております。鹿児島県においては、

引き続き本格的な人口減少や少子高齢化の進行、輸入物価や人件費の上昇等を背景とした物価の高

騰、デジタル化の進展、カーボンニュートラルの要請など社会経済情勢の変化に対応しつつ、本県

の基幹産業である農林水産業、観光関連産業など、鹿児島の稼ぐ力の向上、地域や各種産業を支え

る人材育成、結婚、妊娠、出産、子育てしやすい環境の整備や高齢者が健やかで生きがいが持てる

社会の形成など、鹿児島未来創造ビジョンに掲げた各班の施策に積極的に取り組むとされていま

す。 

 それでは、令和８年度本村の行財政の基本方針について申し上げます。令和８年度はコロナ禍も

収束し、世界自然遺産登録効果が本格的に発揮されつつある中、島内、島外と来訪者の属性を問わ

ない集客施設である奄美温泉大和ハナハナビーチリゾートに続き、昨年４月にはアマミノクロウサ

ギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕをオープンするなど、更なる観光交流人口の増加が見込まれます

ことから、本村が更に発展する年になるよう、各種事業に取り組んでまいりたいと思います。ま

た、令和５年度から令和14年度を計画期間とする第６次大和村総合振興計画に基づき、基本目標と

して安心して暮らせる健康な村づくり、自然と共生し安全で豊かな生活環境づくり、地域性を生か

した多彩な産業づくり、活力と愛郷心ある人材を育む村づくり、共同で担い合う村づくり、健全で

開かれた行財政運営が行われる村づくりの六つの基本目標を掲げ、本村の新たな将来像である小さ

くとも光り輝き続ける村の実現に向け、本村を取り巻く社会環境の変化等を適格に捉え、喫緊の課

題である少子高齢化、人口減少対策、地域経済活性化等の課題解決に向けた各施策の実施に取り組

んでまいります。 

 本村も近年の大型事業の実施などもあり、計画的な財政運営がより一層必要とされますが、行政

サービスの維持向上に努め、小さくとも光り輝き続ける村を基本理念に諸施策を推進してまいりま

した。しかし、依然として約75.5％を依存財源に頼らなければならない財政状況下であるため、国

の地方財政対策に留意して予算編成を行ったところであります。本村の歳入の約46.5％を占める地

方交付税においては、国の動向を注視しながら、今後の財政運営を進めていくことが重要であると

考えております。今後は運用開始から３年目を迎える公営企業会計の運営や、自治体システム標準

化関連のマイナンバーを利用したデジタル推進が求められる中、限られた職員、財源の中で行政サ

ービスを維持しつつ、村民の福祉の向上を図ることを第一に、職員の環境省や奄美群島広域事務組

合及び奄美大島地区介護保険一部事務組合等の関係機関への派遣を計画的に取り組むほか、各種研

修の実施、受講による人材育成に努め、職員の資質向上を図りながら、全職員が行政サービスの向

上を念頭に置き、本村の基本理念の実現に向け、より効果的な行政を進めるために、（１）行財政

改革の推進、（２）農林水産業の振興と独自の価値を生かした地産地消、地産外消の促進、（３）
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高等教育機関との連携による関係人口の創出と定住促進対策、（４）官民連携による観光振興と自

然保護の推進、（５）福祉政策と教育環境の充実した村づくりの推進、（６）道路交通網、生活環

境の整備と維持保全の促進、（７）防災力の向上と関係団体の連携強化による安全・安心な村づく

りの推進、以上七つの基本方針を定め予算編成を行いました。 

 次に、予算の概要について申し上げます。 

 一般会計の予算総額は35億1,304万3,000円となりました。主な内容といたしまして、歳入におき

ましては地方交付税、国庫支出金、村債、県支出金、繰入金で歳入総額の約87.8％に当たる30億

8,481万4,000円を見込みました。歳出におきましては、社会資本整備事業として２億4,363万6,000

円、防災安全交付金事業及び道路メンテナンス補助事業として１億5,996万1,000円を計上いたしま

した。また、村民の重要な交通手段であります直行バスについては、運行委託の継続とあわせ移動

支援車両きびきび号の安定的な運行を図ることとあわせ、アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒ

ｕＧｕｒｕ関係費用及び子育て支援対策並びに定住促進対策費を計上するほか、村民に身近な生活

基盤の整備や扶助費等については、財政上可能な限り取り入れる一方、村民福祉の向上のために設

立から４年目を迎える福祉事務所の更なる運営の充実を図るとともに、マイナンバーカード交付率

の向上とあわせて、昨年３月から住民票及び印鑑登録証明書等のコンビニ交付が可能となり、平日

は名音郵便局及び休日には役場でのそれぞれキヨスク端末活用による交付の継続や生成ＡＩ技術の

活用や自治体専用の電子申請システムであるロゴホームの導入に取り組み、業務の効率化と住民サ

ービスの向上に努めてまいります。 

 次に、基本方針実現のための主要施策について申し上げます。 

 まず１点目は、行財政改革の推進についてであります。令和２年度に実施した庁舎耐震化改修事

業やアマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕ等の大型事業の実施により、地方債残高が

増加している傾向にあるほか、会計年度任用職員の処遇改善等により経常経費が増加していること

などから、今後も交付税率、交付税措置率の高い地方債を活用することや、計画的な事業の実施に

よる新規発行起債の抑制により地方債現在高の減少に努め、引き続き行財政改革を推進し、行政事

務全般における見直しと財政構造の弾力性を示す経常収支比率をはじめとする財政指標の改善を図

るべく、歳入歳出の徹底した見直しを図り、健全財政の確立に努めてまいります。 

 歳入につきましては、村税の適正課税と収納率の向上に努めるとともに、ふるさと納税に関しま

しても既に加入済みであるふるさと納税サイトさとふる、ふるさとチョイス、楽天ふるさと納税に

加え、令和８年度から新たにふるさと納税を専門に扱う中間事業者へ業務委託を行うことで、管理

運営に伴う業務負担軽減を図るとともに、委託事業者のマーケティング能力を活用し、ふるさと納

税額の増額を図るほか、近隣自治体の取組状況等も調査することとあわせて、新たな返礼品となる

特産品の開発を促進し、現在の返礼品の安定供給を図りながら財源の確保に取組を進めてまいりま

す。 

 また、温泉施設の開設に伴う入湯税に加え、令和７年度から当該施設の固定資産税及び社員の雇
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用に伴う村民税等の税収も増となっており、継続して自主財源の確保にも取り組んでまいります。 

 また、各種事業の実施にあたっては、国・県の動向を注視しながら、奄振交付金を主とする有効

な交付金の活用に努めるほか、村債についても辺地債や過疎債及び緊急防災減災事業債など、でき

るだけ交付税措置率の高い有利な起債を導入するなど、引き続き財政負担の抑制に努めてまいりま

す。 

 村税等の未収金対策については、重点課題と捉え住宅使用料における徴収専門員を配置したこと

による滞納額の改善傾向が見られることから、継続して取組を進めながら、各種税等の徴収も合わ

せて定期的な徴収会議の開催と各課合同での滞納整理を行い、庁内関係課連携の下、村民に不公平

感のないよう徴収体制の強化を図りながら、収納率の向上による自主財源の確保に努めてまいりま

す。 

 また、奨学資金の貸付返済滞納分につきましても、定期的な滞納者への電話連絡と合わせまし

て、償還計画の見直し及び臨時個別訪問を継続して行い、適正な徴収対策に努めてまいります。 

 そのほか、令和７年度に振興基金の有効活用として実施いたしました国債購入におきましては、

10年間の利息運用を奨学資金貸付に当て、新たな財源確保による計画的な基金運用に取り組んでま

いります。 

 歳出につきましては、経費の節減、合理化を図り、消費的経費の抑制に努め、特にここ数年上昇

している物件費の抑制を図りながら、財政運営の健全性を保つことに努めてまいります。 

 そのほか国が全国的に推進する自治体システム標準化に向けた取組を年次的に進めてまいりまし

たが、今後は会議システムの導入による電算化を進めるほか、総務省の地域力創造アドバイザー制

度により生成ＡＩの業務への活用、新たな電子申請システムＬＯＧＯフォームの導入による業務効

率の改善、ＤＸ推進に係るデジタルデバイト対策として、高齢者等を対象としたデジタル利用講習

等実施することなど、更なる行政サービスの向上に努めてまいります。 

 また、職員の定年引上げにつきましては、当該職員の意向を考慮した上で、職員採用における適

正な人員管理を図るほか、計画的な関係機関への職員の派遣と合わせ、近年の人件費増が進む中、

会計年度任用職員につきましても、職員同様人事評価における適正管理と業務の再構築を図り、業

務分担及び人員配置に努めてまいります。 

 ２点目は、農林水産業の振興と独自の価値を生かした地産地消、地産外消の促進についてであり

ます。 

 農業の振興につきましては、①園地の農地巡回指導の強化や品目別研修会実施のほか、村単独助

成事業を継続して実施し、農家の生産意欲向上に取り組みます。 

 ②スモモについては、湯湾釜選果場での集出荷を令和７年度に引き続き合同会社ひらとみにて実

施し、集荷量及び加工原料の確保に努めるとともに、農家の所得向上を図ってまいります。また、

皇室献上品としての独自の価値を生かしたＰＲに努め、高価格で取引できるよう取り組んでまいり

ます。スモモフェスタについては、村内外に対して大きなＰＲ効果があることから、スモモの可能
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性を生かしたイベントとして継続して取り組みます。 

 ③タンカンについては、福元地区の環境的特徴を有効活用し、天空のタンカンと名付けて、栽培

技術及び品質向上を図るとともに、奄美大島果樹選果場の光センサーを活用した品質保証に努め、

企業と連携した付加価値向上に努めてまいります。 

 ④担い手農家の育成として、認定農業者や農業指導士と連携を図り、農家指導や新規就農者の確

保に取り組むとともに遊休農地の解消に努めます。 

 ⑤アマミノクロウサギによるタンカンの樹皮食害対策やイノシシ等の有害鳥獣による農作物の被

害防止については、鳥獣被害対策実践事業を継続して活用し、計画的な侵入防止柵の整備に取り組

み、被害の軽減に努めます。 

 ⑥市場集出荷委託事業については、利用者の更なる生産意欲の向上を目指し、栽培研修会を定期

的に開催するなど、生産性の向上や高齢者の生きがいづくりに取り組むほか、地産地消を推進する

ため村内企業等への出荷体制の構築を検討してまいります。 

 ⑦大和まほろば館については、特産品の情報発信と販売促進を継続するとともに、直売所の充実

を図るため、昨年より合同会社ひらとみにて雇用しておりますまほろばやまと生活研究グループの

技術やノウハウを最大限生かすことで、加工品の生産性を高めることと農林水産業従事者などと連

携し、販売商品の充実に努めます。 

 ⑧実証農園については、スモモ、タンカン、シイタケ等の収穫体験などの体験型観光農園の推進

に取り組むほか、管理体制の見直しを行うとともに、減農薬栽培によるタンカンのオーナー制度の

実現を図ります。 

 ⑨農業委員や農地利用最適化推進委員と連携した遊休農地の利用促進を図るとともに、将来の農

地の在り方を示した地域計画による効率的な営農環境を促進します。また、農地の維持について

は、多面的機能支払交付金及び中山間地域等直接支払交付金を活用し、地域活動や営農活動への継

続した活動の支援を行います。 

 ⑩合同会社ひらとみの運営については、幅広い経営と雇用創出により合同会社としての機能充実

に取り組むほか、特産品の販売促進及び企業等と連携した商品開発に取り組みます。また、農家サ

ービスを第一とした販売業務、農作業受託の継続とともに、村民にとって利用しやすい業務運営を

図ります。 

 林業の振興につきましては、①特用林産物であるシキミ苗木や肥料の助成、シイタケ種ゴマ助成

などの村単独事業を継続するほか、実証農園においてもシイタケ栽培の拡大に努め、生産量の増加

に取り組みます。 

 ②有害鳥獣対策として、イノシシ駆除やノヤギ駆除を継続するほか、カラス捕獲機の適正な管理

に努めるとともに、害鳥対策として捕獲したカラスの有効活用を図ってまいります。 

 ③里山林等の維持再生事業を活用し、松くい虫対策として薬剤の樹幹注入を行い、貴重な松資源

の保護に取り組みます。 
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 水産業の振興につきましては、①離島漁業再生支援交付金を活用し、漁業所得の向上に努めるほ

か、漁具購入助成、水揚げ出荷助成を継続して実施し、漁家支援に取り組みます。 

 ②サンゴ礁保全対策事業により、村内海域における現状の把握に努めるとともに、漁場環境保全

に取り組みます。 

 ③まほろばやまと漁業集落と連携したおさかな祭りを行い、地域資源を生かした魚食の普及と地

産地消の推進を図ります。 

 ④水産加工施設の管理運営に関しましては、村内で水揚げされた水産物を活用した商品開発を積

極的に進め、施設の利用促進に取り組みます。 

 ⑤名音漁港、今里漁港内の老朽化した施設の再整備を計画的に進めてまいります。また、施設内

のトイレについては、両集落における管理委託を継続するとともに、定期的な巡回を実施し、適正

な管理に努めます。 

 ⑥体験型観光の観点から、大和村集落まるごと体験協議会及びまほろばやまと漁業集落や村内漁

業者と連携し、ブルーツーリズムの推進に取り組みます。 

 商工業の振興につきましては、①村内商店の経営状況が厳しい中、村独自の元気度アップポイン

ト事業を継続し、村内商店の利用促進を図るほか、奄美商工会と連携し、事業者への販路開拓支援

や物産展への出展を促進します。 

 ②起業創業ステップアップ助成金を継続して実施し、新たに創業する事業者、事業の拡大、拡充

を行う事業者の支援を行い、村内商工業等の活性化を図ります。また、村内事業者支援として備品

更新に係る経費の一部助成を継続して取り組みます。 

 ③物価高騰対策支援として、村民の消費生活支援と商工事業者の経営支援の両面での効果が見込

める地域商品券事業を国の動向を注視し、積極的に推進してまいります。 

 ３点目は、高等教育機関との連携による関係人口の創出と定住促進対策についてであります。高

等教育機関との連携による村の活性化について、アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒ

ｕにおける学術的調査研究等に関する連携協定を締結している東京農工大学及び麻布大学との相互

協力による調査研究を行い、クロウサギを中心とした奄美の自然環境に関する知の集積を図り、そ

の得られた研究成果を地域の将来を担う子供たち及び地域産業振興に還元する流れ、知の還流を構

築するとともに、平成26年度から連携関係にある鹿児島国際大学をはじめ、そのほか広く学生のフ

ィールドワークを受け入れることで、関係人口の創出に努めてまいります。 

 また、定住促進対策につきましては、村独自の公営住宅使用料助成や住宅改修助成、新築住宅助

成制度等を継続するとともに、空き家活用に関しても奄美群島成長戦略交付金を活用した行政主導

の改修だけでなく、民間主導による空き家サブリース方式による空き家活用を推進することで、定

住促進に関する取組を強化し、村外からの転入促進、村内からの転出抑制を図り、大和村まち・ひ

と・しごと総合戦略で設定した将来目標人口の実現に向けて、各種施策を支援策を進めてまいりた

いと考えております。 
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 ①名音地区のゲストハウス及び令和４年度に整備した旧戸円校の施設をフリーな事務スペースと

して利用できるコワーキング施設として、更に鹿児島国際大学、東京農工大学、麻布大学等のフィ

ールドワークの場として有効利用できるよう運用しながら、関係人口の創出、定住人口への良好な

流れと構築し、定住促進による持続可能な地域活性化に取り組みます。 

 ②個人が行う住宅改修助成金及び令和６年度から子供の人数に応じた助成金額加算を実施してお

ります新築住宅助成金を継続実施するとともに、単身者向け、世帯向けの定住促進住宅の整備、行

政主導での空き家改修による移住定住促進に資する住居の確保にあわせ、奄美群島内で空き家利活

用を中心とした移住定住支援を行っている民間団体と連携し、民間の力を活用した空き家の利活用

を継続展開することで、更なる定住促進に取り組みます。 

 ③民間賃貸住宅整備助成金の継続や、新たな大和村政策住宅の整備検討など、民間資本による賃

貸住宅整備誘致の検討を進めてまいります。 

 ④出産祝金をはじめ、育児助成金、新築住宅助成金、里親助成金、今里親子留学助成金、住宅改

修助成金、結婚応援助成金などの交付を引き続き行うとともに、新たに名音親子留学制度を創設

し、更なる定住促進の推進に取り組みます。 

 ⑤人口減少対策としましては、転出した本村出身者のＵターンを促進するために、大和村振興基

金奨学金利用者を対象として、大和村へＵターンをした場合には、その返済に対しての助成を継続

するほか、その制度に対しましても奨学資金の利用開始時点で、対象者へ幅広く周知を図ってまい

ります。 

 ⑥村営住宅家賃助成制度を引き続き実施し、加算家賃の負担軽減を図ることで村外への転出抑制

に取り組み、入居者が安心できる住環境を提供することに努めます。 

 ４点目は、官民連携による観光振興と自然保護の推進についてであります。観光の振興につきま

しては、コロナ禍も収束し、観光入込みに関しましても、コロナ禍以前の入込み状況に戻りつつあ

るとともに、世界自然遺産登録による観光面での効果が、これから本格的に発揮されつつあるとこ

ろであります。本村におきましても、奄美大島初の天然温泉リゾート施設奄美温泉大和ハナハナビ

ーチリゾートに続き、昨年４月には新たな集客施設であるアマミノクロウサギミュージアムＱｕｒ

ｕＧｕｒｕのオープンにより、更なる観光振興を軸とした地域経済の活性化が期待されるところで

あります。また、宮古崎トンネル開通による利便性の向上により、クルーズ船の団体客も本村を訪

れるようになっております。クルーズ船の団体客は本村にとって新たな観光市場の開拓分野となり

得ることから、官民一体となってその受入体制の強化に取り組みます。このような本村を取り巻く

良好な社会環境の変化を最大限に生かすため、関係団体と連携し、より一層の観光受入体制の強

化、魅力ある観光地づくりに取り組み、通過型観光から滞在型観光への転換を図ることで、効果的

な観光外貨獲得に努めてまいります。 

 ①島内島外と来訪者の属性を問わない集客施設となることが期待される奄美温泉大和ハナハナビ

ーチリゾートと大和村集落まるごと体験協議会、昨年４月にオープンしたアマミノクロウサギミュ
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ージアムＱｕｒｕＧｕｒｕとの連携強化を図り、村内全域でその集客効果が発揮されるよう取り組

みます。 

 ②まほろば水と森公園整備事業を実施し、アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕと

奄美野生生物保護センターを含め、当該公園エリア周辺を自然の学び場としての再整備を図ること

で、その一体化に取り組みます。 

 ③農業体験を基軸とした大和村ふるさとワーキングホリデー開催による関係人口の創出に、大和

村集落まるごと体験協議会並びに農家と連携して取り組みます。 

 ④奄美大島観光において、特に閑散期にあたる冬場に観光誘客キャンペーン、ウィラブ大和村を

実施し、観光需要を喚起することで、効果的な誘客を促進することにより、観光関連事業者への支

援及び観光外貨獲得に取り組みます。 

 ⑤アマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕにおいて、来館者にクロウサギを中心とし

た奄美の自然が置かれている現状、そしてその保護に関する課題、人としてどのように自然と関わ

り、保護していくかを学ぶ場を提供することで、オーバーユースによる環境負荷を軽減させること

を目的とした分散型観光を推奨し、観光振興と自然保護の推進に努めるほか、アマミノクロウサギ

の学術的調査研究等に関する連携協定を締結した東京農工大学及び麻布大学とともに、知の集積を

図ることにあわせて知の還流として得られた研究成果を、地域の将来を担う児童生徒へ継承するほ

か、農作物被害対策等への活用による地場産業の振興に取り組みます。 

 ⑥奄美大島観光物産連盟や奄美群島観光物産協会と連携を図り、観光客における受入体制の情報

を共有するとともに、奄美シマ博覧会出展者へ登録費用助成を継続することで、本村の体験型観光

商品を掲載し、誘客を図るほか、奄美満喫ツアーを利用した本村への誘致活動を継続して行い、交

流人口の増加とそのリピーターの確保に取り組みます。また、観光客のリピーター化を促進するた

め、景勝地や観光施設等の整備や充実化だけでなく、島の宝である自然、歴史、文化、そして人と

いう独自の魅力を観光資源として活用する体験型観光プログラムにおいて、ホスピタリティの更な

る向上を図り、集落民と交流を促進し、観光地を訪れるのではなく、人に会いに来るという新たな

新しい観光の在り方に取り組みます。 

 ⑦奄美フォレストポリスの管理については、指定管理者との連携を密にし、世界自然遺産特別保

護地区に隣接する自然観光公園として、適切な環境整備を行うことで、自然体験指向を持つ利用者

の受入体制を強化し、その満足度向上を図ります。また、今後の公園整備及び施設改修計画を円滑

に行うことを目的に、年度前の整備内容を記載した管理公園の公園台帳整備に取り組みます。 

 ⑧鹿児島県観光事業の魅力ある観光地づくり事業を今後とも活用するとともに、令和元年度に開

通した世界自然遺産奄美トレイルコース大和村エリアの周知を図るほか、トレイルコースと連携し

た観光ルートの構築など、情報発信を強化いたします。 

 ⑨大和村の魅力を発信するため、観光ガイドブックやドライブマップの活用、ホームページやそ

の他のＳＮＳを活用しながら、観光情報掲載の充実に取り組みます。 



 

- 69 - 

 

 ⑩本村における観光集客施設の二大拠点である奄美温泉大和ハナハナビーチリゾート及びアマミ

ノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕ並びに大和村集落まるごと体験協議会が密接な連携を

図り、観光客を施設や事業者間での連携を図ることで、村内での周遊効果を高め、更なる観光外貨

の獲得向上に取り組みます。また、観光客の周遊性を更に高め、村内を周遊することが一種のアク

ティビティであり、本村の持つ独自の魅力を体感、発見してもらう巡る楽しみを提供するデジタル

スタンプラリーシステムの利用を促進し、村内滞留時間の拡充に取り組みます。 

 ⑪島内外で開催されるイベント等へ、観光大使城南海氏や奄美島唄デュオすももを派遣すること

により、本村のＰＲ情報の発信に努めます。 

 ⑫世界自然遺産登録後の自然保護活動として、環境省を中心に鹿児島沖縄両県をはじめ、群島内

各市町村と連携を継続し、コア地域における外来種駆除やロードキル対策、違法な動植物の捕獲採

取対策を実施し、自然保護に対しての管理の充実に努めます。また、奄美沖縄世界自然遺産登録記

念日の毎年７月26日前後の日曜日に、集落内の清掃等を呼び掛け、村民の自発的な環境保護活動の

参加を促進します。 

 ⑬昨年２月にアマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕと鹿児島市平川動物公園とクロ

ウサギを中心とした奄美大島の希少野生動物種の保全に関する課題と共有し、それらの解決に向け

た取組について、協働することを目的とした連携協定を締結しており、相互協力による調査研究だ

けでなく、そこで得られた成果を次世代へ担う子供たちへ還元することで、自然保護に関する普及

啓発及び意識醸成に取り組みます。 

 ⑭自然体験指向の高い来訪者の観光満足度向上を図り、リピーター化を促進するため、奄美群島

登録認定エコツアーガイドの育成に取り組みます。 

 ⑮奄美大島自然保護協議会における取組や奄美野生生物保護センター及び奄美大島世界遺産セン

ターと連携し、自然保護に関する普及啓発を行い、地域の将来を担う児童生徒を中心に、自然環境

保全の意識醸成に努めます。 

 ⑯植生破壊等による生態系への被害を防止するため、継続してヤギ被害防除対策事業によりノヤ

ギの駆除を実施するとともに、ノイヌ、ノネコ対策についても関係機関と連携して取り組みます。 

 ⑰今後も計画される観光拠点施設整備等については、年次計画を立て、観光動向や観光指向の時

流の変化を的確に捉えるとともに、持続可能な運営の在り方を明確にし、その整備に努めます。 

 ⑱あまみＦＭについては、多くの村民が聴取する情報源として大変有効な手段であるため、広報

やまとラジオ便の活用など、大和村としての独自性を生かした身近な生活情報や災害時の防災情報

など、村の充実した情報を積極的に提供し、村の広報ＰＲに努めます。 

 ⑲神奈川県大和市のコミュニティＦＭ、ＦＭやまと内で本村の地域情報を伝える番組、大和村の

教えてしまっちゅを活用し、関東圏での情報発信に努めます。 

 ⑳広報大和の更なる充実や防災行政無線等による広報活動、ＳＮＳ等を活用し、効果的な情報発

信に努めます。 
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 ㉑村のホームページ運用については、令和８年度においても見やすさ、使いやすさ、探しやすさ

を追求し、村内の観光情報やイベント情報など更新するとともに、より魅力のある効果的な情報の

発信に努めます。 

 ５点目は、福祉政策と教育環境の充実した村づくりの推進についてであります。大和村民が安心

して生きがいのある生活を送るため、これまでどおりに子育て支援策の充実に取り組みながら、あ

わせて村内人口の約43％を占める65歳以上の高齢者への更なる施策の充実、食に対する介護予防施

策の強化、障害者や要介護者に対する施策の拡充など、誰もが安心して暮らせる総合的な福祉の充

実した村づくりに努めることとあわせ、これからの大和村を担う子供たちが生涯にわたってたくま

しく生きる力を身に付け、安心して学び、成長していける教育環境の整備に努めてまいります。 

 ①第３期こども子育て支援計画に基づき、今後も魅力ある保育体制整備や子育て支援体制の充実

を目指した認定こども園や、子ども家庭センター設置準備を進めるとともに、ファミリーサポート

センターの活用により、きめ細かい子育て支援体制の構築を図ります。 

 ②令和７年度に策定いたしました第２期健康増進計画に基づき、生活習慣病予防対策に重点を置

きながら、住民と行政並びに関係機関が協働して心豊かに生涯を送ることができる地域づくり、健

康寿命の延伸と健康格差の縮小、生活の質の向上を目指します。 

 ③子育て支援策といたしまして、不妊治療旅費助成事業と産後ケア事業の充実を図りながら、子

育てサロンや保育所歯科教室、英語教室を継続して実施するとともに、新たに幼児とその保護者を

対象に集団指導や意見交換の場として親子教室を開催して、子育て支援の充実を図ります。 

 ④医療費の負担軽減を図るため、18歳以下の子供に係る医療費の窓口無料化を継続して実施しま

す。 

 ⑤子育て世代、共働き世代への支援対策としまして、昨年度から実施いたしました大和つながる

ご飯を継続して実施することにより、長期休業期間中の子供たちの居場所の不安解消や昼食等に係

る負担、また誤食防止に努め、保護者の負担軽減に努めてまいります。 

 ⑥がん患者アピアランス補助事業につきましては、がん患者ウイッグ購入助成に乳房補正具助成

を新たに追加し、がん患者への精神的負担軽減を図ります。 

 ⑦検診の現状と意義の周知を図るとともに、検診未受診者への訪問強化を行い、検診受診率の向

上と予防対策に努めます。 

 ⑧質の高い介護と持続可能な地域包括ケアシステムの提供を図るために、住民主体活動の重要性

について情報共有を図りながら、集落長屋構想を含めた総合福祉計画の推進に努めます。 

 ⑨生活困窮や障害など、複合的な生活課題を有する方々を継続的に支援するため、福祉事務所や

地域包括支援センター等関係機関との連携を図り、縦走的かつ包括的な相談支援体制の構築に努め

ます。 

 ⑩社会福祉協議会とともに常に連携を図りながら、福祉サービス事業の推進を支援します。 

 ⑪大和診療所につきましては、前年度に着任した新しい医師の下、これまでどおり地域医療の充
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実を図るとともに、新しい医療機器の更新に伴う質が高く安定した医療の提供に努めてまいりま

す。 

 ⑫交通弱者への支援対策として、大和村直行バス及び移動支援車両きびきび号の安全な運行に努

めます。 

 ⑬大和の園については、総合福祉計画における高齢者福祉施設の位置付けとして、将来を見据え

た規模、形態の転換も視野に入れながら、利用者や御家族が更に安心できる体制づくりを進めてま

いります。また、職員間協議の徹底、介護機器等の積極的な活用等による業務改善を図りながら、

介護サービスの質の更なる向上と運営の健全化に努めてまいります。 

 ⑭大和村内の小中学校においては、小規模校の特性を生かした教育活動を行っております。今後

も児童生徒や保護者のニーズに応じたよりきめ細かな支援を行うことが求められるため、特別支援

教育の充実を図っていきます。児童生徒にとって必要な日常生活や学習のサポートを行う特別支援

教育支援員を引き続き配置し、学校の先生方と連携して児童生徒の学びを充実させていきます。 

 ⑮児童生徒が安心して学ぶことができる誰一人取り残されない学びの保証に向けた対策として、

大和村教育支援センターを仮称でございますが設置し、配置する相談員と連携しながら、心の居場

所としての活動の場を提供していきます。 

 ⑯国のＧＩＧＡスクール構想により配備した児童生徒一人１台端末の更新を完了しました。タブ

レット端末を活用した学習者主体の授業の充実やドリルアプリを活用した個別最適な学びの充実、

他校との遠隔合同授業による共同的な学びの場の設定などでの活用を図っていきます。 

 ⑰外国語教育の充実に向け、ＡＬＴを村内小中学校に派遣し、外国語活動、外国語科の充実を図

り、小学校における外国語活動授業での経験を中学校で生かしていくように、スムーズな接続に取

り組みます。 

 ⑱学校に配置する限られた職員の業務の役割分担、適正化、学校の教育環境の充実、教育ＤＸに

よる学校における働き方改革を推進していきます。また、新たに学校業務支援員の配置を行い、教

員が児童生徒の教育に専念できる環境を整えます。 

 ⑲学校教育の補完的役割を目的として、学ぶ機会を増やし、児童生徒の可能性を更に伸ばすこと

と、保護者の負担軽減を目的として、インターネットを活用した学習塾を実施し、中学校全学年を

対象にするなど、拡大を図ってまいりました。今後も中学校全学年を対象に、継続して行い、更な

る充実に努めることとあわせ、高等教育課程以降の奨学金や入学準備金の貸付制度のほか、奄美大

島内専門学校通学助成も継続し、教育の場における保護者の負担軽減に努めます。 

 ⑳本村に在学する児童生徒の保護者に対して、就学等に係る保護者の負担軽減を図るため、小中

学生育成助成を継続して実施してまいります。あわせまして、要保護、準要保護世帯の児童生徒の

保護者に対しましては、学用品費や通学用品購入助成等の就学援助に支障がないよう実施してまい

ります。 

 ㉑学校整備事業としましては、令和３年度から令和12年度までの10カ年計画で策定いたしました
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大和村学校施設長寿命化計画の中間見直しを行い、学校施設の重要度及び劣化度に応じて、各施設

の今後の方針を定め、計画的な保全を行い、安全で機能的な学習環境を整備することに努める中、

大和中学校体育館の雨漏り対策につきましては、交付金事業の活用を行いながら、早期の完成に努

め、避難施設とあわせて運動ができる環境整備が整いました。今後も各施設における中長期的な維

持管理等に係るトータルコストの縮減並びに予算の平準化とあわせまして、避難所としての機能の

充実を図ります。 

 ㉒村内各小学校への遊具設置につきましては、年次的に整備を行い、児童の学校における健康増

進を図ります。また、村直営でのスクールバス運行につきましても、利用しやすいように乗車場所

を考慮しながら、今後とも児童生徒の通学をより安全で安心な運行に努めてまいります。 

 ㉓村内における児童生徒を対象に、郷土の自然や文化等に触れる体験活動を支援するやまとっこ

スクールを継続して実施しながら、あわせて児童生徒が本村の地域や社会について主体的に考え、

村政への関心を高めるために、令和８年度におきましても子ども議会を継続して開催いたします。 

 ㉔人権尊重、男女共同参画社会の推進については、人権フェスタを開催するとともに、子供たち

の思いやりの心を育むため、人権の花運動を推進してまいります。 

 ㉕公民館講座につきましては、講座開催による生涯学習の促進に努めます。また、村民の学ぶ機

会を増やすために、新規講座の開設や村民のニーズに合わせて講座の内容を工夫するなど、各種講

座の充実を図ります。 

 ㉖中央公民館をはじめ各学校の図書室にも図書貸出システムの導入を行い、本の貸出、返却、蔵

書管理の効率化を図り、児童生徒や村民が本に親しむ環境を整えます。 

 ㉗本村の郷土芸能や伝統行事の活性化を図るため、村内の文化団体への助成を継続して行うこと

とあわせ、歴史的にも古く学術的価値も高く評価されている大和浜地区の棒踊り、なぎなた踊りを

はじめ、大和浜地区、大棚地区、名音地区、今里地区で承継されている八月踊りにつきましても、

次世代へ受け継がれていくべきものであることから、令和７年度に村の無形民俗文化財として指定

をいたしました。ほかにも無形文化財となりうる郷土芸能や伝統芸能につきましても調査をし、指

定できるよう取り組んでまいります。 

 ㉘本村の貴重な文化財や文化的資料の調査及び整理、保管を継続的に行うために、令和８年度も

学芸員を継続配置して、今里校旧特別校舎に保管している貴重な文化財やノロ祭祀関係の文化財を

今後の文化財観光に資する資源として保存してまいります。 

 ㉙県指定文化財である大和浜の群倉の保存につきましては、屋根葺替え用のリュウキュウチクの

生息区域が限られて不足していることから、新たな生息域の発掘を行い、安定的な資材の確保に努

めてまいります。また、県補助金を活用し損傷が激しい高倉の葺替えを実施いたします。 

 ㉚昨年度村体育協会を村スポーツ協会へ変更を行う中、村内スポーツイベントにつきましては、

村民スポーツ大会をはじめジョギング大会、まほろばやまとウオーキング大会、グラウンドゴルフ

大会等を開催することにより、村民の交流の場を設けるとともに、村民の健康増進にも繋がってい
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るところであります。令和８年度におきましても、多くの村民が参加できるスポーツイベントを開

催することにより、村民一人一人の健康増進につながるように努めてまいります。特に、やまとま

ほろばウオーキング大会につきましては、村外からの参加者が年々増加傾向にあり、令和７年度に

は過去最高の1,096名の参加がございました。本村の一大イベントとして定着しており、交流人口

の増加にもつながっております。今後も大和村の一つのＰＲ事業の一環としての大会になるよう取

り組んでまいります。 

 ㉛各種スポーツ大会及び地区スポーツ少年団交歓大会におきましては、優秀な成績を収め県大

会、九州大会、全国大会への出場者資格を獲得した団体並びに個人につきましては、これまでどお

りに交通費、宿泊費の全額助成、その指導者及び保護者にも一部助成を継続して行い、本村の生涯

スポーツ振興及び競技力の向上を図ります。また、県民スポーツ大会、水泳競技につきましては、

大和村民プールにて開催が決定しておりますので、村水泳連盟等と連携を密にし、スムーズな運営

が行われるよう努めてまいります。 

 ㉜現代社会では国際社会を意識した取組が新たに求められてきております。そのため児童生徒を

中心に若年世代から国際感覚を養う必要があることから、令和７年度実施の大和村国際交流事業台

湾研修の検証を行い、令和９年度の大和中学校の生徒を台湾へ派遣に向け準備を進め、学ぶ機会を

創出し、国内外を問わず幅広い場面で活躍でき、地域活性化に資するグローバル人材の育成に取り

組みます。 

 ６点目は、道路交通網生活環境の整備と維持保全の促進についてであります。 

 本村の活性化に最も重要な社会基盤の整備については、生活の基盤である道路交通網や集落内の

生活環境の整備等であるため、更なる整備促進に努めてまいります。 

 道路交通網の整備につきましては、①本村の農業振興の拠点地区である福元地区や奄美フォレス

トポリスへのアクセス道である村道大棚名音線については、今後も継続して道路改良事業を実施

し、安全なアクセス道路としての機能を高めることにより、農業振興及び観光振興の利用促進を図

ります。 

 ②今後も市町村間の観光振興の連携を図るために、奄美フォレストポリスから宇検村へのアクセ

ス道である村道福元湯湾線についても、道路改良事業を継続して行い、特別保護地区に隣接する道

路であることから、環境に配慮した改良を行うとともに、機能向上と交通の利便性向上の確保に努

めます。 

 ③村道宝田線については、沿線に本村の主要果実であるスモモやタンカンの果樹園が多く存在

し、産業振興における重要な路線であり、道路改良事業を継続して行い、大雨や台風災害等により

強い法面対策及び排水対策による通行の安全性を確保します。 

 ④村道大和浜大棚線については、観光施設へのアクセス道路となることから、一部道路幅員の狭

小により大型車両の離合が困難な箇所の道路改良事業を継続して行い、通行の円滑化及び安全を図

ります。 
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 ⑤集落内における生活道路エリア対策としましては、名音地区の老朽化した集落内道路の舗装補

修及び排水対策の生活道路対策エリア事業を継続し、安全性の確保に努めてまいります。また、国

直地区におきましては、集落排水事業と同時に施工し、集落内の老朽化した路面補修及び排水対策

の改善を図ります。あわせまして、大棚集落内道路の村道大棚１号線についても、道路幅員が狭

く、緊急車両も通行することから、道路改良事業を継続して行い、歩行者と車両の安全性向上を図

ります。 

 ⑥橋梁につきましては、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化した橋梁は年次的に補修を行

い、施設の維持管理に努めます。 

 ⑦村道等の除草や簡易的な路面補修等については、これまでどおりに迅速な維持補修と適正管理

に努め、安全で快適な通行を図ります。 

 ⑧主要中央道名瀬瀬戸内線の大金久戸円間のバイパス整備の早期着手に向けて、関係機関と連携

して取り組みます。 

 生活環境の整備と維持・保全の促進につきましては、①住環境及び自然環境保全の観点から、生

活排水処理対策として集落排水事業における村内一元化を図り、農業集落排水事業を推進してお

り、令和６年度までに今里集落から湯湾釜集落までの10集落が接続環境整備が完了しました。今後

は最終地区となりました国直集落の整備を進めながら、早期完成を目指して年次計画に基づき、衛

生的で快適な生活環境整備を進めるとともに、住民の皆様の御理解をいただきながら、前々年度か

らの湯湾釜集落への接続助成金制度の緩和策も継続して行い、加入率の向上に取り組み、西部地区

における施設の分散化計画を進め、将来的に持続可能な施設として計画的な事業の推進と適正な維

持管理に努めてまいります。また、公営企業会計については、令和６年度から開始し３年目を迎え

ることから、財政状態や経営状況を明らかにすることで、事業執行の適正化及び健全化が図られる

ように努めます。 

 ②大和村衛生センターの脱水汚泥につきましては、これまでは最終処分場に焼却処分を行ってお

りましたが、地球温暖化防止問題の一助になることとあわせ、環境循環型の形成を目指し、産業振

興課と連携を図りながら汚泥肥料化を継続して進めてまいります。 

 ③簡易水道事業につきましては、自然災害時に素早く対応するため、上水道施設の環境整備を図

りながら、日常管理の適正化に努めてまいります。あわせて、飲料水の安定的な供給を目指し、施

設の常時監視による非常時の早急な対応を構築するため、常時監視システムの導入に向け取り組み

ます。また、３年目を迎える公営企業会計については、集落排水事業同様、将来に向けた経営戦略

の推進を図りながら、財政状態や経営状況を明らかにしていき、経営の健全化が図られるように努

めます。 

 ④大和ダムについては、有効利用を図るため、台風等の大雨により水源池からの取水ができない

場合には、国直集落から大金久集落への配管を活用した地下水の送水を行うことで、安定した水源

の確保に努めます。 
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 ⑤ごみの分別収集を行い、資源ごみのリサイクル促進を図り減量化に努めるほか、ごみの分別に

関する知識の普及に継続して取り組み、適正なごみ出しについても、パンフレット等の配布による

周知広報等を行うとともに、分別の意識付けを図りながら村内の美化に対する意識の強化に努めま

す。 

 ⑥集落内の野良猫対策につきましては、ＴＮＲ事業を継続して実施するとともに、世界自然遺産

登録にあわせノネコ対策についても、関係機関と連携してネコ対策事業を推進するほか、飼い猫の

適正な飼養を図るためのマイクロチップ装着率向上の促進を図るとともに、適正飼養に関する知識

の普及に努めます。 

 ⑦大和村地球温暖化防止実行計画に基づき、温室効果ガスの削減に向けた取組で、昨年度実施し

た役場庁舎やアマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕへの太陽光パネル設置に留まるこ

となく、次なる再生可能エネルギー施設の導入に向け、地点の設定や整備仕様の検討を継続的に進

め、着実な施設整備を図ることとあわせ、公共施設における空調設備の適正運用による電力抑制、

廃棄物の減量化及び分別の徹底について、村民の皆様へ普及啓発を図り、普及啓発をより一層強化

いたします。これらハード、ソフト両面からの施策を通じ、豊かな自然を次世代に引き継ぐため

に、更なる環境負荷の低減にまい進してまいります。 

 ⑧海岸漂着物回収事業については、定期的な巡視に努め、回収作業を継続して行い、各集落及び

村内各種団体等の協力を得ながら漂着ごみの迅速な対応を図ることで、美しい海浜景観の維持向上

に努めます。 

 ⑨住宅の確保については、村独自に策定した住宅建設計画を更新し、定住促進住宅１棟を新築す

るほか、奄振交付金を活用した空き家改修において住居の確保を図りながら、ＮＰＯ法人奄美空き

家ラボと連携し、サブリース方式による民間主体の空き家利活用を促進することで、新たな住居の

確保に取り組みます。 

 ⑩公営住宅については、大和村公営住宅等長寿命化計画に基づき、公営住宅等ストック改善事業

として、年次的に住宅周りの外壁や屋上防水の修繕とあわせ、令和８年度から入居者の利便性向上

を図るため、個別の給湯機等から３点給湯方式への改善を実施するほか、経年劣化等による入居者

からの修繕要望に対しても適宜対応を図り、住居の環境整備に努めることや、入居者募集につきま

しても、退去後の改修を早期に進め、村ホームページなどによる公募を継続して行い、空き住宅の

改善に努めます。 

 ⑪近年、人口減少及び少子高齢化の影響により、集落運営に関する重要な財源である字費の減少

が見られることから、継続して集落支援助成を行うことで、集落運営の支援に努めます。 

 ⑫情報インフラとして、高速通信環境を安定的に維持することで、行政サービス、教育、医療等

のデジタル化を支え、都市部との情報の質の格差を防ぐとともに、若年層の定住促進や地域産業の

効率化を図るため、光ファイバー高速通信網及び公衆無線ＬＡＮの適正な維持管理に努めます。 

 ⑬村内の各集落等における催事等の開催時に活用してもらうための携帯型Ｗｉ－Ｆｉの利活用に
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ついて周知を行い、通信環境の有効的な運用に努めます。 

 ⑭通信エリア改善に向けて関連企業や要望を行っておりますが、今後も継続して通信エリアの改

善に向けて努めるほか、第５世代移動通信システム、いわゆる５Ｇの提供エリア拡大についても要

望を行ってまいります。 

 ７点目は、防災力の向上と関係団体の連携強化による安全・安心な村づくりの推進についてであ

ります。 

 近年の日本国内における地震、大雨による災害に加え、昨年は各地で大規模な山林火災が発生

し、災害がいつ起きるか分からない状況にある中で、予測される南海トラフを主として、他の地

震、津波、大雨、台風などの様々な災害に対して防災力の向上に努めることとあわせ、国民保護法

に基づく鹿児島県国民保護計画に沿って奄美大島本島内自治体で構成された奄美大島国民保護連絡

調整協議会での自治体連携を強化することで、村民が安心して暮らせるよう安全・安心な村づくり

の推進に努めてまいります。 

 ①防災行政無線及び国の全国瞬時警報システムＪアラート並びに鹿児島県総合防災システムの更

新も終了しました。今後は適正な運用に努めるほか、災害一斉情報発信システムについても、新た

な情報発信ツールとして令和８年度からその機能を生かした活用を図ることで、正確な情報伝達に

取り組んでまいります。 

 ②地域防災計画に基づき、防災体制を強化するため、自主防災組織との連携と組織強化のための

人材を育成できるよう、自主防災組織の人財育成研修派遣を計画的に継続して行い、ソフト面での

災害体制強化に努めます。 

 ③令和６年の南海トラフ臨時情報発令を教訓に、奄美大島での被害が想定される津波に備え、津

波を想定した想定浸水区域を追加したハザードマップ更新を行い、各世帯へ配布を予定している

中、今後は自主防災組織を主に、関係機関の災害対策に生かせるよう、連携強化に努めます。 

 ④災害時の避難施設である集落公民館等については、避難所としての防災機能の向上が図られま

したが、今後は各学校においても避難所としての機能充実を図る上で、備蓄品等の拡充に努めるほ

か、自家発電設備の整備とあわせ、思勝、大和浜集落から要望のあった防火水槽の新設につきまし

ても、奄振事業を活用し整備設置に取り組んでまいります。 

 ⑤豪雨や大地震での自然災害を教訓に、大和村地域防災計画を鹿児島県を含む有識者等からの助

言をもとに、必要に応じて適宜更新を行い、災害に強い村づくりに取り組みます。 

 ⑥近年、自然災害が多く発生している中、消防本部を主とした連携を更に強化するためにも、消

防団資機材の計画的な更新を継続するとともに、団員の消防学校研修にも継続して取り組みます。 

 ⑦令和６年度に作成しました個別避難計画の更新を関係部局及び団体と連携を図り、適宜更新を

行うこととあわせ、避難訓練の実施による村民の危機管理の向上と要支援者に対する避難につきま

しても、消防及び自主防災組織と情報を共有することで、高齢者への不安軽減に努めてまいりま

す。 
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 ⑧県事業であります砂防事業並びに急傾斜地崩壊対策事業や高潮対策事業については、鹿児島県

と連携を図りながら事業促進に努め、村民の生命財産を守ります。 

 以上、村政の基本方針と主要施策の概要を申し上げました。今後、大和村が小さくとも光り輝き

続ける村として、更なる発展を目指す上で、これからも初心を忘れることなく、本村の発展のため

に全力で取り組んでまいりたいと考えております。あわせまして、国内の情勢、動向に注視しなが

ら、世界自然遺産登録や奄美温泉大和ハナハナビーチリゾートのほか、アマミノクロウサギミュー

ジアムＱｕｒｕＧｕｒｕのオープンを機に、本村を周遊させることにより、更に価値観を高めるこ

とで地域資源を生かした本村の持続可能な地域活性化に着実につながるよう、観光受入体制の充実

強化に努めてまいりたいと考えております。 

 令和８年度の財政状況におきましても苦慮するところでありますが、第６次大和村総合振興計画

に基づき、大和村発展に向け七つの基本目標に添った施策を実現ができるように、効率的な行政運

営の下、最少の経費で最大の効果を発揮することに努め、一人一人の村民が活力にあふれ、全ての

村民が幸せを感じられるように、幸福感のある村を目指してまいります。そして、本村を取り巻く

社会環境情勢が変化し続ける中、先人が守り続けた自然と築き上げた功績をたたえながら、次の世

代へ語り継ぐこととあわせ、大和村が誇りとする豊かな自然や伝統文化を継承し、大和村の目指す

べき新たな将来像である小さくとも光り輝き続ける村を実現するために、全力で取り組んでまいる

所存であります。これからも村政の運営については、村民の立場に立ち、施策実現のために全力を

傾注してまいる所存でございますので、村議会並びに村民の皆様方の更なる御支援、御協力を賜り

ますようお願い申し上げまして、施政方針とさせていただきます。御静聴ありがとうございまし

た。 

○総務課長（政村勇二君） 

 令和８年度大和村一般会計予算について、内容の御説明を申し上げます。 

 令和８年度大和村一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ35億1,304万3,000円で、前年度当初

対比4,575万1,000円の減額予算にしようとするものであります。 

 予算の概要につきましては、村長の施政方針の中でも申し上げておりますが、詳細につきまして

は予算審査特別委員会におきまして、御質問により御説明させていただきたいと思います。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 令和８年度特別会計について、内容の御説明を申し上げます。 

 議案第22号、令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算について、議案第24号、令和８年度大

和村介護保険特別会計予算について、議案第26号、令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算

について、以上の３件の特別会計につきましては、お配りしてあります資料のとおりでございま

す。 

 詳細につきましては、予算審査特別委員会におきまして、御質問により説明させていただきたい
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と思います。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○大和診療所事務長（池田浩二君） 

 令和８年度特別会計について、内容の説明を申し上げます。 

 議案第23号、令和８年度大和村大和診療所特別会計予算につきましては、お手元にお配りしてあ

ります資料のとおりでございます。 

 詳細につきましては、予算審査特別委員会におきまして、御質問により説明させていただきたい

と思います。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○大和の園園長（早川理恵君） 

 令和８年度特別会計について、内容の御説明を申し上げます。 

 議案第25号、令和８年度大和村大和の園特別会計予算につきましては、お配りしてあります資料

のとおりでございます。 

 詳細につきましては、予算審査特別委員会におきまして、御質問により説明させていただきたい

と思います。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○住民税務課長（直島秀治君） 

 令和８年度公営企業会計について、内容の御説明を申し上げます。 

 議案第27号、令和８年度大和村簡易水道事業会計予算について、議案第28号、令和８年度大和村

集落排水事業会計予算について、以上の２件の公営企業会計につきましては、お手元にお配りして

あります資料のとおりであります。 

 詳細につきましては、予算審査特別委員会におきまして、御質問により御説明をさせていただき

たいと思います。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 ただいま令和８年度各会計予算の概要説明がありましたが、この後設置されます予算審査特別委

員会におきまして詳細な審査を行う予定にしております。 

 したがいまして、本日は総務建設委員長の大綱質疑のみにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、令和８年度各会計予算に対する質疑については、総務建設委員長の大綱質疑のみを

行うことに決定しました。 
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 それでは、２番、市田実孝総務建設委員長の大綱質疑を許可いたします。 

○総務建設委員長（市田実孝議員） 

 大綱質疑。総務建設委員長、市田実孝。 

 皆さんこんにちは。令和８年第1回議会定例会に当たり、村長から令和８年度施政方針及び予算

説明がありましたので、提案に対しましての大綱質疑を行います。 

 本村においては、民間による温泉施設オープンにつづき、昨年４月アマミノクロウサギミュージ

アムＱｕｒｕＧｕｒｕがオープンし、更なる交流人口の増加が大和村全体へ波及することを願って

おります。 

 さて、令和８年度は次の７つの基本方針、行財政改革の推進、農林水産業の振興と独自の価値を

活かした地産地消・地産外商の促進、高等教育機関との連携による関係人口の創出と定住促進対

策、官民連携による観光振興と自然保護の推進、福祉政策と教育環境の充実した村づくりの推進、

道路交通網、生活環境の整備と維持保全の促進、防災力の向上と関係団体の連携強化による安全・

安心な村づくりの推進を柱に予算が編成されております。一般会計予算総額においては、前年度比

1.3％、4,575万1,000円減の35億1,304万3,000円の予算編成となっております。 

 令和８年度当初予算の基本方針等についてお伺いいたします。 

 まず行財政改革について。令和２年度に実施した庁舎耐震化改修事業やアマミノクロウサギミュ

ージアムＱｕｒｕＧｕｒｕ等の大型事業の実施により、地方債残高が増加している傾向にあるほ

か、会計年度任用職員の処遇改善等により経常経費が増加していることなどから、今後も、交付税

率の高い地方債を活用することや、計画的な事業の実施による新規発行起債の抑制により地方債現

在高の減少に努めるとされていますが、一般会計においては令和２年度の庁舎耐震化改修事業直近

の令和元年度末の地方債残高はおいくらなのか。 

 また令和８年度当初予算時点での令和８年度末の地方債残高は42億2,313万8,000円を見込まれて

いるが、どのように計画的な地方債残高の減少に努めていかれるのか答弁を求めます。 

 次に、農業の振興についてお伺いいたします。 

 合同会社ひらとみの運営については、特産品の販売促進及び企業等と連携した商品開発に取り組

むとされているが、どのような商品を開発、そして販売されていくことを目指しておられるのか答

弁を求めます。 

 次に、定住促進対策についてお伺いいたします。 

 名音小学校においても児童数の減少が危惧されておる中、新たに名音親子留学制度を創設すると

されており、児童の増加が期待されます。名音親子留学制度は今里親子留学制度との助成金や受入

体制の違いはあるのか答弁を求めます。 

 次に、観光振興についてお伺いいたします。 

 本村の持つ独自の魅力体感・発見してもらう巡る楽しみを提供するデジタルスタンプラリーシス

テムの利用を促進し、村内滞留時間の拡充に取り組むとされているが、これまでのデジタルスタン
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プラリーの実績はどのようであるか答弁を求めます。 

 次に、教育環境の充実した村づくりについてお伺いいたします。 

 学校に配置する限られた職員の業務の役割分担・適正化､学校の教育環境の充実、教育ＤＸによ

る学校における働き方改革を推進する。新たに学校業務支援員の配置を行い、教員が児童生徒の教

育に専念できる環境を整えるとされているが、学校業務支援員に支援してもらう業務はどのような

ものなのか答弁を求めます。 

 最後に、生活環境整備についてお伺いいたします。 

 住環境及び自然環境保全の観点から、生活排水処理対策として、農業集落排水事業が推進されて

おります。令和６年度までに今里から湯湾釜集落までの集落の接続環境整備が完了したとされてお

ります。住環境及び自然環境保全のために接続率は高ければ高いほど良いと思いますが、現在の接

続率はどれほどなのか答弁を求めます。 

 以上、壇上からとします。 

○村長（伊集院 幼君） 

 それでは、ただいまの大綱質疑にお答えをいたします。 

 最初の、一般会計において令和２年度の庁舎耐震化改修事業直近の令和元年度末の地方債残高は

おいくらなのかにつきましては、令和元年度末での地方債残高は、27億1,853万6,000円となってお

ります。 

 次に、どのように計画的な地方債残高の減少に努めていかれるのかにつきましては、庁舎耐震化

改修事業やアマミノクロウサギ研究飼育施設整備事業等の大型事業の実施により、地方債残高が増

加していることから、地方債の発行を抑制していく必要があります。 

 今後は地方債を財源とする建設事業費そのものを抑制し、地方債への依存度を低減することで、

地方債の新規発行を抑制してまいりたいと考えています。 

 また、令和８年度当初予算では地方債発行額が、元金償還額を下回っていることから、地方債残

高は減少する見込みとなっているなか、今後も元金償還額を限度として、地方債の発行を抑制して

いければ地方債残高は減少するものと考えています。 

 しかし、地方債は世代間の負担の公平性を図るための有効な手段でもあることから、引き続き交

付税措置の高い有利な地方債を優先的に活用することや、財政調整基金の積立状況を見極めつつ、

繰上償還の検討を行うなど、規律ある財政運営に努めてまいりたいと考えています。 

 次に、特産品の販売促進及び企業等と連携した商品開発に取組について、どのような商品を開

発、そして販売されていくことを目指しておられるのかということでございますが、現在、合同会

社ひらとみにおきましては、首都圏企業とタンカンの販売取引を行っており、御好評をいただいて

おります。タンカンを活用した加工品につきましても、４社ほど連携した商品開発の意向をいただ

き試作サンプルとして果実の提供をいたしております。 

 商品といたしましては、そのままの味を通年楽しめる冷凍たんかんやデザート類で計画して進め
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ているところであります。また、現在のジャムやシロップもアレンジした商品の検討も行ってお

り、スモモ につきましもタンカン同様に計画してまいりたいと考えております。 

 販売につきましては、島内はもちろんのこと、首都圏を含め幅広く展開したいと考えており、ふ

るさと納税返礼品としても活用出来るよう進めてまいりたいと考えております。 

 次に、名音親子留学制度は今里親子留学制度との助成金や受入体制の違いはあるのかということ

でございますが、令和８年度から実施を計画しており、今里親子留学制度では、児童生徒１人当た

り５万円の助成額に対し、名音親子留学制度では、商店や郵便局の有無等の生活利便性の違いを考

慮し、児童生徒１人当たり４万円の助成額としているところでございます。 

 今後、集落主体での名音親子留学推進委員会の組織化に取り組み、受入体制の構築に努めてまい

りたいと思います。 

 次に、これまでのデジタルスタンプラリーの実績はどのようであるかにつきましては、今年度か

らスタートしました大和村デジタルスタンプラリーは、これまで第３弾まで実施をされておりま

す。 

 参加者数の実績としましては、第１弾が425名、第２弾が470名、第３弾が250名となっておりま

す。一般的に小規模自治体による地域内周遊を目的とした類似のデジタルスタンプラリーの参加者

の目安が、100名から500名とされていることから、平均参加者数381名という結果は、比較的良好

な参加実績であると考えております。 

 今後も継続して、年３回程度開催し、村内周遊性を高め、リピーター化の促進及び村内滞留時間

の拡充に取り組むことで、持続的な観光外貨獲得の機会創出を図ってまいります。 

 次に、学校業務支援員に支援してもらう業務はどのようなものかにつきましては、学校業務支援

員は、別名スクール・サポート・スタッフとも呼ばれ、学校の先生たちが本来の業務である子供た

ちと向き合う時間や授業準備に集中できるよう、事務作業や雑務を代行する専門スタッフになりま

す。業務内容につきましては、事務作業のサポート、児童生徒支援、教職員支援、地域との連携と

多岐にわたっていますが、本村としましては、教職員支援を主として、学習プリントの印刷や案内

文等の作成補助、授業で使う教材及びＩＣＴ機器の準備や操作補助に加え、休み時間等における児

童生徒の見守り活動などを予定しています。先生方の業務改善の視点から、全国の小・中学校で採

用が急増しています。本村として採用初年度であることから、大和小学校と大和中学校を兼務する

配置として、先生方の働き方がどのように変わるのか検証していきたいと思います。 

 最後に、集落排水の現在の接続率はどれほどなのかにつきましては、現在の今里集落から湯湾釜

集落の集落排水接続率ですが、現在の当該地区における接続率につきましては、大和浜から湯湾釜

までの東部地区が75％、中部大棚地区は71.7％、同じく中部大金久地区が76.7％、そして戸円から

今里の西部地区が88.8％となっており、今現在の全体で見ますと78.4％となっています。 

 具体的な世帯数では、総世帯数821世帯中のうち、644世帯が接続済みということでございます。

未接続の世帯につきましては、合併及び単独浄化槽の利用が120世帯、汲み取りによる対応が57世
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帯という内訳になっております。 

 本事業による最終整備地区である国直地区につきましても、接続環境が整い次第、速やかに加入

率促進を図ってまいります。 

 集落排水の整備は、住民の皆様の住環境の向上のみならず、本村の宝である豊かな自然環境を次

世代へ引き継ぐために極めて重要な責務であり、全世帯への接続を目標に、啓発に努め、環境保全

を推進してまいります。 

 以上、大綱質疑の答弁とさせていただきます。 

○総務建設委員長（市田実孝議員） 

 ただいま村長から答弁をいただきましたが、詳細につきましては、この後設置されます予算審査

特別委員会の中でただすことといたし、これで私の大綱質疑を終わらせていただきます。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第18 令和８年度予算審査特別委員会の設置について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第18、令和８年度予算審査特別委員会の設置についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第21号、令和８年度大和村一般会計予算及び議案第22号から議案第28号までの令和８年度各

特別会計及び公営企業会計予算について、以上の８件については、議長を除く７名の委員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第21号から議案第28号までの８件の議案については、議長を除く７名の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 なお、特別委員会の委員長及び副委員長につきましては、全員協議会において互選しましたの

で、結果を報告します。 

 委員長に市田実孝君、副委員長に奥田浩一議員が決定いたしました。 

 しばらく休憩いたしますが、休憩前に申し上げます。 

 本日の会議時間は、議事日程の都合上、会議規則第９条第１項の規定による午後５時を超える可

能性がありますので、同条第２項の規定に基づき、あらかじめ時間を延長いたします。 

 それでは、休憩いたします。 

休憩 午後 ３時４６分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午後 ４時００分 



 

- 83 - 

 

○議長（藏 正議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第19 議案第29号 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第19、議案第29号、大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の

理由を申し上げます。 

 定住促進住宅の借上げによりまして、大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の改正を

行いたく、御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の

御説明を申し上げます。 

 改修が完了いたしました大棚地区の定住促進住宅の名称、住所、月額家賃を設定しようとするも

のです。名称、大棚団地18号棟、住所、大和村大字大棚12番地、月額家賃２万5,000円を設定する

内容に改正しようとするものです。 

 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第29号を採決いたします。 
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 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第29号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第20 議案第30号 大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第20、議案第30号、大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 課設置条例に記載されている総務課と建設課の分掌事務について改定を行いたく、御提案いたし

ます。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を申し上げます。 

 現在の大和村課設置条例において、公営住宅に関すること、その使用料の徴収に関することは総

務課の分掌事務となっております。住宅建設から修繕等の管理を含め、村営定住住宅における管理

全般を建設課にて統一することにより、効率的な業務推進を図ろうとするものでございます。 

 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 
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 これから、議案第30号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第30号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第21 議案第31号 大和村国民健康保険の保険給付準備金の設置、管理及び処分に関する条例の 

一部を改正する条例の制定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第21、議案第31号、大和村国民健康保険の保険給付準備金の設置、管理及び処分に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村国民健康保険の保険給付準備金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

の制定について、提案の理由を申し上げます。 

 国民健康保険制度の安定的な運営を図るため、現行の保険給付準備金を大和村国民健康保険基金

条例として再編し、その設置目的や管理、処分に関する規定を整備しようとするものでございま

す。 

 内容につきましては保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 大和村国民健康保険の保険給付準備金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

の制定について、内容の御説明を申し上げます。 

 本村における大和村国民健康保険の保険給付準備金の設置、管理及び処分に関する条例は、制定

から年数が経過しており、国民健康保険制度の都道府県単位化や地方自治法上の基金の定義との整

合性を図る必要があります。そのため、準備金より運用の幅の広い基金としまして再整備すること

で、将来にわたる国民健康保険事業の安定的な運用を確保するため、本条例を大和村国民健康保険

基金条例として名称を変更と、条文の一部を改正して、実態に則した改正を行おうとするものであ

ります。 

 御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 
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[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第31号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第31号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第22 議案第32号 大和村辺地に係る総合整備計画の変更について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第22、議案第32号、大和村辺地に係る総合整備計画の変更についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村辺地に係る総合整備計画の変更について、提案の理由を申し上げます。 

 辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第８項の規定

に基づき御提案申し上げます。 

 内容につきましては企画観光課長に説明させますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 大和村辺地に係る総合整備計画の変更について、内容の御説明を申し上げます。 

 大和村辺地に係る総合整備計画につきましては、令和５年度から令和９年度までの５年間を策定

しておりますが、新たな事業の追加や事業費の増などが生じた場合は、その都度整備計画の変更を

行うこととなっているところでございます。今回は、教育文化施設、厚生施設の事業量の増に伴い

計画を変更し、また、事業費の調整を行おうとするものであります。 

 よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 
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 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第32号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第32号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第23 議案第33号 大和村過疎地域持続的発展計画の策定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第23、議案第33号、大和村過疎地域持続的発展計画の策定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村過疎地域持続的発展計画の策定について、提案の理由を申し上げます。 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１項の規定に基づき、御提案申し上げ

ます。 

 内容につきましては企画観光課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 大和村過疎地域持続的発展計画の策定について、内容の説明を申し上げます。 

 令和８年３月31日にて、現行の大和村過疎地域持続的発展計画の期間満了に伴い、令和８年度か

ら令和12年度までを計画期間とする次期大和村過疎地域持続的発展計画を策定するものでありま

す。今回の計画は、移住、定住、地域間交流の促進、人財育成、産業の振興、地域における情報

化、交通施設の整備、交通手段の確保、生活環境の整備、子育て環境の確保、高齢者等の保健及び

福祉の向上、医療の確保、教育の振興など、12の持続的発展施策分において策定するものでありま

す。 
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 主な施策としましては、漁港環境整備施設改修事業、まほろば水と森公園再整備事業や村道大棚

名音線改良事業などのハード事業のほか、ソフト事業として親子留学助成事業、ＤＸ推進事業、介

護用品支給事業等を過疎持続的発展計画に計上しております。 

 以上で、内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○７番（勝山浩平議員） 

 計画の内容についてではありませんが、パブリックコメントについてですね、取り扱いについて

伺いたいと思いますが、過疎債の発行に必要な計画、本村にとっても非常に重要な計画だと思いま

す。５年前の前回は、令和３年の第４回定例会で審議がされておりました。今回のパブリックコメ

ントをですね、今、村のホームページで募集ページの閲覧ができない状態になっておりまして、確

認も含めて質疑をさせてもらいたいんですが、この計画に当たってのパブリックコメントの募集開

始日、締切、募集期間はどのようになっていますか。先ほどの説明では、子育て環境や教育の振興

等とありましたが、今回のパブリックコメント、何人から何件の意見が寄せられておりますか。ま

た、その寄せられた意見の具体的な内容はどのようなものですか。せっかくいただいた貴重な御意

見ですが、事前にコメントの内容をいただきましたが、子育て環境、学校の在り方などがありまし

たが、担当課だけではなくて、この貴重な御意見というのは、全庁で共有をされておりますか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 まず、パブリックコメントの募集期間においてですが、募集期間は１月29日から２月４日までの

期間、パブリックコメントの受付けを行っております。この間、締め切りまでにお二方の村民から

パブリックコメントが寄せられたところでございます。そのパブリックコメントの内容といたしま

して、まずお一方目の御意見でございます。今後の小学校の在り方について、保護者アンケートの

実施や検討委員会の設置、二つ目、ネット塾の利用対象を小学生から対象、三つ目、習いごと助成

金。お二方目の御意見でございます。認定こども園の早期開園、保育士の処遇改善、採用増、全天

候型室内の遊び場の設置、学童期後半の放課後等居場所づくりの支援、小学校存続に関するアンケ

ートの実施、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーを気軽に活用できる制度、地域

の若者の活躍を知る機会の実施。以上の御意見がお二方の村民から寄せられたところでございま

す。 

 庁内での共有状況につきましてですが、関係する課のほうには情報の共有は、もう既に図ってい

るところであります。また全庁で図るものについても、今後行っていきたいというふうに考えてお

ります。 

○７番（勝山浩平議員） 

 いただいた御意見の丁寧な説明、ありがとうございました。また是非、貴重な御意見ですから、
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今後、パブコメをとる際には、全庁で共有をしてもらいたいと思いますが、本村でパブリックコメ

ントの取り扱いに対する取り決めは、今のところありませんが、行政手続法の第42条では、提出さ

れた意見を十分に考慮しなければならないと規定をされておりますが、この過疎債の計画は、発行

の大前提で、自治体最上位レベルの法定計画、全庁体制で当たるべきものだと思っておりますが、

いただいた御意見に対して、いつですね、どのようなメンバーで意見の考慮、いただいた意見の検

討を行ったのか。そして、寄せられた、いただいた意見を踏まえて、今回の計画案のどの部分に何

を反映させたのか伺います。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 今回いただきましたパブリックコメントでの御意見につきましては、今後、事業の内容を検討さ

せていただき、計画に変更事項として反映させるべきものであるというふうに考えております。今

回上程させていただいております計画案につきましては、パブリックコメント時点で県のほうに申

請の報告をしているところでございまして、時系列的な関係上、このいただいた意見につきまして

は、今後、計画変更において対応をさせていただく事項になってまいります。今回の計画案につき

ましては、計画期間であります令和８年から令和12年度までの５カ年間、本村で取り組むべき具体

性を持った事業を盛り込んでいるところでございます。パブリックコメントでいただいた御意見、

御提案につきましては、貴重な御意見でございますが、いただいた意見を全てオートマチックに政

策に反映させることをお約束するものではございません。その事業の妥当性、財政面を考慮した費

用対効果や他の事業との整合性などを検証した上で、事業化できるのか、できないのかを判断する

必要性があるというふうに考えているところでございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 ５回しか質疑ができないもので、同じ質問をもう一回させてもらいますけれども、このいただい

た意見に対して考慮、内容の検討ですね、をいつ、どのようなメンバーで行ったのか、行っていな

いということだと思うんですけど、確認をさせてください。今回、１週間しかパブコメを受け付け

る期間を設けていないんですよ。この期間が適当なのか、募集期間がですね、１週間という短い間

で。行政手続法、先ほどの第43条ですね、意見提出を考慮した、提出意見を考慮した結果及びその

理由の公示が義務付けられておりますけれども、今後、いただいた意見の公示を行っていくのか伺

います。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 まず、このいただいた御意見について、庁内でのまだ協議というものは行われていないところで

ございます。関係課のほうには情報の共有は図っているところでございます。そういった中で、今

後時間をかけて、このいただいた意見を、どう政策に反映させていくべきものであるのかというの

は、今後、協議検討をしてまいることとなっております。募集期間につきましては、今回１週間程

度の期間を設けました。これにつきましては、短い、長いという御意見も多少ございますところも

あると思います。今回は１週間という日程でさせていただいたところでございます。 
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○７番（勝山浩平議員） 

 一般的に短くて２週間なんですよね。１月とっているところもあります。村民が毎日毎日ホーム

ページを確認しているわけではないので、是非今後、そういった点を配慮してもらえたらと思いま

すが、先ほども申し上げましたけど、本村においてパブコメの取り扱いの規定が、決まりがないん

ですよね。ですので、鹿児島県が作っております。県のパブリックコメント制度を参考にしてでも

作ってもらいたいと思いますが、県は公表の方法、募集期間、原則１カ月以上、意見の取り扱い、

意見を考慮して計画を決定、本村と順番が違うんですけどもね、本村は計画を作った後から、ちょ

っと考えましょうか、おそらくそういった流れではないと思うんですよね、本来は。計画を作る前

の段階で意見を反映させるためにパブコメがあると思いますので、そういったしっかりした取り決

めがないので、不十分だと思いますので、本村も県の制度を参考にして、今後パブコメの取り扱い

の規定、条例、要綱等を作っていくべきではありませんか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 議員のおっしゃいますように、本村といたしましてパブコメに関する統一的な見解、規定という

ものはないところでございます。今後、県のパブコメの規定のほうなども確認をさせていただきな

がら、本村としての、どのように取り入れていくべきものであるかというのは、今後検討させてい

ただきたいと思います。 

○７番（勝山浩平議員） 

 最後ですね、貴重な御意見を寄せた方、お二人いらっしゃって、10件ほどの提案があったんです

よね。パブコメを募集しますけれども、そこへ応募するというのは、よっぽどの情熱がなければで

きないと思います。ですので、今回いただいた御意見、この計画には間に合いませんが、今後の変

更、その間、期間において逐次検討していきたいという答弁がありましたので、そういった改善等

があった場合には、また公表、公示を、個別には要りませんけれども、ホームページ等を通してで

すね、どういった検討をして、どういった結果になりましたというのを、公示をしてもらいたいと

思いますが、確認のため、いかがですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 過疎計画の変更に当たりましては、変更の都度、議会のほうに議案を上程させていただき、議会

の同意を得て変更となるものでございます。この間につきまして、変更を加えた部分などにつきま

しては、議決になった後、ホームページ上のほうででも、御報告というのはできるかというふうに

考えております。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 
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 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第33号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第33号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第24 議案第34号 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

○議長（藏 正議員） 

 日程第24、議案第34号、大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申

し上げます。 

 大和村立学校における学校運営協議会委員の報酬を定めるための改正を行うものでございます。 

 内容につきましては教育委員会事務局長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○教育委員会事務局長（宮田 龍君） 

 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を

申し上げます。 

 現在、学校評議委員として各学校の学校運営に携わっていただいてますが、令和８年度より大和

村立学校における学校運営協議会を設置することとなり、委員を委嘱するため提案するものです。 

 以上、御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 
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[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第34号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第34号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第25 議案第35号 大和村入湯税管理基金条例の制定について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第25、議案第35号、大和村入湯税管理基金条例の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村入湯税管理基金条例の制定について、提案の理由を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第209条及び第241条の規定に基づき、入湯税として徴収した税収を適正に管

理、積立をおこなうための基金を設置、関する条例の制定についてを御提案いたします。 

 内容につきましては住民税務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○住民税務課長（直島秀治君） 

 大和村入湯税管理基金条例の制定について、内容の御説明を申し上げます。 

 入湯税は地方税法701条に規定される法定目的税であり、地方税法第209条及び第241条の規定に

基づき、入湯税として徴収した税収を適正に管理、積立を行うため、基金の設置をするものであり

ます。条例の内容といたしましては、基金設置の目的、運用等を定め、法律上で定められた使途を

明確にし、納税者である入湯客及び住民に対し、税の透明性、受益と負担の公平性を確保し、使途

である環境衛生施設の整備、消防施設その他消防活動に必要な施設の整備、観光振興等に活用して

いくものであります。 

 以上、御審議方よろしくお願いいたします。 
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○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第35号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第35号は原案のとおり可決されました。 

 定刻内に終わることができました。 

 御協力に感謝申し上げます。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

散会 午後 ４時２５分 
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開会 午前１０時１６分 

○議長（藏 正議員） 

 皆さんおはようございます。ただいまから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配付いたしております議事日程のとおりであります。 

 

 日程第１ 一般質問 

議長（藏 正議員） 

 日程第１、ただいまより、一般質問を行います。 

 通告順に従って、順次、発言を許可いたします。 

 ２番、市田実孝議員に発言を許可いたします。 

○２番（市田実孝議員） 

 皆さんおはようございます。一昨日、大和中学校の卒業式に出させていただきました。７名の新

たな卒業生で、新しい人生へ向かって、昨日は合格発表もあり、希望を胸に進んでいかれるという

ことで、教育長からも現在行われているパラリンピック、前に向かって多難な人生を歩んでいく。

皆様も、自分の育んだ大和村の、この地を糧に、新たな人生を歩んでほしいという大切な言葉をい

ただきました。私も、皆様の前途に対して、祝福申し上げたいと思います。 

 それでは、通告してあります私の質問に入らせていただきます。 

 集落支援の在り方について。村内では、現在、各集落の運営に対して、財政的支援、集落支援金

を行って大変喜ばれております。高齢化が進み、集落活動において衰退が懸念されつつあります

が、村として今後はどのような支援を、その他、考えておられるのか。 

 ２、集落別に日頃より集落活動できる人的配置、地域活性化支援員の配置は、今後、検討してい

けないか。 

 ３、職員とは地域の行事等、積極的に参加していただくよう地域活動の重要性を話されているの

か。 

 大きな２番、特休制度新設について。その１、職員の最低数は、現在、定数どおり採用されてい

るのか。各課への職員配置は必要性に応じて対応されているか伺う。 

 ２、各課別の休暇取得状況など把握し、課長自ら休暇促進には努めていくよう認知されている状

況にあるのか。 

 ３番、職員が集落の要望に応じて集落活動する場合、今後、より地域活動しやすい環境を整えて

いくためには、特休制度を作っていただけないか。 

 以上、壇上より申し上げまして、あとは自席にて行わせていただきます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 皆さん、おはようございます。それでは、市田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の集落支援の在り方についての、１番目の高齢化が進み、集落活動において、活動
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面で衰退が懸念されつつあるが、村として、今後、どのような支援を考えているかについてでござ

いますが、現在、集落活動の支援に関する取組といたしましては、人口減少及び少子高齢化の影響

により、集落運営に関する財源の減少が見られることから、集落に助成金を交付し、集落運営の安

定化を図ることを目的とした、集落支援助成金及び集落活動に必要な備品や集会施設等の機能向上

を行い、地域のコミュニティ活動の充実、強化を図ることにより、地域社会の健全な発展に寄与す

ることを目的とした、一般コミュニティ助成事業を実施しているところでございます。特に、一般

コミュニティ助成事業につきましては、集落として必要性はあるが、多額の経費を要するため、自

主的な整備が困難であった各公民館への空調機設置を中心に、各種備品整備等が行われ、集落民が

自主的に行う活動が促進され、その効果が発揮されているものと考えております。特に、空調機に

つきましては、台風襲来時等に避難所となる公民館において、高温多湿状態を緩和し、高齢者など

の健康状態の悪化を防ぐ効果があるほか、夏の猛暑時においても、クーリングシェルター、冷房施

設のある施設との役割を果たすなど、集落民の安心・安全な避難所、そして快適な集いの場として

の機能向上も図られているところであります。また、住民福祉に関しましては、現在、村の高齢化

率は42.95％と、年々上昇傾向にあります。そうした中で、日頃から高齢者の健康保持、増進を図

るための介護予防の一環といたしまして、ディマージン生き生き教室を月に６回、６集落において

社会福祉協議会と合同で開催をしております。この教室は、運動教室やヒアリングフレイル講和、

栄養講和など多彩な内容で開催をして、高齢者自ら健康をコントロールしていきながら、健康改善

が図られるように支援をしているところであります。今後は、開催されていない集落においては、

出前講座を計画しまして、カラオケ教室や栄養教室、薬剤師による講和などを開催して、高齢者の

健康寿命の延伸と、生きがいを感じながら集落活動を活発に行えるような高齢者支援に努めてまい

りたいと考えております。また、高齢者の健康づくりや社会参加活動等を促進し、健康維持や介護

予防への取組となるよう、現在、実施をしております。元気度アップポイント事業につきまして

も、継続実施をして高齢者同士の地域支え合い活動や集落活動が活性化するように支援をしてまい

りたいと考えております。 

 次に、２番目の集落活動による人的配置、地域活性化支援員の配置は、今後、検討していけない

かとの御質問でございますが、地域活性化支援員は、法律や制度によって定められた役職ではござ

いませんが、その意図とする役割を集落の巡回、状況把握、住民同士の交流、高齢者見守り、地域

の自主的な活動への支援、行政と地域のバイプ役などと、便宜的に定義付けますと、これらの役割

につきまして、現在の村内の状況では村当局と各集落の事務嘱託員、民生委員等の集落役員及び各

種団体が連携して、協力し合いながら行われているものと考えております。このようなことから、

地域活性化支援員の配置を希望する集落が、支援員に何をどのような活動、役割、業務を求めるの

かを明確にしていただいた上で、村に相談していただきたいと考えております。御相談がございま

したら、活動内容を確認し、地域活性化支援員として配置すべきものであるかを検討させていただ

きたいと考えております。 
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 次に、３番目の職員へ地域の行事等を積極的に参加するよう、地域活動の重要性を話されている

かとの御質問でございますが、職員における服務の中に、本村職員においても地方公務員法に沿っ

て大和村職員服務規定を設け、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、公務員に関する法

令に従って服務し、かつ職務の遂行にあたっては、次の事項を留意し、全力を挙げてこれに専念し

なければならないとされております。その一つ目に言語、行儀を正しくすること、二つ目に職員の

体面を汚すような挙動を慎むこと、三つ目に応接は勤めて丁寧、敏速を旨とすることが規定を明記

され、職員採用時に宣誓をしていることと併せ、職員採用時の研修においても、各集落における行

事ごとの状況を説明し、集落活動に対する職員参加の必要性を伝えているところであります。ま

た、職員の全体朝礼等においても、行事参加の必要性を申し上げており、地域コミュニティの重要

性を含め、職員へ共有しておりますので、今後とも、村民から必要とされる職員として、地域にお

ける活動の重要性を周知してまいりたいと思います。 

 次に、２点目の特休制度の申請についての、１番目の職員採用定数どおり採用されているか、職

員配置は必要に応じて対応されているのかとの御質問でございますが、令和５年度に職員の定年引

上げ制度が構築され、年次的に65歳まで延長される制度の中、定年延長を希望するのか、再任用を

希望するのか、該当職員の意向を伺い、延長希望であれば、職員定数にカウントされることから、

その意向を基に計画的な職員採用を行っているところであります。職員の定数につきましては、大

和村職員定数条例の中で、想定数80人としており、現在、大島支庁及び県庁出向職員を含め78人で

業務を進めているところでございます。人員配置につきましては、人事評価を基に、必要に応じて

適宜対応を図っており、各課、局、園、所における現状を把握した上で、職員のほか再任用職員並

びに会計年度任用職員の配置と合わせ対応していきたいと考えております。 

 次に、２番目の各課別の休暇取得状況等を把握し、課長自ら休暇促進に努めていくよう認知され

る状況にあるかとの御質問でございますが、各課における業務について、業務内容の違いや時期的

に忙しくなる業務など、休暇取得に関連して取得できる環境が業務によって様々な形態があると認

識をしております。その中で、有給休暇の取得に関しましては、各個人様々でありますが、今年度

導入いたしました勤怠管理システムにより、職員の休暇取得には各管理職が把握しやすいものとな

っている中で、職員本人の申し出により、管理職が承認し、休暇申請から取得までを管理している

状況であります。また、女性職員の産前・産後休暇や育児休暇、近年制度改正されました男性職員

の育児休暇のほか、以前からあります夏季休暇に関しましても、計画的な休暇取得に向けて周知を

行っているところであります。 

 次に、３番目の職員が集落の要望に応じて、集落活動をする場合、地域活動しやすい環境を整え

ていくために特休制度を作っていけないかとの御質問でございますが、特別休暇に関しましては、

大和村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の中で規定されており、特別休暇は選挙権の行使、結

婚、出産、交通機関の事故、その他特別な事由により職員が勤務しないことが相当である場合と明

記されており、その取得期間を規則で定めております。質問にあります集落の要望に応じて集落活



 

- 102 - 

 

動する場合の特別休暇制度を作ってくれないかとのことでございますが、職員の各地域との関係の

中で、地域活動への参加協力は職員として大変必要なことであり、地域づくりを担うものとして職

員自体が信頼を得ている立場であることとのほか、地域づくりには必要な人材であることの認識を

浸透させながら、今後とも集落活動への参加は地域づくりには必要なこととして周知をしていきた

いと思いますので、改めて特休制度の創設は考えていないところでございます。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により、関係課長あるいは自席

の方から答弁をさせていただきます。 

○２番（市田実孝議員） 

 まず最初にですね、議長に申し上げておきたいことがありますので。地域に関わる地域おこし

隊、集落支援について、３年ほど前、議会で取り上げて話していただいた経緯がありますが、この

財源措置がですね、特別交付税によるとなっているんですよ。そういうことで、ちょっと特別交付

税にも、ちょっと触れさせていただきたいものですから、ちょっと議長の許可をとっておきます。

よろしいですか。 

○議長（藏 正議員） 

 どうぞ。 

○２番（市田実孝議員） 

 １月にその出張の際ですね、鹿児島県庁のその特別交付税の課長さんと直接に話を取る機会があ

りまして、これも村長のおかげですけれども、３、４時間ほど特別交付税というのはどういうこと

かというと、ネットで調べても結構出ないわけですね。それはどういうふうになっているのかと聞

きますと、そうですかと、私はそこの課長で、７年ほど県の方で配分、43市町村になさっていた方

ですね、直に話を聞かれる大切な機会に恵まれまして、いろいろ聞いたんですけれども、私がです

ね、特別交付税、いろいろ３、４年間ぐらい調べてもですね、中身が全く分からないんだというこ

とを素直に質問しますと、それはちょっと、43市町村、財政担当の方でもちょっと分からないかも

ということなんですよ。それはなぜかというと、算定基礎がですね、35項目がありまして、各市町

村にですね、これの災害に対する配分、公債費に対する配分、いろいろな公債で算定費を出してい

くものですから、直接に市町村の役場では把握できないかもという話をなさったんです。災害に対

して幾らあるのか、総務課長、特別交付税が配分されているのか、掴んでおられます。 

○総務課長（政村勇二君） 

 今、御質問のありました、その特別交付税に関しましては、議員がおっしゃるとおり、その県が

配分を決める交付税でございまして、43市町村。私の認識の中では、例えば県内における大きな災

害があった場合には、その自治体における災害の額が大きくなるという認識でございまして、災害

に関する、幾ら算定されているかというところの認識では、その程度の認識でございます。 

○２番（市田実孝議員） 

 今、総務課長がおっしゃったとおりです、そのですね。この市町村では公債費、起債、いろいろ
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他の市町村と違って多かったら、また配分も高くなると。この地域おこし隊、集落支援員の財源措

置が、総務省から地域をおこすために、各集落をおこすために、こういった人材を配置して構いま

せんよということで、通達があると思います。しかしながらですね、これが特別交付税措置による

ということで、多くの市町村は足を踏んでいるんですよ。ちょっと本当に特別交付税に、この財源

がされているのかって分からないわけですよ。それで３年ほど前に、もうそろそろ地域おこし隊、

集落支援員の配置を考えたらいかがですかってことを私は言ったんですけれども、いろいろそれか

ら私も調べてですね、どうして重たいんだろうって考えて、特別交付税による、特別交付税ってど

んなもんだろうと調べていましたら、そういうことで、なかなか話が前に進まなかった経緯があっ

たんだろうと私は思います。簡単に言いますと、ですからこの配分、県が配分している算定の中に

はですね、何々の項目と30何項目あるわけですよ。この地域おこし隊にしろ、集落支援員にしろ、

配置しなければ、その30何項目の中に入らないのがはっきりしているわけですよ。入っているか、

入っていないか、分からないからちょっとやりたくないっていう話じゃなくて、規模を、器を大き

くしないと算定ができないっていう話なんですよ。財源が限られていますから、各集落、区長に任

せておけばいいんだという考えじゃなくて、今、集落を歩いていきますと、今日現在でですもよ、

集落の中、誰も歩いていませんよ。みんな、この役場に来たり、若い、役場の会計年度を含めて、

今、大和村は何人いらっしゃるんですか、職員として。 

○総務課長（政村勇二君） 

 現在、役場関係でですね、外局含めて従事している方、正職員で78名います。その中で、村内居

住の職員は、村外から来る方が、県職員の出向、そして大島支庁に出向している2名を除いて、村

外から通勤している、実質、通勤している職員が22名と把握しているところでございます。会計年

度入職員に関しましては、116名従事している中で、すいません。そこの村外からの細かなニーズ

は、現在、まだちょっと把握していないところでございます。申し訳ございません。 

○２番（市田実孝議員） 

 それですね、現在200名近くの若い方々が、労働者人口ですね、今、役場にいらっしゃると。し

かしですね、集落の中では、今、どなたも歩いている人はじめ、若い方はいないわけですよ。役場

にいらっしゃるわけですから。もし、災害が起きたときにですね、どうなさるかということも関連

してですね、村長は、役場のこの200名の中で、村長はどの集落に住んで、副村長はどの集落に住

んで、教育長はどの集落に住んで、どっから通ってきているかって分からない職員が、俺はもしか

したらいるんじゃないかと思うんですよ。皆様方は知っていますよね。村長がどっから通ってきて

いるのか、総務課長がどこの集落の人間なのか。それは、皆様は長年この役場におるから分かると

思うんですよ。若手の職員はですね、多分、分からない人もおるんじゃないかと、私はこの頃思う

んですよ。保健福祉課長にちょっと聞きたいんですが、大和中学校の校長の住宅が思勝にあります

が、そこら辺、思勝の奥まで、今年、何回行かれました。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 
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 校長先生の御自宅は分かっています。後ろの方はですね、私、前回、豪雨災害とか、奥の方はい

ろいろな災害がありまして、何回か行かせていただいたんですけれども、何十回ですね。今年に入

って、まだ、そっちの奥の方までは行っておりません。申し訳ございません。 

○２番（市田実孝議員） 

 元建設課長ですから、もちろん、現在の建設課長もですね、道路の具合とか、集落内を巡回して

回っているのを、私はしょっちゅう見ます。何をうろうろしているんだろうという感じで見とった

ら、多分道路が、整備状況を見ているわけですね。そういうことですよね、課長。私はそういうふ

うに納得していますが、この200名の、もし若手の職員でですよ、校長住宅がどこにあるんだろ

う、区長さんの家がどこにあるんだろう、みんなが把握していると思います。多分知っていない人

もいるんじゃないかというものですよ。うちの課長さんはどこから来ているんだろう、年齢は何歳

だろうか。ただ、おじさんがそこに座っているわと思っているかもしれないですよ。今、そういう

時代です。ですから、この集落の方々にできるだけ交流をですね、区長さん、民生委員さんがやる

だけじゃなくて、この安心・安全な村を守るために、職員自らが巡回をして歩いてもらいたいと私

は思っているんですよ、まずは。それで公民館がですね、毎日毎日行事があるわけではないわけで

すから、立派な公民館、各集落がありますが、総務課長、今インターネットの時代で役場の中だけ

に座って仕事をするのではなくて、月に1回でもいい、1週間に1回でもいい、人間を配置してです

ね、集落の公民館で仕事をしたりはできないですかね、いかがですか。役場の中だけで仕事ができ

ないということはないと私は思うんですが、いかがですか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 役場外での業務に関しましては、以前ですね、コロナ禍のときにですね、どうしてもコロナにな

って、それが職員自身がコロナに感染するのではなく、家族の方がコロナに感染して、場合にです

ね、そのテレワークを推奨するという国からの通達があったので、こちらの方でもパソコン自体は

８台ほど、テレワーク専用のパソコンを持っているところでございます。無理に公民館で業務をさ

せるのではなくてですね、その業務の在り方、もちろん今現在、ＤＸ化を進めている中で、窓口業

務が必要な部署においてはなかなかできないところもあろうかと思いますので、その業務の中で、

庁舎外で業務をする必要性とか、そういったことがはっきり分かればですね、不可能ではないとい

う認識ではございます。 

○２番（市田実孝議員） 

 今ですね、総務課長も必要性があればということをおっしゃっているんですけれども、先ほどか

ら申し上げていますがね、集落の中は寂しいんですよって。もし、ここで災害があるとき、役場に

若手が誰かがおったら安心できるんじゃないですかということを、私は、今述べているわけです

よ。必要性はあるんですよ。集落にですね、２人でも机を並べておったら、役場もここにおるんじ

ゃん。誰かがね、１週間に何回おるんじゃ。年寄りは安心するわけですよ。今この間、今里集落に

議員の皆さん、座談会に行ったんですよ。こうしたら、65歳以上が８割、もうこの集落は若いのな
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んか、誰もいませんよという話なんですよ。この間議員大会がありまして、各島々の人口減少率を

調べたんですよ。そうしますと、今里集落は10年前に150何人が、136人ぐらいですか、今、70名に

なっているんですよ。あと10年後に、その計算からいくと20名になるんですよ。もう全てがお年寄

りなんですよ。私以上の方々が９割。今里集落、誰も、ここら辺は学校とかあって、歩く方がいら

っしゃるかも分からない。若い者もいない。何とかして空いている住宅に、村にですね、村住宅

に、ただでもいいから住まわしてくれと。何とかお願いできないですか。ただでもね。村の財源使

って、反対にね、定住促進補助金としてね、住む人に２万円払ってでもいいっていう話までなさっ

とるわけですよ、今里集落は、この間、議会のみんなにですね。そういった真剣にですね、過疎化

の急速に進む集落ってことは、そこまで考えてるわけですよ。それで、この間の子供、親子留学制

度、今里は５万円、名音集落は４万円という話を聞いたんですけれども、この金額１万円の差は、

どういう形で差を持ってこられたんですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 今里親子留学の児童生徒１名当たり５万円に対して、今、我々の方で、来年度から実施を計画し

ております、名音親子留学制度につきましては、児童生徒１名当たり４万円というふうに１万円の

差がございます。これにつきましては、名音集落には、今里集落にはない商店、そして郵便局な

ど、そういった施設があるということで、生活利便性の違いを、その１万円の差というふうな形で

４万円という設定をさせていただいております。 

○２番（市田実孝議員） 

 この１万円の金額の差ですね、そういった理由から、今、述べられましたが、大きな金額だと私

は思うんですよ。店があるからとか、それを根拠が、そういった大雑把な範囲で万という数字を削

られているわけですが、いや、もうこの話は置いておいてですね、私が言いたいのは、村の住宅に

しろ、そういった配慮が必要だと思うんですが、金額の差があるんですか。今里に住む方と名音に

住む方の住宅の金額の差で、家賃の差ですよ、ありますかね。 

○総務課長（政村勇二君） 

 住宅の使用料、月額家賃に関しましては、定住促進住宅におきましては、皆さんも御存知のとお

り、その規模係数とかを算定した中で、議会の方で承認をいただいて、月額家賃を承認していると

ころでございます。公営住宅に関し、村営住宅、公営住宅に関しましては、その世帯における収入

所得によって、金額が変わってくるものでございまして、その集落によって差が変わってくるとい

うところの性質のものではございません。 

○２番（市田実孝議員） 

 働き方改革で、ちょうど５年ぐらい前から、私が職場を退職するあたりから、再雇用制度、任用

制度が始まりまして、今までの流れでは60歳を超えると集落に帰ってくるんですよ、その方々が。

もう30年、40年働いたから、俺は集落に、仕事がもういっぱい働いたから帰るわけですよ、帰るわ

けですよ。今、帰っていないわけですよ。伸びたわけですから。集落に帰るとなると、もう70ぐら
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い、70歳ぐらいまで働ける時代になってきましたから、働くんだといって、70歳過ぎて帰るような

時代になってきているわけです。そうしたら、ますますですね、少ない集落でそういった立派な

方々がもう集落に帰らなくなったわけですよ。今までは、あんまりこれを言うと弊害があります

が、もう自分は、次に集落のことを一生懸命にしようという方もおるわけですね。例えば、区長で

すね。あんたはもう役場におったんだから、役場上がりなんだから区長せい。そして周りから見れ

ば、俺はやっぱり仕方ない、やろうかってなるわけです。その方々が70歳まで働けば、70歳超えて

区長せいっていったっち、人間は70超えたらあちこち痛いわけですよ。手が痛い、足が痛いです、

ですね、でしょう。もう病院に行ったり、治病の病院に行ったりするわけですよ。いままでは、そ

の10年間のあれで、集落にずっと帰ってこられたわけですよ。今、そういう時代、働き方改革で延

長したもんだから、人材不足。今後、５年後、10年後、ますます人材不足になりますということで

す。ですから、集落にこの職員ね、配置なんかも考えていった方が、私はいいと思うんですが、い

かがですかね。 

○総務課長（政村勇二君） 

 確かに、村内における職員の配置に関しましては、偏りがあるのは存じております。各集落の配

置人で申しますと、国直、湯湾釜が各集落２名ずつ、津名久が６名、思勝が15名、大和浜５名、大

棚11名、大金久６名、戸円１名、名音６名、今里に関しましては正職員がいないという状況を把握

しているところでございまして、現在、やはりこの20名余りの村外から来られる職員に関しまして

もですね、村住宅が空いている状況に関しましては、公募をかけたと同時に、回章用メールで、こ

ちらも周知している状況でございます。どうしても職員になりますと、村営住宅に関しましては、

所得制限があるところでございまして、なかなか入居が難しいと。定住促進住宅、過去にですね、

単身用の定住促進住宅には、現在入居している職員も２、３名ほどいますが、５名ほど、やはり抽

選で外れた職員もいるところでございまして、やはりそういったところも課題になってくるのかな

というふうに思っているところです。こちらとしましても、その住居の自由、自由というところも

ございますけれども、こちらも冒頭市田議員がおっしゃったように、やはり急な災害が起こったと

きの対応の在り方とか、そういったのも考えますと、なるべく村内居住をしてくれというような周

知・広報は務めながらですね、また、今後、子供の事情であったりとか、家庭の事情等、たくさん

おありだろうと思いますので、そういったところを改善できるタイミングでですね、こちらも根気

強く周知は務めていきたいというふうに考えております。 

○２番（市田実孝議員） 

 この集落支援員、２、３年前に和歌山の北山村、議員全員で視察に行ったんですけれども、その

村を説明してくださった方は集落支援員でありました。企画課長に申し上げておきますが、この集

落支援員の認知がですね、各区長さん、なさったとは思いますが、先ほど村長も申し上げたよう

に、要望があれば考えていくよということなんですけれども、この配置にですね、このＱｕｒｕＧ

ｕｒｕとかいろいろ造られましたよね。そうしますと、いろんな学者とか、接待とかなさいますよ
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ね。その都度、課長自らが動いて、仕事とは別に、そういったことまでなさって、仕事の量が多分

多いだろうと私は思うんですよ。企画課長の仕事はですね。集落に要望がなければ、１人でも課長

の補佐として、先輩をですよ、役場ＯＢの先輩を国も創設して、地域のために集落支援員を配置し

てもいいですよ、地域おこし協力隊は配置してもいい、そして地域を盛り立ててくださいという国

の流れになります。あなたの部下としてですね、概要説明とか、この集落はいろんな方が村長がＱ

ｕｒｕＧｕｒｕを造って、いろんな方とパイプを広いわけですから、あなた自らが動くんじゃなく

て、職員も少ないわけですから、集落支援員を配置しなさった方がいいと思いますが、お考えいか

がですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 議員がおっしゃいますのは、私の代わりに動く人間を配置してはどうかという御質問であるとい

うふうに認識しておりますが、やはり我々も視察、そういった対応を行います。主に国・県からの

視察対応というところで、私のほうがＱｕｒｕＧｕｒｕであったり、いろんな場で説明に立たさせ

ていただくことというのはおおいにございます、多い状況でございます。しかしながら、私は企画

観光課長として、その責務、職責を背負って、その場で御説明をさせていただいているという立場

でございます。私はやはり我々の主管課として対応していることについては、国・県の視察団に対

して、しっかりと責任ある立場の者として御説明をさせていただくと。単純に頭数を増やしたから

といって、私と同様の内容の御説明、そしてこれまでの経緯、そういったものが御説明できるとい

うのは、なかなか難しいところがあるというふうに認識しております。 

○２番（市田実孝議員） 

 一応、担当課の課長としては、そういった答弁しかできないと、私は最初から思っていますが、

とにかくですね、１人でも配置を、私はなさったほうが役場のためになるんだと思いながら、本日

もまた、上げさせていただきました。それを上げるか上げないかは、役場次第でございますので。 

 次に移らせて、特休制度の新設なんですが、教育委員会の方から、一昨日、こういった資料をい

ただきました。子供たちの未来のためにですね。コミュニティスクールのイメージ。皆さん、議員

の皆さんもいただきました。学校の運営にはですね、地域の方々を指導者としてね、招き入れるん

だ。そういった先生方に負担がかかっているわけですよ。地域の方々を利用しなさいと。これ教育

委員会に私なんかに資料を提供していただきました。地域の方をクラブ活動とかに指導を促進する

というのがあります。ちょっと調べてみましたら、この５年間で、県のですね、教職員の退職者。

20代、30代で360人近くの方が辞めているわけですよ。私たちが憧れた教員の世界ですよ。今、社

会がそういった流れになっているんだって、336人、４割ですよ。教職員になって、20代、夢を持

って先生になられた方々が辞めていかれているわけですよ。別の話をしますと、警視庁に４万人の

警察官がいるわけですね。東京警視庁４万人。日本一の警察団体なんですよ。そこの今年の採用

2,000人採用しようとしましたら、その2,000名合格通知を出したわけですよ。そうしたら４割の方

が辞退。800人が、いや試験は受けたけれども自分は警察官になりません。警視庁は慌てているわ
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けですよ。この県教委でさえ、警察官でさえ、そういう状況に、今あるわけですよ。働き方改革を

進めないと、警視庁の初任採用650万ですよ。それでも嫌だと言っているわけですよ、若い人は。

働き方改革をどんどん進めていかないと、旧泰然なことをしたら、誰もこの人口減少の中で、大和

村を受けるとなってする人はいませんよ。その受験の人数とか、近年どうなってます、総務課長。 

○総務課長（政村勇二君） 

 確かに大和村、受け、これまで採用試験を実施している中では減少傾向にございまして、秋口に

一度、採用試験を行った際には３名。そして、二次募集として年明けに再募集をかけたところも、

そちらも３名。２回合わせても、今回の今年度の人数は受験者６名と。以前、ここ数年、４年ほど

前から受験者数の総数が10名を超えないという事態に陥っている状況でございます。 

○２番（市田実孝議員） 

 それはですね、まだまだ進むと思いますよ。今年の出生率70万人ですよ、日本で、全国で70万

人。ここ４、５年前までは100万人近くあったんですよ。もう70万人まで出生が減っているわけで

す。まだまだ進むと私は思います。 

 それでですね、ちょっと各自治体の議会をちょっと調べてみますと、大島管内の議会でですね、

首長が、村長ですよ、首長がですね、採用しないなんて、若手を、受けてくる、これ、なんでと議

員が言っているわけですよ。そうしますと、150人前後の町村ですね、今現在135名の職員で業務を

こなしていると。10％の職員がいないわけです。優秀な人材が来ないからってことで。首長が採用

しないわけですね、優秀な人材が来ないから。今ですね、県のほうもあらゆる自治体、採用の仕方

も変えているわけですよ。この年齢制限ですね。制限廃止。若い者、企業とかにおられる方も採用

している、県なんかは。優秀な人材って何ですかと私は聞きたいんですけれども、会計年度職員で

ですね、毎年豊年祭とか、各集落を回していただいているんですが、毎年まわしかけて相撲を取っ

たり、行事をしたり、集落を盛りたてて、何十年近く会計年度をなさっている方がいるわけです

よ。私はその方が優秀だと思いますよ。集落行事にも参加しない、地域行事にもあまり参加しな

い、周りに任す、自分は公務員の権利だけを主張する、それが私は優秀だと思いませんが、村長い

かがですか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 これは地域での行事への参加は、これはもう強制できない部分もございまして、我々としては居

住権の自由と同じような形で、採用時の前に、我々としてもこの職員の意向を確認をする。そして

またお願いをするということをしております。我々も、やっぱり職員としては地域に貢献するとい

う職員の意向はですね、取組は、我々も職員に機会あることに伝えているところでもございまし

て、議員のおっしゃるように、なかなか参加しない職員も中にはいるかもしれませんけれども、

我々は職員にお願いをしながら、自分たちの立場をしっかり理解する中で、これからもやっぱりこ

れは周知を図っていくということが、我々に今できることかなと思っておりますので、我々もしっ

かりまた、そのことは職員にも伝えていきたいと思っているところでございます。 
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○２番（市田実孝議員） 

 この特休制度の新設なんですが、調べてみますと、この国がですね、地域行事に参加する場合は

特休制度を自治体で設けて勤務させても構いませんよという通達が、総務課長、ありました。去年

６月にできたみたいなんですけれども。 

○総務課長（政村勇二君） 

 この特休制度のほかですね、様々な通知、通達がございますので、その中の一つであったという

認識がございます。 

○２番（市田実孝議員） 

 このですね、地域行事といったら、学校のＰＴＡ活動も一緒なんですよ。ＰＴＡ活動に参加す

る、卒業式に参加する。例えば、消防団に入ってもらえる役職・・・。それが日曜日とかに消防自

動車の整備をしたりなさっていますよね。この若い職員とかは、やっぱり子供の世話をしたいわけ

ですよ。地域行事参加、いろいろなさっているわけですから、自分の年休を使ってね、やるべきじ

ゃないんですよ。先ほどから申し上げたとおり、ちゃんとこの特休制度を自治体で、広島市とか作

って、この学校運営にも関わっていっているわけですよ、特休で。自分はＰＴＡがあるから休みを

取るんじゃなくて、堂々と行けばいいわけですよ。先輩方もね、課長ね、課長の皆様も、年休を自

分が使う暇がないんじゃなくて、わざと使うわけですよ。どんどん使って、使ってもらわなけれ

ば、部下がですね、課長が仕事をしていたら部下は取りづらいんですよ。課長、そう思いません

か。どうぞ。 

○総務課長（政村勇二君） 

 まずそのＰＴＡ活動等における特休に関しましてもですね、私個人の私見にもなる意見でもある

から、この議場で申し上げるのは大変失礼だと思いますけれども、民間の方々たちも、やはり休み

を取って、もしかするとＰＴＡ活動をされている。私たち公務員は、有給休暇が権利のある職員で

あれば年間40日ございます。そういった中では恵まれている公務員であるという認識がある中で、

そこにまで特休がつけるということはどうかなという思いもございまして、プラスその子供に関す

ることに関しましても、条例、規則の中で、例えば子の介護、子供が病気になった場合には、年何

日間特休制度を使っていいと。有給休暇と別で特休制度の子供とか、介護の在り方についても制度

がございますので、そちらをまずは利用していただきたいというふうに思っているところでござい

ます。また、管理職の休暇取得に関しましては、確かに11の所属する課、局、園、所がある中で

は、各課ごと様々でございます。そこはですね、議員がおっしゃる意見もある中ではですね、なか

なか休めない管理職もいる中で、今回の質問を受けて、私、今年度導入されました勤怠管理システ

ムを全て確認いたしました。３月11日現在で休んでいない、なかなか休めていない課長の部署にお

いても、職員の方がやはり休んでいるという実態もございましたので、そこはそちらの管理職がし

っかり周知、そしてまた承認をしているところだというふうに思っておりますので、逆の意味で、

その休んでいない管理職に関しましては、人事課長である私の方からも、しっかり有休を、休暇を
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取った上で体調面を考慮した中でも休みを取るよう指導していきたいというふうに思っているとこ

ろでございます。 

○２番（市田実孝議員） 

 この私たちが企業とは違う、企業の方は休んでまで来ていると、そういった考えはやめた方がい

いと思いますよ。社会外は、国もですね、特休制度を設けて、地域活動休暇制度を設けて、やって

ください、地域のことをしてくださいと言っているわけですよ。それには特休制度でも構いません

よ。公務員の皆様は特休制度を使って。企業に私は特休で休んでやりなさいと言っていないんです

よ、今この現場で。もう広島とか、いろんなところでも、特休制度を設けて地域活動をやっている

わけですよ。地域活動、学校の草刈りとかですね、いろいろありますでしょう地域活動が。流れを

そうしていかないと休みがですね、簡単に取れるような社会を作っていかないと、この人口が進ん

で受験者も少なくなって辞退するような事態になっているわけですから、働き方改革をどんどん進

めていかないと、大島管内この特休制度を設けている自治体はありませんよ、もちろん。ないわけ

です。そういうことで、私はできるだけ多くの若者が働きやすい環境をつくった方がいいんじゃな

いかということで、今日は述べさせていただきましたが、時間も来ましたので、これで終わらせて

いただきます。すみません。ありがとうございました。 

○議長（藏 正議員） 

 これで、２番、市田実孝議員の一般質問を終わります。 

 次に、８番、中井文忠議員に発言を許可いたします。 

○８番（中井文忠議員） 

 皆さん、こんにちは。２点について通告をしておりますので、この２点を質問したいと思いま

す。 

 まずはじめに、公共ライドシェア実施ということで、奄美群島各地で、バス、タクシーの代替え

として一般ドライバーが自家用車を運行する公共ライドシェアの実証が進んでいます。2025年11月

には瀬戸内町と徳之島で開始、喜界島では12月、奄美航空がバス事業から撤退し、町を主体とする

ライドシェアで運行を継続、沖永良部では10月から予約の時間だけに運行するデマンドバスの運行

が始まるということです。さて、大和村でもライドシェア事業計画はできないでしょうか。村民の

中に、夫婦が免許を返納したために困っているとの声が聞かれます。ライドシェア事業を考えてみ

てはいかがでしょうか。この件についてお尋ねをいたします。 

 ２番目に、言葉についてということでですね、私たちが子供の頃には、方言を使うなとか禁止さ

れていた。今の子供たちは、ちゃん、くんで呼ぶことができないのです。中学校の孫娘と話をして

いたら、なぜ、ちゃんを使うのがいけないか疑問を感じたのです。質問をする次第です。令和７年

12月５日、金曜日の奄美新聞の教育長就任の挨拶の文の中に、島に来て豊年祭を参加。70歳を超え

る兄、先輩たちがまわし姿で相撲を取り、島の文化を守っている、勇気づけられたとありました。

私は教育長の島口、兄、敬いの言葉を大事に残していきたいのです。さて、島口を使うな、くん、
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ちゃんで呼ぶことができないのはなぜなのか。この件についてお尋ねをいたします。 

 自席から、質問があれば、また質問をしたいと思います。 

○村長（伊集院 幼君） 

 それでは、中井議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、ライドシェアの事業計画につきましては、私の方から答弁をさせていただきまして、児童

生徒の呼称については、後ほど教育長の方から答弁をさせていただきます。 

 それでは、大和村ではライドシェア事業計画がないかとの御質問の１番目、２番目の御質問につ

いては、関連がございますので、一括してお答えをさせていただきます。公共ライドシェアにつき

ましては、バスやタクシーによる輸送サービスの提供が困難な地域で、自治体などが一般住民が自

家用車等を利用した移動サービス手段を確保する制度でありまして、有償運送を行う際に必要とな

る２種免許を所持しない運転手でも、規定の講習を受講することで有償運送が可能になる制度でご

ざいます。今年度奄美大島では、２自治体において交通空白解消緊急対策事業を活用し、公共ライ

ドシェアの実証運行が実施されているところでございます。実証運行の結果として、両自治体とも

観光客や住民の移動手段の確保や利便性向上に効果があり、日常の移動手段として利用が定着して

いると利用者からの評価は概ね良好であるとともに、利用者数も堅調に推移しているとのことか

ら、実証運行期間をそれぞれ延長することが決定をなされております。現在、本村では自らの移動

手段を持たない交通弱者の移動支援策といたしまして、移動支援車両きびきび号を運行し、通院や

買い物等の日常生活の移動手段の確保及び利便性の向上に努めているところでありまして、その運

行形態は、月曜日、水曜日、金曜日の週３日、１台体制の定時定路線という運行形態となっており

ます。しかしながら、定時、定路線という運行形態上、急な移動希望に沿うという柔軟性を持たせ

た運行が難しいという状況がございます。きびきび号も令和５年７月の運行開始から今年で３年目

を迎えておりますので、現在の運行形態に基づく、これまでの輸送実績を検証し、他自治体での取

組も参考にさせていただきながら、更なる村民の移動利便性の向上を目的とした新たな運行の在り

方について検討を進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○教育長（中山恭平君） 

 ２点目の村内小中学校での児童生徒の呼称について、お答えいたします。 

 まず、１点目の村内の小学校で児童生徒の名前の呼び方について、教職員、児童生徒ともに、

何々姉さん、何々兄さんと、名前を呼ぶことはいけないのかについてであります。学校において、

児童生徒一人一人の人権を尊重することは大切であり、児童生徒の呼称についても児童生徒本人の

意思や感じ方が十分に尊重されるべきであると考えます。児童生徒の呼称に関して明確なルールが

定めているわけではありませんが、教職員が一人、児童生徒を一人一人に丁寧に呼びかけること

は、児童生徒に自分は大切にされているという安心感を与え、人権が尊重される環境づくりにつな

がることから、教職員は児童生徒の人権を尊重し、よりよい信頼関係を構築した上で児童生徒がど

のように受け止めるかを考慮し、場面や状況に応じた適切な言動に努める必要があると考えており
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ます。議員御指摘の何々姉さん、何々兄さんと名前を呼ぶことは、親しみや敬意を表すものであ

り、特に年齢差がある場合には自然な呼び方として受け入れられることもあります。特に、集落内

での子供たちの関わりの中で、時と場に応じた言葉遣いは相手の気持ちや状況に配慮することで相

手を尊重することにつながります。これからも学校と十分に連携を図りながら、児童生徒が安心し

て学校生活を送ることができるよう、様々な研修等の機会を通じ児童生徒の人権を尊重した言動に

ついて、周知啓発を図ってまいりたいと考えております。 

 ２点目の御質問の、このような呼称方式になった原因はどのような経緯かについてお答えしま

す。平成27年４月30日付で、文部科学省より、性同一障害、同一性障害に係る児童生徒に対するき

め細かな対応の実施等について周知依頼をきっかけに、性別によらない服装であったり、制服や呼

び方などのことが話題になり始めました。実際には、1989年、平成元年、国連採択の児童の権利条

約、通称子どもの権利条約と呼ばれておりまして、日本は平成６年に批准が言われ始めた頃から、

子供たちの人権に配慮し、呼び捨てではなく、男女を問わずさん付けをする教職員や学校が増えて

きたように聞いております。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問などにより自席の方から答弁をさ

せていただきたいと思います。 

○８番（中井文忠議員） 

 村長より説明を受けましたが、村長、ライドシェア。確かにですね、大和村、交通の便が悪い。

村長が今言われたことは、きびきび号などがあるからということを言われておりますけれども、こ

のきびきび号は、大和村内だけを運行しているわけですよね。私が言わんとすることは、今ここに

書いてあるように、免許を返した年寄りたちが、タミさんって言って、ぶんちゃん、免許を返した

から、名瀬に行って買い物をするのも人を雇っていくのも、もう気の毒だと。そして、言うことが

あったものですから。以前からこの買い物弱者が出るということは、村長も福祉課の方も知ってい

ると思うんですね。それをどうにか手助けをしないということで、しなければいけないということ

で、やっぱり議員のみんなもそういう考えがあったと思うんだけれども、なかなか一般の方から、

村にこういうことでパンを買ってくれとか、卵を買ってくれとかいう注文などをしてということ

も、私はそのことを言ったと思います。だけど、一つ一つ言うことは、この年寄りの方なんかは遠

慮しいや、村が出かしても、遠慮しいやという言葉が聞かれるんですね。だから、あのときから買

い物弱者というのが出てきているんじゃないかという思いで、私は見ておりますので。そして、福

祉の方にもそういう電話も入ったかということも聞きたいけれども、なかなか入っているような気

はないですよね。年寄りの方の遠慮深さじゃないかとやっぱり思うんですけれども。それとです

ね、買い物弱者もしかり、そして病院ですね。前も一般質問して病院のことも言ったんだけれど

も、やっぱり時間帯のロス、病気をしたら早く行って、１分でも島、家に帰りたいという気持ち。

もうそれも、村長も分かると思うんだけれども、やっぱりその年寄りの方々は、そのことが一番気

になっているんじゃないかなと。そして、夜間の急を要するとき、子供がおる人は子供に電話して
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具合が悪いから病院に連れて行ってごらんとかけられるけれども、子供のいない人などはこんなの

で救急車を頼ってという、やっぱり島の人のこの優しさですよ。こんなので救急車を頼ってまで行

くのかという、その優しさが、優しさがあるもんだから、行かないんじゃないかなと思うところも

あります。それで買い物でも、自分が目で見て自分の気に入るのを買いたいというのが、やっぱり

一般の人の考えだと思うので。今、村長からですね、このライドシェア、検討をしていくみたいな

言葉がありましたが、村長それ、早ければ、大体検討しようという気持ちがあるのであれば早急に

検討できないですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 先ほど村長の答弁でもありましたが、現在、きびきび号は月曜、水曜、金曜、週３日の運行とな

っております。我々が、このきびきび号も運行開始から３年を得まして、やはりここでこれまでの

運行実績に基づく効果検証というものを行わなければならないという時期に差し掛かってきており

ます。こういった中で、まず我々として改善といいますか、検討をさせていただきたいという項目

につきましては、運行をしていない火曜日、木曜日にライドシェア的な運行が可能となるかどうか

というところも、人的な配置なども含めて検討をさせていただきたいというところでございます。 

○８番（中井文忠議員） 

 課長から説明を受けましたが、このきびきび号の空いた日を利用して、その検討したいというこ

とですね。それは昼間だけしかできないですよね。夜間のことも考えてのことなんです、私は。夜

間、急を要して。昼はきびきび号が行けば、それに、火と木曜日に。そして買い物に行けばいいん

だろうけれども。だから、この夜間のことですよ、夜間。だから、夜間を、急を要したときには、

まあ課長なんかが言うのはね、救急車があるがねち、救急車があるがねという言葉が出ると思うん

だけれども、年寄りなんか、そう簡単に救急車なんか乗ってまで行くあれじゃないと言って、遠慮

するって、遠慮しているわけですよ。だから、そのことを私は、個人が昔の軽貨物ですよね、軽貨

物、ああいうのがあれば、これがライドシェアになっていけば、年寄りの方なんかも、自分が具合

が悪くなったら来てくれん、頼まれんといえば、頼みやすくもあると思うんですよ。だから、そう

いうことを私は言っているんだけれども。火曜日とか木曜日とか、それが出るのはありがたい。そ

れを計画しているのはありがたい。けれども夜間、一番夜間ですよ。その時のことを考えて、夜間

はどうかなという、火曜日、火曜日と木曜日で計画していれば、それに乗って買い物に行く人もお

るけれども、だけど買い物に行ったとしても、その人なんか、もうさっささっさしてこなければ、

またバスが帰れば乗り遅れも出るわけよね。だからライドシェアが始まれば、その人たちはこれに

乗って行って、買い物をして家に送り届けるまでできるという格好なわけよ。そして、村のこのき

びきび号なんかで、村はただで行って、名瀬まで行くの幾らと料金が決まってくるけれども、それ

もライドシェアも同じですよね。料金は決まるし。村には負担がかからないと思うんですよね、こ

の準備する、検討して準備をすれば、あと、そこに希望してライドシェアをしてみたいなという人

がおれば、その人にしてみたいという人が自家用車でするわけですから。それほど私は金はかから
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ないと思うんだけれども。そのライドシェアの検討をしてくれと。この火・木のきびきび号が行く

のもありがたいけれども、とにかく夜間ということを考えてもらいたいというのがあるので、この

ライドシェアをしてもらえない、検討してくれないかということ。それでもう若い人なんかはいい

ですよ。夫婦で免許持っている人だったら、具合が悪くなったのから、名瀬・・・。そういうこと

言えるわけじゃん、夫婦、若い人なんかは。だけれども、免許もない年をとった人なんかが行動

も、自分の行動も鈍い。そういう人たちが心配をされているということが、私は気になるわけです

よ。そしてその人たちも、もう夜中でも気に、私はいつも自分が酒を飲まないんですから、島の年

寄りなんかにも、夜中ぬんがなんか電話しもるよと、送るよということはずっと言ってきているけ

れども、やっぱりね、年寄りだから、やっぱりあけやなはがでとか、そういうことを考えるもので

すから、救急車までという考えがあるものですから。やっぱり自分なんかが金を払ってすることに

は、年寄りの方なんかは全然気にしてないと思うのでライドシェア、もう１回そういうライドシェ

アの計画、そして火曜日と木曜日の新たなこのきびきび号の使用ができるということはありがた

い。それを考えて夜間のことも考えながらライドシェアの検討をお願いしたいということです。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 まず、夜間、深夜帯の運行という部分につきましては、やはりこれは人的な人員の確保がそこま

で可能であるのかどうなのか。そういった部分が大きな要素となってくるというふうに考えており

ます。また、先ほど議員の御質問の中にございました、今、お話になられた中で、村がライドシェ

アを行うのにあたって財政的な負担は生じないのではないかということを、今おっしゃったのです

が、近隣自治体の事例の方も確認をさせていただいておりまして、まず乗車料金ですね。こちらに

つきましては、近隣の自治体では自治体内を五つのエリアに区分けをして、エリア内移動200円、

エリアをまたぐごとに200円が追加されるというふうになっております。そして、ドライバーの確

保につきましても、１回、時間帯も複数に分かれておりまして、登録する時間帯が、その時間帯一

つに１回登録するだけで、運行も何もしなくても500円は発生するという内容になっております。

プラス５キロごとに300円、これはドライバーに支払う分ですね。１シフト登録500円、５キロごと

に300円追加。ガソリン代10キロごとに200円追加という形で、運転手への報酬が入ってまいりま

す。予約運行システムというものも取り入れる必要があるかというふうに考えております。そし

て、そういったものが約1,000万近く、年間かかるのではないかというふうに近隣自治体では試算

をしているところでございます。運行関連経費、先ほど申し上げました報酬ですとかガソリン代、

そういった諸々を合わせて、今、見込みの段階ということであるんですが、1,200万円から1,500万

円程度はかかるであろうというふうに試算をされているようでございます。こういったライドシェ

アの仕組みを取り入れるのにあたって、もちろん国交省側の補助事業というものも整備されている

ところでございまして、フィーダー路線補助事業というものがございます。こちらについては２分

の１の補助事業ということになっております。やはりこういったものを考えますと、２分の１の補

助事業を活用しましても、その半額約1,200万円は村単独経費負担というものが生じてまいるとい



 

- 115 - 

 

うところでございます。このようなことから、いきなり、いきなりといいますか、性急にほかの自

治体でやっているようなライドシェアということではなく、まず今運行をしているきびきび号の一

部リニューアルというような形で、運行を検討させていただきたいというふうに考えているところ

でございます。 

○８番（中井文忠議員） 

 課長、言葉で言うのは簡単だよね。だけど、あなた方はこの年寄りの気持ちが通じないじゃない

だろうと思うけれども、お金がどうのこうの、前にですね、村民の悩み、行政は村民を応援するあ

れがあるんじゃないですか。お金がかかるから。それ、どうしてもお金はかかっているわけですよ

ね。それを言われたら、もうお金がかかる、お金がかかるじゃ、ことは済まないと思いますよ。金

がかかるということを言われたら、それはもう行政はお金がかかってもやるべきことはやらないと

いけないわけですよ。村民の声、聞いたことあります。行政にそういう声が届きます。届かないで

しょう、あなた方には。私もあちこちの島々を歩いているものですから、やっぱりその人なんかの

声がこう聞かれるから、このライドシェア。交通の不便なところだからライドシェアが始まるんだ

よ。東京の23区でさえもライドシェアが始まっているでしょう。あなた方はやっぱり、このインタ

ーネットから書類を取って、そういうことをして取っているものですから、分かると思うんだけれ

ども、私は言わなくても分かると思いますよ。だからそういうのをですね、やっぱり東京のあの大

きな23区でできている。電車もバスもある、タクシーもあるんですよ、東京23区。だけどなんで23

区でできて、この奄美大島、大和村、自分なんかの島は利便性がいいと思っているんですか、あな

た方は。利便性はよくないですよ。名瀬に行っても、バスが来るまで待ったり、寒いところで待っ

たりしなければいけない。老人をいたわりましょうでしょ、本当は。年寄りをいたわりましょう。

私はそういう気持ちがあるんだよね、いたわりましょうという気持ちが。みんな村民だから一緒だ

ろうと思うけれども。課長連中はやっぱりお金がかかるからどうしようこうしよう。それはもうお

金がかかるのは待とうかとかいう気持ちでおると思うんですね。お金がかかるのはみんなそんなん

したら予算したのも自分なんかが見て、これはお金がかかる、予算も反対されますよ、そんなこと

言うんやったら。おかしくないですか、そういうこと言われる。お金、予算がかかるということだ

けは言ってもらいたくない。私は予算には反対はする気はないです、全く。予算が通過しなければ

村が運営をできないということがあるから、私は予算には反対はしない。だけど、あなたがお金が

かかるから何とかかんとか言うけれども、火曜日と木曜日が、このあれを検討しているということ

もありますけれども、私が言うのは、夜間。車が、そのライドシェアをやろうと思う人がおれば募

ってですよ、時間が、酒飲む人だったらできないけれども、酒飲まない人もおるわけですがね。そ

ういうのを利用するんですよ。不満を言えばいっぱいありますよ。やっぱり福祉の方々でもそうで

す。やっぱり買い物弱者を出したらいかんとかいうことでずっと言ってきたけれども、なかなか年

寄りの方はそれに向かっていけないというのが現実。福祉課長、お尋ねしますが、村内から名瀬に

買い物に行くから連れて行ってくれないかという電話とか、あったことがありますか。 
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○保健福祉課長（前田逸人君） 

 その点につきましては、私のほうは聞いてはないです。 

○８番（中井文忠議員） 

 なかなかお年寄りもパンの一つ買いに名瀬に行ってくれとか、注文なんかできないのが現実です

よ。だから、以前から買い物弱者が出るということは、議員の連中はみんな言っていたけれども、

もうそろそろそういうのが出てきたわけですね。だからですね、村長、お金がかかるかもしれない

けれども、もしお金がかかるとしても、もしこのライドシェアが必要、必要になったら、かかった

お金は、それはもう登録とか何かあると、こんなのチャラになる、パーになるかもしれない。だけ

ど、それは残っているから、また、次、しようというときにはできるじゃないですか。そういうこ

とも考えてですね、やっぱりライドシェア、年寄りの足と言ったら何とかような言葉になるかもし

れないけれども、手足になって、私はやる必要があるかと思うので、村長、もう一度、このライド

シェアの検討、きびきび号はきびきび号でいいけれども、ライドシェアの検討をしていただけない

ですか。それをしたら村長、あなたの顔が上がりますよ、あなたの顔ですよ。一般の議員なんかそ

ういう質問したとしても何もない。村長がしてくれてありがとうと。そういう思いが年寄りなんか

にも出てくると思うので、村長、やっぱり村民の年寄りのため、どこに行こうにも困る人のために

やってほしいというのが私の願いです。もう一度お尋ねします。このライドシェア、検討していた

だけないでしょうか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 担当課長が申し上げたのは、我々がきびきび号を運行したのは、やっぱり公共交通機関が撤退を

して、やっぱり直行バスが少なくなったと。そして村民が移動するときに困るだろうということ

で、きびきび号を我々は運行を決めたわけでございます。これも単費の単独の事業でございますの

で、先ほど担当課長が申し上げたのは、新たにまたライドシェアを入れると、それだけまた別途経

費がかかるよという意味合いで、ちょっと説明を申し上げました。ですから、我々はきびきび号だ

けじゃなく、今度は新たな運行の在り方をやっぱり検討しないといかんだろうということで、この

ライドシェアに似合った形の運行が、今後、大和村にも必要ではないかということで、検討しよう

ということで、今、担当課では進めておりますので、それが我々はきびきび号が、今度はもうライ

ドシェアに移行するのかどうかということもやっぱり考えながら、私たちは運行形態をやっぱり庁

内で検討しながら、また村民の意向に沿った、ニーズに合ったやり方が今後は求められてくると思

いますので、そういうところを総合的に、我々も検討材料として、これがライドシェアに変わるの

か、それともきびきび号が拡大された中での運行になるのかということは、まずは我々も一応運行

を進める中、そしてまたライドシェアの手を挙げる村民がいるのかどうかということも、やっぱり

検討の中に入れ込みながら進めていければと思っておりますので、そういう形で御理解をいただけ

ればと思います。 

○８番（中井文忠議員） 
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 村長、このライドシェアをする人がいるかとかいないかの問題はあととして、これを設置をした

ら、ライドシェアを大和村が募集しますよと言ったら、やる人がおると思うんですよね、私は。若

い人なんかもおると思う。だからですね、村長が今言われたように、きびきび号をライドシェアに

するのかどうかという計画を立ててやっているということでありますので、それをできれば早めに

ですね、していただければという思いでおりますので、その件は。予算を組んできたら予算をみん

なで通すかもしれないんですよ。だからそういう考えでしていただければありがたいと思いますの

で。じゃあ、この件については終わります。 

 ２点目の言葉についてということで。私たちが小さい頃には、方言を使うなということでです

ね、方言を使ったら学校の演台、朝礼台に立たされたりして言われた経験がありますけれども、こ

の言葉というのがね、だんだん教育長が言われた兄という言葉なんかも、やっぱり自分の胸には染

みて、新聞を見てですね、そういうことであったけれども。とにかくこの、ちゃん、くん付け、こ

れは、私は子供たちが大きくなって都会に出て行って、島で育った人は、兄ちゃん、姉ちゃんと言

ったけれども、それだったら都会では通用しないから、ちゃん付け、誰々さん、誰々君でいくんだ

ろうという思いはあります。この言葉は思いはあります。けれどもですね、島の方言がですね、衰

退をしていくんですよね。今の若い親たちが島口を知らなすぎる、話せない。その島口を使ったら

いけないというのがね、1945年、昭和30年頃に作られていたということをラジオの何かのときに聞

いたら、ラジオの放送で言っておりましたが、昭和30年って言ったら、私よりも一つ後輩の人なん

かですよ、もう71歳、72。私が72になるのも、71歳の方がですね、そのときから、この島口を使っ

たらいけないよということだったものですから。そうしたら、この言葉はもうだんだん島口は衰退

していく。だから今、教育長が言われたのも分かります。だけど教育長、それは強制じゃないです

よね。学校で強制的にやりきったことじゃないですよね。いかがですか。難しく考えているの。 

○教育長（中山恭平君） 

 いや難しくは考えておりません。今、中井議員がおっしゃいますように、私も方言をこよなく愛

する１人です。やはりそれぞれが育った環境、私の母の、いわゆる父、祖父と、小学校１年生の

頃、一緒に生活しておりましたので、自然とその方言が今も残っております。ふしゅって言った

り、やくむって言ったり、人を敬う、そういう言葉が自然と私の会話の中に出てくるようになって

いると思います。昭和46年、47年、私たちが小学校１、２年生の頃から、私は当時は加計呂麻島の

学校にいましたが、その頃も努力目標には方言は使わないようにしましょうというのがありまし

た、確かに。それから衰退しているかどうかは分かりませんが、やはり方言を使うという習慣が家

庭の中や地域の中で少なくなってきている、そういうふうに私は思います。私たちの61、62歳の同

級生ですら、方言を使ったり尊敬語の方言を使ったりすることができる友達は、もう少なくなって

います。ですから中井議員がおっしゃるように、そういう言葉が使えるようにするためにも、学校

では、学習発表会などで方言の劇をしたり、いろいろと学校も工夫しております。でも、これだけ

では私は日常で使うことは無理だと思いますので、家庭でも地域でもそういう機会があれば私は使
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って構わない。ただ学校の中で生活する上では相手を尊重する、そういう言葉もしっかり使うとい

うことを前提の上で、そういう会話がなされるような学校生活があるというのは非常に大事なこと

だと思っていますので、もっと村民の皆さんが方言を活発にというか、自由にいろんなところで使

えるような、そんな環境があるといいなと、私も同じように思っておるところであります。以上で

す。 

○８番（中井文忠議員） 

 教育長、ありがとうございます。子どもたちが方言を。この島の方言というのは村長、笑い事だ

けれども、小さいときから使っておれば慣れる。そして奄美のこの言葉、暗号になるんですよ、暗

号。これ冗談で聞いておいてもいいんです。私は孫娘に小さいときからおっぱいは何ち言うと。方

言、ちっこわ。これはぶっかと言って、それをやったら、これは民家の合言葉にしようと。もし、

あんたが誘拐されていったとき、もしもし、民さん、孫を誘拐したけれどもと言うとき、だった

ら、はい、孫を出してくださいと。あんた、孫の名前で、そうねえと言ったら、はいと言ったら、

だったら、この暗号を言ってごらんと。その暗号が言えない子は、自分の孫じゃないと自分は思っ

ているから、それはもうどうでもいいよ、どうぞどうぞと言わんにはならないようになると言っ

て、孫にはそれをずっと言って聞かせている、今でも。今、中学１年生だけれども、やっぱり家で

笑いながら話して、そういう島の言葉、大事に少しでもね、大事にしなければと。そして、世界、

ユネスコですかね。それでももう島の南西諸島の言葉が消えていくと、やっぱり心配してますよ。

あの奄美の方言の鈴木るり子さんかな、生勝出身のあの人たちもえーと思う、この島の言葉が消え

ていくうち。まあ、とにかく家で親たちが使わないからだろうという思いですね。家で、えいと言

って、ずっとやっぱり言葉、方言で交えて子供の方とも話をして、親自体が分からんかれば子供に

は教えられんからね。だからそういうことですね。別にその子供たちの言葉。そして、もう中学生

になったらね、昔などは、おい同窓生ならやーとか、そういうこと言ったじゃない。先輩にはな

ん。この島のこの言葉の良さですよ、馴染み。だから、そういうのをもう少しですね、中山昭二兄

が島口教室なんかしているけれども、その若い親なんかが行って勉強すればいいけども、なかなか

このあれが伝授できるかなという思いで見ております。村長、以前に私は役場に入った、議員にな

るときから、役場の場内で、あの方言を使えばどうねって言ったけれども、方言はなかなか使えな

い。年寄りには方言を使わないといけないですよね。かたいから。どうですか。言って、うぇっ

て。ぬしがいもちっち言えば年寄りは分かるわけよ。だからそういう言葉というのが、だんだんだ

んだん年寄りにも分かるようにしていかないといけないということであります。役場の窓際におる

人たちは、少しでも年寄りが来たら方言を使ってほしい。これはもう村長、あなたの指導ですよ。

やっぱり方言が使う人は使えれば年寄りも安心を取るということ。そういうことで、口やかましく

口すっぱく言ったけれども、村長、ライドシェアとか、そういうのには、予算などを組んでいただ

ければ、それ、みんなが賛成、反対をする人はいないと思いますので、よろしくお願いします。こ

れで終わります。 
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○議長（藏 正議員） 

 これで、８番、中井文忠議員の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩いたします。午後は13時30分から再開いたします。 

休憩 午前１１時５０分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午後 １時３０分 

○議長（藏 正議員） 

 それでは、休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

 ７番、勝山浩平議員に発言を許可いたします。 

○７番（勝山浩平議員） 

 皆さん、お疲れ様です。７番、勝山浩平です。傍聴にお越しいただいてありがとうございます。 

 質問の前に、３月８日、国直集落で開催されました第15回宮古崎つつじウォークを見学いたしま

した。盗掘によって失われた宮古崎つつじの再興を目指すこの取組は、集落の皆さんや参加者の笑

顔にあふれ、春の風とともに心地よい活気が広がっておりました。開会の挨拶で、実行委員長が語

られた、人間の手で壊された自然は、人間の手で取り戻すことができると信じて取り組んでいくと

いう言葉が胸に深く刻まれました。この力強いメッセージは、自然再生への覚悟であり、地域の未

来を切り拓こうとする意思そのものだと感じました。国直集落が壊された自然の再興を目指しなが

ら、地域振興や新たな展開へと挑戦をしているその姿勢に大きな勇気をいただきました。自然と共

に生きる島の暮らしの中で、守りながら未来を創るという営みの尊さを改めて実感をした一日でし

た。 

 それでは質問に移ります。 

 墓の継承者難、無縁墓対策として、必要とする集落への小規模な共同納骨堂、合葬墓への整備助

成を求めて。墓の継承者不足や無縁墓の増加に対する対策として、小規模な共同納骨堂、合葬墓の

整備支援について、これまで４回にわたり一般質問を行ってまいりました。直近では、令和６年第

３回議会において取り上げましたが、その後も村民から、親族が島外にいて将来の墓守りができな

い。自分が亡くなったあと、墓の管理がどうなるのか不安といった切実な声が寄せられ続けており

ます。令和６年第３回議会での一般質問に対する答弁では、困っている方が共同納骨堂を望んでい

るのであればいろんなやり方が考えられる。村としても何がしかの手段を取って、事務嘱託員会を

通じてでも、意見を伺いながら今後を考えていきたい。助成についても意見を聞きながら対応策を

考えていかなければならないと、前向きな姿勢が示されました。その後の進展について、令和６年

第３回議会での答弁を踏まえ、どのような検討を行ってきたのか。助成制度の検討状況はどうなっ

ているのか、これまでの進展を伺います。 

 次に、各小学校の今後の望ましい在り方について。現在、小学校に通う児童を持つ保護者、そし

て、今後、入学を控える未就学児の保護者から、児童数の減少に伴う小学校の将来や存続、そして
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子供の教育環境への深刻な不安の声が寄せられております。これまで小学校の在り方を問う一般質

問に対して、村当局は存続が望ましいとの答弁を繰り返してこられましたが、中山教育長の就任に

当たり、改めて村としての基本的な考え方を確認したいと思います。児童数の減少が続く中で、現

状のまま存続を図るのか、統合の可能性を検討するのか、新たな教育形態である小中一貫教育を視

野に入れるのか、村当局としての見解を伺います。どのような形態を選ぶにしても、子供の健全な

成長を願う保護者の熱い思いを丁寧に受け止めることが不可欠です。そのためには、行政側の判断

だけでなく児童や未就学時の保護者の声を把握をして、子供にとって望ましい教育環境とは何かを

共に考える必要があります。児童及び未就学時の保護者を対象としたアンケート調査を実施をし

て、保護者の意向を把握する必要性について、村当局はどのように考えているのか伺います。 

 次に、成人の軽度・中度の難聴者への補聴器購入助成を求めて。近年の研究では、難聴が認知症

の最大の予防可能なリスク因子とされ、軽度・中度の段階から補聴器を使用することで、認知基能

の低下を抑える可能性が示されております。また、医療、介護費の削減という観点からも、軽度・

中度の段階で補聴器を使うことが重要という認識が広がっております。更に、本村においても、若

い世代で聞こえにくさを抱える、いわゆる若年性難聴に苦しむ村民が存在をし、年齢に関わらず聞

こえの支援が必要な状況が生じております。しかし、補聴器は片耳でも数万円から数十万円と高額

で医療保険の適用もなく、全額自己負担となっております。そのため、必要なのに買えないという

状況が起こりやすく、全国的には自治体が独自の補聴器購入助成を行う動きが広がっております。

令和６年第４回議会の一般質問において、当局は補聴器購入助成についても、可能性は十分あると

考えている、どのような形で実施するのが最も適切か、補聴器使用のフォロー体制と合わせて検討

していきたいという答弁をされております。身体障害手帳を持たない成人の軽度・中度の難聴者へ

の補聴器購入助成についてどのような検討が行われ、どのような進展があったのかお伺いいたしま

す。 

 以上、壇上からとします。 

○村長（伊集院 幼君） 

 皆さん、こんにちは。それでは、勝山議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、私の方からは、１点目の共同納骨堂の整備助成と、３点目の補聴器購入助成についての御

質問に対し答弁をさせていただき、各小学校の今後の望ましい在り方につきましては、後ほど教育

長の方から答弁をさせていただきたいと思います。 

 それでは、１点目の墓の継承者難、無縁墓対策として、必要とする集落への小規模な共同納骨堂

の整備助成を求めての御質問でございますが、昨年の３月議会以降、事務嘱託員会では、各集落に

おける墓の管理の状況や共同納骨堂の要望についての御意見が交わされましたが、共同納骨堂の必

要性については、御意見もなかったところでもございます。現状におきましては、議員御指摘のよ

うな、将来への不安を口にされる村民の方はいらっしゃるものの、現時点において集落から村に対

して共同納骨堂を整備したいという具体的な要望や計画の相談が寄せられている状況にはございま
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せんので、現段階におきましては考えはないところでもございます。また、墓地や納骨堂の整備は

単なる建設事業とは異なり、墓地埋葬法に基づく法的要件の遵守や、将来にわたる祭祀継承の問

題、更には各集落が大切にしてこられた伝統や慣習など、慎重に考慮すべき事項が多岐にわたると

思っております。これまでの検討におきましては、他自治体における共同納骨堂の先行事例や、管

理運営上のトラブル事例などを収集、確認をしてまいりました。その結果、安易な整備支援は、将

来に管理者の不在や維持管理費の問題を招く恐れがあるという課題も浮き彫りになっております。

こうした現実的な課題整理を経て、各集落の意見や実情を整理する必要があるというふうに認識し

ております。今回、議員の方から質問をいただきましたあとに、今月に入り名音集落より小規模合

葬墓の整備についての要望が出されてきておりますので、詳しい内容を確認しながら、行政として

どういう形ができるかということを検討してまいりたいというふうに思っているところでございま

す。 

 次に、３点目の成人の軽度・中度の難聴者への補聴器購入助成を求めての御質問でございます

が、難聴は大きく軽度・中等度、高度、重度の４段階に分類されており、本村におきましては、高

度、重度においては、障害者手帳申請ののち、国・県が実施しております障害者自立支援給付費負

担金事業を活用し、助成を行っております。また18歳未満の軽度・中等度の難聴者につきまして

は、鹿児島県軽度・中等度難聴児補聴器助成事業を活用して助成を行っているところであります。

議員の御質問にありますとおり、近年の研究で、難聴が認知症の最大の予防可能なリスク因子とさ

れており、そのために軽度・中度の段階から、聞こえの問題を解消していくことは、介護予防にも

大変重要であることは認識をしているところでございます。補聴器の使用につきましても、その一

つではございますが、補聴器使用にあたっては、しっかりと活用できるまでの調整に時間がかかる

ことも多く、ケアマネージャー等の個別訪問や、補聴器専門家等への聞き取りによりますと、村内

においては、補聴器を購入しても上手く活用できていない方が多い傾向にあるようであります。そ

のため、現段階におきましては補聴器助成を行うのみでは効果が低いと考えられることから、個別

サポート体制や聴力に対する理解等の支援策を、今後も講じていくことが必要であると考えており

ます。これまで聴覚に関する村民への理解を深めるため、昨年２月の福祉祭におきましてはヒアリ

ングフレイル講和の実施や難聴に対する個別相談会、補聴器以外の聴覚支援機器の紹介等を行って

きたところでございます。また、更に検討を進めた結果、介護予防教室等において言語聴覚士によ

る指導、助言の場を設定し、軽度・中等度難聴者への支援方法の具体案を、更に協議していく予定

としております。併せまして、聴覚支援策につきましては、県や市町村の助成状況等も参考にしな

がら、本村の現状に合った対策を講じることができるよう、引き続き検討を継続してまいりたいと

考えております。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により、関係課長、あるいは自

席の方から答弁をさせていただきます。 

○教育長（中山恭平君） 
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 皆さん、こんにちは。勝山議員の質問にお答えしたいと思います。勝山議員から出されました、

各小学校の今後の望ましい在り方についての御質問の中の、村としての基本方針についてでござい

ますが、議員御指摘のとおり、児童数の減少により、学校の存続や教育環境に不安を抱く保護者が

いることについては、教育委員会としましても認識しているところであります。本村はこれまで、

小学校は地域にとって欠かすことのできない存在であり、存続が望ましいとの考えの下、教育行政

を進めてまいりました。私も、その基本的な認識は共有しているところでございます。現時点にお

きましては統合を進める、あるいは新たな教育形態へ直ちに移行するなど、具体的な再編方針を定

めている段階にはありません。まずはそれぞれの学校において、可能な限り教育内容の充実を図

り、子供たちにとってよりよい教育環境の確保に努めてまいりたいと考えております。一方で、児

童数の推移は大変厳しい状況にあり、今後の動向を注視しながら、教育環境の在り方について整理

していく必要があるとも認識しております。今後につきましては、まず首長部局とも十分に協議を

行い、その上で適切に対応してまいります。 

 次に、子供にとって望ましい教育環境をともに考えるための保護者アンケートの実施についてで

ございますが、子供たちの成長を願う保護者の思いを丁寧に受け止めることは、教育行政を進める

上で極めて重要であると認識しております。本村では、学校行事や懇談会、地域の各種会合、更に

は、今後予定されております集落座談会など、様々な機会を通じて御意見を伺う場がございます。

まずは、そうした機会を大切にしてまいりたいと考えております。議員から御提案の保護者アンケ

ートにつきましては、大変、一つの方法ではございますが、実施にあたっては目的や設問内容を十

分に整理しないまま行えば、かえって不安や誤解を招く恐れもございます。現時点で具体的な実施

を決定しているものではありませんが、今後の状況や必要性を見極めながら、意見聴取の在り方に

ついて慎重に検討してまいります。教育委員会といたしましては、何よりも子供たちにとって望ま

しい教育環境とは何かという視点を第一に、地域や保護者の皆様の思いを踏まえながら慎重に対応

してまいります。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により、関係課長、あるいは自

席の方から答弁させていただきたいと思います。 

○７番（勝山浩平議員） 

 前回、一般質問で取り上げてから約１年半が経過をしていますけれども、冒頭でも、壇上でも申

し上げましたが、やはりこの間も村民の方からそういった困っている声が届くんですよね。区長さ

んに確認をしたけれども話はなかったということでありましたけれども、１年半経って、より深刻

さを増していると感じております。お尋ねですが、各集落の共同墓地がありまして、その共同墓地

内に無縁墓ですね、どれくらい存在をしておりますか。 

○住民税務課長（直島秀治君） 

 現在、大和村集落内の共同墓地における無縁墓地の数に関しましては、先日、集落の方に確認を

いたしましたところ、目視確認として、無縁墓地であろうという数は把握しております。実際、村



 

- 123 - 

 

内でも約、確認ができているのが83件ほどあるのではないかと思っています。これに関しまして

も、確実にこれが無縁墓地であるかというのは確定はされていないんですけれども、現在の区長さ

んが把握している数はそのような数となっております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 現在、奄美群島の市町村におきましても、宇検村は整備済みですよね。今、奄美市が、そして、

集落の共同墓地の納骨堂の補助として、2010年から100万円を上限に補助制度を実施しておりま

す。そして、今、喜界町と与論町が納骨堂整備に向けて進めておりますが、これはもう、いずれ必

要になってくる。いままで、今以上にですね、そういった現れだと思っておりますけれども、名音

集落、令和４年に集落の世帯でアンケート調査を行った際に、皆さん、全員が回答はしてくれませ

んでしたが、半分ほどの回答がありまして、３世帯から望む声がありました。私が質問を取り上げ

ておりますけれども、戸円でもあって、大棚の方からも、大和浜の方からもそういった声もありま

した。困っている方が確かに存在していると私は思っております。今、ほかの市町村でもこういっ

た取組を進めておりますけれども、今後に備えてですね、本村としても、将来的な需要、墓守、墓

の管理に困る需要を見据えた検討を始める。来年整備再来年整備どころではなくて、検討をするぐ

らいの段階には来ておりませんか。 

○住民税務課長（直島秀治君） 

 この無縁墓地等、共同墓地等の管理につきましては、今現在、各集落の管理の方は、集落の方で

管理をさせていただいております。これに関しまして、やはり集落の方から要望、相談などがあり

ましたら、その都度、村としても協議を行い、それに向けて何らかの支援ができるよう検討を進め

てまいりたいと考えております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 村長の答弁に、地元の件で申し訳ない、名音集落から要望があったとありましたが、区長、嘱託

委員を選ぶ臨時総会を開いた際に、総会の中で出た意見になる、要望書をあげようとなったんです

よね。集落で造りたいんですけれども、なかなか財源的なものがありまして、幾らかでも村の助成

をいただけないかという思いがあって、区長が要望書を提出をさせてもらっておりますが、今、直

島課長の答弁にありましたけれども、名音集落として、また今後、要望する集落が出てくる可能性

はありますが、今、確かに要望が出されておりますけれども、それに対して、何らかの幾分かでも

助成をする、検討していくというつもりなのですか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 これまで何回も議員の方から御質問がございました。私がこれまで答弁したことは、やっぱりそ

れぞれの個人の責任の中で、やっぱり先祖を、やっぱりこうして拝んでいる墓地だというふうに、

我々は認識している中では、実際村民から、そのやっぱり自分の心配をされる方はいるかもしれま

せんが、私たちがこれまで事務嘱託員会で確認したことは、地域で本当にどうなんだろうという声

が出ないままの中で、行政がやっぱり進めるわけにはいかないだろうということで、これまで多
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分、我々は答弁をさせていただいたと思います。そういう中では、助成をやるかやらないかは別と

しても、集落のやっぱり同意の中で、私たちはそれに沿って行政としてどう対応していくかという

ことが、私は重要ではないかと思っておりますので、そういう声を聞く中で、私としては名音集落

から出ている件については、もう一度内容的なものを確認した上で、だったら、その集落のやっぱ

り賛同をいただいた中であれば、我々としても、村としてどういう形でできるかということを、庁

内で検討したいということでございますので、その点については今一度、ここでは即答できません

けれども、どういう形でできるかということは、庁内で、我々も近いうち検討を進めていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 検討を、是非、お願いします。もう宇検村みたいな立派な、以前も申し上げましたけれども、宇

検村のような立派なのではないんですよね。個人の墓、改装して灰になってしまえば、もう小さく

納まりますので、そういった規模でできないかなということを、協議をしておりまして、自分たち

で造ろうという話も出ておりまして、そういった際にでも、もう本当、少しでも助成があったらあ

りがたいという要望ですので、是非、御検討を、前向きにお願いいたします。 

 それで、参考になる事例が近くにありましたので、先ほど申し上げました奄美市ですね。奄美市

が2010年、集落共同墓地無縁化対策事業というのを行っております。もう16年前ですね、実証して

おりますが、集落の共同墓地に集落から要望があって納骨堂を造ろうとなった場合に、上限100万

円で２分の１助成という形で助成を出しておりますが、こういった、近くに取り組んでいるいい事

例がありますので、是非、参考にしてもらって、今回は名音集落からの要望。今回、今後、他の集

落からあがってくる可能性もありますので、参考にして、是非前向きに検討してもらいたいと思い

ますが、再度確認いたします。 

○村長（伊集院 幼君） 

 これは、一応我々もしっかり集落の状況を確認した上での、やっぱり今、出ている名音集落から

の確認等含めて、各集落にもそういう声を投げかけながら、行政として先ほど議員がおっしゃった

ように、こうして近隣の市町村がどういう形で助成をしているのかということも再確認しながら、

我々としては進めさせていただければと思います。 

○７番（勝山浩平議員） 

 村長、ありがとうございました。是非、お願いいたします。 

 小学校、望ましい在り方ですね。これまでと同じような答弁だったと感じました。先日、大和中

学校の15回目の卒業式がありまして、今年、当然、開校15周年ということでありましたが、議会、

その当時の村長が統合すると決めて、いろんな手続きを経て、平成18年、違いますね、平成23年４

月に開校をされております。統合すると決めてから、開校までの期間、どれくらい、大和中学校の

場合で、事例でかかっておりますか。 

○教育委員会事務局長（宮田 龍君） 
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 大和中学校に関しましては、平成18年５月１日に教育委員会事務局内に学校規模見直し内部検討

会を設置したことを初年度といたしますと５年間の準備期間となり、６年目に大和中学校開校とな

っております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 統合すると決めてから、本当に難しい慎重な問題ですから、時間かかるんですよね。中学校の場

合でも６年かかっています。では、この６年というのを考えた場合に、今の各小学校、統合でかか

った期間が６年ということがありましたが、６年後の各小学校の児童数はどのようになっています

か。もし現在の数もあれば、現在と比較して答えていただけたらありがたいです。 

○教育委員会事務局長（宮田 龍君） 

 令和７年度小学校の児童数になります。大和小学校34名、大棚小学校17名、名音小学校14名、今

里小学校４名、合計で69名であります。先ほどの質問ですが、令和８年度から５年間の準備期間と

した場合は、令和13年度ということになりますので、令和13年度の各小学校の児童数について報告

します。大和小学校が36名、大棚小学校10名、名音小学校７名、今里小学校１名の合計54名となり

ます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 宮田局長、細かい数字、ありがとうございました。児童数の減少に伴って、当然ＰＴＡの数も減

ってきていて、現在のＰＴＡの保護者からは負担が大きいというような、校区によってはですね、

聞こえますが、村当局としてこのＰＴＡの負担増の現状をどのように受け止めているのか。また、

これを少しでも改善するための対策、どのようにお考えですか。 

○教育長（中山恭平君） 

ＰＴＡの戸数の減少により、１人当たりの負担が増えているという声につきましては、教育委員会

としましても、各学校からの聞き取りによりますと、保護者の人数が限られており、ＰＴＡ活動の

小中学校、ＰＴＡ活動のどちらの活動にも参加することがあり、負担だということや、役員を引き

受ける方が固定化される。保護者も仕事を持っているので、いつでも休んで学校行事に参加できる

わけではない。会員の減少、Ｐ戸数が少ないため、役員との負担が集中してしまうなどの状況につ

いては把握しておりまして、大変重く受け止めているところでございます。とりわけ、極小規模校

においては、先ほども申し上げましたように、役員の固定化や活動負担の集中が避けられないとい

う実態があるわけでありまして、持続可能な体制づくりが大変急務であると認識しております。Ｐ

ＴＡは、自主的、自律的な社会教育関係団体ということでありますが、教育委員会といたしまして

も、団体の育成と視点からは、負担に、軽減につながる取組を助言、支援していきたいということ

を考えております。具体的には、活動の効率化とかデジタル化の推進、各学校においてＰＴＡ活動

の精選やデジタルによる情報共有することで、物理的、時間的な負担の軽減を図り、参加しやすい

環境づくりができるように助言したいと考えております。２点目は、今も行われておりますけれど

も、地域との連携強化であります。既に取り組まれている事例もございますが、ＰＴＡ活動の一部
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を、地域の団体と共同で実施するなど、地域資源を活用しながら負担を分散する方策について実情

に応じて、支援状況、情報提供していきたいと考えております。更には、県内ほかの市町村の好事

例、いい事例などがございますので、そういった事例も積極的に情報収集を行いながら、適時提供

して、持続可能な活動形態の構築に向けて参考としていただけるように努めていきたいというふう

に考えております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 そもそもの質問になって大変申し訳ないです。以前もさせてもらったんですけれども、学校の目

的ですね。一番の目的は何でしょうか。 

○教育長（中山恭平君） 

 学校は、単に学問を学ぶだけではなくて、社会の一員として必要な基礎的な資質を育む場である

というふうに捉えております。また、個人の成長と学びという意味においては、学校は個人の能力

とか個性を伸ばす場でもあると考えております。様々な科目や活動に触れることで、自分の得意や

不得意を発見して、幅広い知識を習得するというところ。一方、学校生活においては、知識の習得

や社会性の育成、個性の開花など、やはり大人になって社会で困らないための知識とか経験を積む

場、そして同時にその個性や能力を伸ばす場だというふうに捉えております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 今里小学校を例えに挙げますけれども、５、６年後、１名になる可能性があるということでした

が、そういった状況を今のところ見込みで分かっていながら、今里集落、住宅が空いていて募集を

かけてもなかなか入居者が、希望者がいないという現状がありますが、そういった現状を把握をし

ながら、それでも存続でいきたいとする、その理由は何ですか。 

○教育長（中山恭平君） 

 今、局長が答えた統計で、令和13年には今里校が１名になると、大変厳しい状況だということ

は、数字からはどなたも認識するところでございます。将来的に児童数が大きく減少する可能性に

ついては、本当に教育委員会としても重要な課題だということは、勝山議員同様、認識しておりま

す。しかしながら、学校の在り方について、これはどういうふうに捉えるか、それぞれの価値観が

ございますが、私は児童数のみをもって、直ちにこの存続とか統合するという判断をするのではな

くて、児童の教育環境とか、通学の条件、地域との関わり、更には保護者や地域の皆様の意向など

を、具体総合的に踏まえて検討すべきものではないかというふうに考えております。仮に児童数が

極めて少ない状況になった場合におきましてもですね、子供にとって望ましい教育とは何かという

ことを考えながら、保護者や地域の意見を丁寧に伺って、大和村としてどのような形が適切である

かを慎重に検討していきたいと考えております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 嫌な質問の仕方になって本当に申し訳ないんですけれども、実際ですね、今、困っている、寄せ

られる子への保護者は、子供の教育が一番でしょうという思いなんですよ。当然だと思います。地
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域とかよりも自分の子供の教育の先々を心配しているんですよね。最近では奄美市が住用町の小中

学校を統合しましたが、大学の先生などが委員長を務めになって、最近、市に答申をしておりまし

たが、子供を最優先に考えた、子どもファースト一番大切にしたというようなことを答申をされて

おりましたが、それは本当の、今、不安を抱える本村の保護者の思いなんですよね。それを、是非

受け止めていただきたい。住用町の事例では、住用小中学校、東城小中学校、小中学校でちょっと

本村とは事情は違いますけれども、それでも、住用小15名いたんで、東城小15名いたんで、だけど

１校にしましょうと、その審議会は判断をしたんですね。それは望ましい教育を、子どもファース

トのためにするためにあるんだろうと考えておりますが、では保護者のそういった不安の声があっ

て、先々子供が増えますよという見込みもない状況もあって、そういった現状の中、本村の教育、

望ましい教育として、望ましい児童数や適正規模はどのようにお考えですか。 

○教育長（中山恭平君） 

 本村として、現時点で明確な基準とか考え方を設けているところではありませんが、議員御承知

のことだと思いますが、学校教育法施行規則の第41条におきまして、学校規模の基準は学級数によ

り設定されております。小中学校とも12学級以上、18学級以下が標準とされております。この標準

は、特別な事情があるときはこの限りではないという弾力的なものとなっており、地域の実情を踏

まえた判断が必要であるというふうに考えております。繰り返しになりますが、児童数の推移が大

変厳しい状況にありますし、今後の減少が見込まれる中での子供たちにとってよりよい教育環境を

確保するということは、教育委員会の重要な責務だというふうには認識しております。今後はです

ね、児童数の５年後、６年後の動向というのは分かっているわけでございますので、保護者や地域

の皆様の御意見を丁寧に伺ってですね、本村における学校の在り方というのを研究を進めていきた

いと考えております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 教育委員会だけの問題ではないんですよね、もう全庁体制で臨まなければいけない。本当に不安

を抱えている保護者は、行政としては自然消滅を待っているんじゃないかな。子供が全くいなくな

って、もう統合、そういうふうな考えを持っている方もいます。存続でいくということでありまし

たけれども、そのための具体的な方策。毎回、質問させてもらっておりますが、存続させていく、

分かりました。ではそのための保護者が納得するための具体的な方策を示してください。 

○村長（伊集院 幼君） 

 具体的な方策と申しますか、今里小学校の存続においては、これまで親子留学制度をさせなが

ら、やはりこの自然の中で子供を育てたいという、全国的なそういう家庭もいらっしゃる中で、

我々もいいことだと思って、これまで取組を地域とやって、連携を図りながら進めてきました。し

かしながら、なかなかその地域に馴染まないとか、いろんな諸事情があって、そしてまた私たち職

員も板挟みになりながら、この対応がままならない中で、今現在の今里親子留学制度が、今、休止

という状況にございます。我々としても、やっぱり仲を取り持つ方がいて、やっぱり上手く行政と



 

- 128 - 

 

地域と、上手く取り合いながら、こうして今里で住んでいただくことが大事かなという反省点もご

ざいました。それで今回、名音集落の方が親子留学制度を始めるに当たって、これから集落の御意

見もいただきますけれども、それに合わせた形で、今里の地域の皆さんと意見を聞きながら、村と

して、どういうことができていくのかということも、必要かなというふうに考えておりますので、

まず今里の先行事例もありますので、その点を名音集落のその受入側との上手く調整をしながら、

今里で再度親子留学がスタートできないものかというのは、我々もちょっと思っておりまして、そ

れを議論の中に、ちょっと盛り込んでいければというふうに考えております。先ほど教育長の答弁

にありましたように、来月、各集落も回る予定にしておりますので、行政懇談会の中で、もう一

度、今里集落におきましては、そういう御意見も賜りながら、村としても前向きに進めていければ

と考えているところでございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 名音の親子留学、本当、集落から要望させてもらったもので、実現できて、議会、通ればですけ

れども、大変感謝しております、集落。ありがとうございました。また今里についても、是非前向

きに進めて、再開目指してですね、努めてもらいたいと思いますが、気になるのは、やっぱり大棚

もなんですよね。17名が５、６年後10名になる。大棚集落の方でも、親子留学の導入について、集

落で検討してもらうことも必要なんじゃないかなと感じております。今里親子留学制度をちょっと

再開目指して努めていくという答弁があった中で、聞きにくいんですが、現在、小学校に通う保護

者から、今通っている、児童が通っている保護者から、他の校区に転校することはできますかとい

う問い合わせがありまして、いかがですか。 

○教育長（中山恭平君） 

 議員御指摘の制度というのが、小規模校特別認可制度というものだというふうに認識しておりま

して、これは文部科学省による通学区域制度の弾力的運用についてということで、平成９年１月に

通知が出されております。この内容は、学校選択制の１形態である特認校制のうち、小規模校にお

いて取り入れられる制度でございます。特色ある教育活動を通じて、学校の弾力化を図る一つの手

法でございまして、その趣旨については、私どもも大変理解するところでございます。しかしなが

ら、本村におきましては、ほぼ４校とも小規模でございまして、近隣市町村のように１学年で２学

級とか３学級というような大きなクラスを抱える学年がもしあれば、そのところから、例えばＡ校

に１人転校とかいうことは可能であって、その転校した学校でも、１人減ったからといって学級が

減ったりとかいうことにはならないわけですね。ただ、例えば今の小規模である学校から、例えば

３人とも保護者が転校を希望するとなったら、その学校はもう学校自体が存続しないということに

なります。ですので、これはやはりその地域の実情に応じて、しっかり考えていかないといけない

ことであるものですから、その辺はですね、やはり校区を越えて通学する場合でも、学級が増える

ということが見込まれないものですから、これは慎重に考える必要があるのかなというふうに考え

ているところでございます。 
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○７番（勝山浩平議員） 

 今は、現在、通っている児童の場合でしたけれども、では、これから入学をするお子さんがいる

家庭が、集落を、自分の集落に学校があるが違う学校に入学をさせることができますか。 

○教育長（中山恭平君） 

 このことについては、それぞれ市町村でこの認可制度のルールと言いましょうか、規約を作って

いく、それを踏まえてやることになりますけれども、いずれにしても、その子が、例えば校区が限

られていますよね、通学区域が。それが通学区域が変わるということを受けてやることになります

ので、基本的にその方の通学している区域が変わるということがあれば、それは違う学校に行くこ

とは可能だと思いますけれども、本当に通わなきゃいけないところに住んでいながら違う学校に行

くというのは、今のこのルール上では、やはり厳しい難しいものがあるというふうに考えておりま

す。 

○７番（勝山浩平議員） 

 これ、お伝えしたかったのは、不安を抱えている保護者は、それほどの危機感を持っているんで

すよね。ダメだったら、もう集落を引っ越そうとか、村を引っ越そうとか思っている方もいるんで

すよ。ですから、今回の質問で一番もう訴えたいことは、教育長がさっきからおっしゃっている、

保護者の意向を丁寧に集める、受け止めるために、このアンケートだけでもやってほしいという声

が、保護者、多いんですよね。統合は難しいというのは分かっている。ですけれども、今のより

も、少しでも自分の子供の学校教育をよくしたいという思いがあって、ちゃんと意見も考えも持っ

ている、パブリックコメントに出された意見もありましたし、１年前、第３期の子ども子育て計画

のときにも、同じようなコメントが出ているんですよ。そういった意見を持っている保護者がいら

っしゃる。熱心な、子供に愛情を注いで、本当に心配している保護者がいるので、そういった保護

者の意見を、教育委員会としてしっかりと受け止めるためにも、統合、存続、統合ありきではなく

てですね、時間かかるんですから、それに備えて、今で、毎年毎年、少しでも改善をしていくため

に、アンケート調査を行ってほしいという要望を受けて、一般質問をさせてもらいましたが、奄美

市が住用町で行った質問項目等のメニューもあると思うんですよ。ほかも鹿児島県内、今、統合、

多いですから、そういったのを参考に、統合のためのアンケート調査ではなくて、今後の学校の在

り方、よりよい学校教育のためのアンケート調査を実施してほしいというお願いです。いかがです

か。 

○教育長（中山恭平君） 

 ありがとうございます。先ほども、最初の方で答弁をさせていただきましたけれども、保護者の

そういう思いというのは、しっかり私どもも認識しておりますし、その内容の、アンケートの内

容、意見、項目等については、議員を認識しておりますように、統合とか、そういうことではなく

て、真摯にその保護者がどう思っているかということを伺う内容という、意見聴取の在り方を、私

どもも、また、今言った他市町村の情報なども収集しながら考えていきたいと。また、そこも研究
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させていただいて、どういう形がいいのか。先ほど村長からありました、里親制度もありますの

で、そういったものも全て含んでですね、総合的にどういった内容のもので保護者のニーズに合っ

たものを、しっかり私たちも聞き取っていかなきゃいけないのかなというふうには思っておりま

す。 

○７番（勝山浩平議員） 

 集落座談会等も、これから開催されますということで、大変嬉しいことではあるんですけれど

も、なかなかそういった会に出て発言しにくい、特に若い世代の方、多いと思いますので、是非、

アンケートを実施していただいて、小学校、中学校、あと、せめて絶対は未就学児ですね、未就学

児の保護者を対象にしてですね、アンケート調査。どこかの調査、研究をしていただいて、実施を

してもらいたいと思います。ありがとうございます。 

 難聴ですね、補聴器助成です。助成をしてくださいというばかりは簡単なんですけれども、助成

をすることによってメリットもあると思われます。早期使用によって認知症予防になるということ

は、当然、介護保険、医療費にも反映をしてくると思いますけれども、村として、この補聴器、軽

度・中度ですよ、の方への補聴器助成をすることによって、導入した場合の医療費、介護費への影

響をどのように評価をしていますか。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 確かに、議員のおっしゃるように、補聴器、介護予防のために補聴器は介護費の削減になるかも

しれません。せっかく補聴器を助成をしたとしましてですね、今、村長の答弁にもあったように、

補聴器に着用になれずにですね、違和感を感じて外したまま使わなかったりですね、小型化が進

み、紛失したりするということが考えられて、今、ケアマネージャーさんとか、いろいろな個別訪

問をやっているんですけれども、やはり補聴器をしててもタンスの中に入れているとか、あと、も

うちょっと、さっき申しましたとおり、違和感があって外しているということで、そういったこと

を考えますと、補聴器の助成をしたからといって、そういった形の介護費の影響が出るというの

が、今評価はちょっと難しいところであると考えております。以上です。 

○７番（勝山浩平議員） 

 一般論ですけれども、ネット等で調べてもらったら分かりますけれども、そこにやっぱり効果が

あるという専門家の意見とかもありますので、是非、参考にしてもらいたいと思いますが、本村で

すね、身体障害者手帳を持たない成人の軽度・中度の難聴者、本村にはどれぐらい存在をしていま

すか。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 軽度・中度、若い世代が何歳からというか、軽度・中度というのが、今のところ正確な数字は把

握していないところであります。 

○７番（勝山浩平議員） 

 ヒアリングフレイル対策を進めていく上で、そういった数を把握する取組も必要ではないです
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か。もしかしたら全くいないかもしれません。いない中で補助しても意味ない。絶対、確かに存在

するんですよ。何らかのその検診とか、そういった場でよく聴力検査とかもありますので、そうい

ったのも導入をしてでも、本人、気づいていない方もいるかもしれません。会話していて、普段の

中で、喋っているのに聞こえなくて、そうしたら、もうコミュニケーションが悪くなったりもしま

すので、どっかのタイミングで聴力検査を行って、正確な人数を把握することも大事だと思います

が、いかがですか。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 議員のおっしゃるとおり、軽度・中等度の若い世代の人数を把握するのは、確かに大事なことだ

と思うんですけれども、総合検診とかいうところでも、確かに聴力検査ですかね、あると、検査は

あるかどうか分からないですけれども、そこで人数を把握するというのが、ちょっと今のところど

ういう方法でやるのかというのが、私はちょっと、今、まだはっきり申し上げられないところでご

ざいます。そこの把握は大事だと思っております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 行政の健康診断で、聴力検査を行っているところもありますので、是非参考に調べてもらって、

正確な数字を把握する、施策を打っていく上でも大事だと思いますから、是非調査をして取り組ん

でもらえたらと思いますが、若い世代ですね、20代、30代でも聞こえにくさに苦しむ方が存在しま

す。そういった若い世代を把握をしていますか、難聴者。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 若い世代、今、申し上げたとおり、若い世代の難聴、軽度・中等度の難聴者の人数というのは把

握していないんですが、１件だけ今年度、18歳以上の方から１件、補聴器に対する助成金について

問い合わせがあったところであります。これは参考まででございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 問い合わせがあったということでありましたけれども、では、若い方は、何と言うか、本当に困

っているんですよね。これから社会人としてやっていく中とかにおいても。では、問い合わせがあ

りましたけれども、それに対して何らかの支援等は行っておりますか。 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 今、先ほど申したとおり、18歳以上の方の中度・軽度という方の補聴器助成は、今のところ、本

村としてはやっていないところではございますが、やはり若い世代には、議員がおっしゃるように

難聴、軽度・中度のやっぱり難聴者がいると思われますので、そういった方には、時々、やっぱり

そうやって難聴と思うのであれば、やはり医師の確認とか、あと補聴器のお店に行って検査をして

もらうという形で、早い段階で対策を取るような形で、お願い、今、しているところでありまし

て、支援というのは、今、できていない状態でございます。 

○７番（勝山浩平議員） 

 医師の診断書等があれば、補聴器等の購入の助成等も考えているということですか。 
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○保健福祉課長（前田逸人君） 

 医師の診断、医師の診断で、高度、重度というものであれば、その身体障害者というのが、身体

障害ということで、助成はあります。じゃなくて。 

[発言する者あり] 

○保健福祉課長（前田逸人君） 

 軽度・中度はですね、今、医師の診断、ちょっと、があっても、そこはちょっと助成ができるか

というのは難しいところだと思っております。 

○７番（勝山浩平議員） 

 高齢者、中壮年、高齢者の軽度・中度の方でも困っている方が多くいて、18歳以上の若い、若年

性、若い方でも困っている方が本村に確かにいます。そういった方に、余裕があれば自分で購入す

るのでしょうけれども、なかなか高いんですよ。村としてどのような支援ができますか。もう存在

は知っていて、ほったらかしですか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 そこら辺は、我々がまだ把握していないことについては、大変申し訳なく思っております。実

際、補聴器を必要としている人が、高齢者が多いのかなという話を聞いたときには、ケアマネさん

もなかなか、着けると具合が悪くて、すぐ取り外すという話も、お互いもう高齢者対象で、すいま

せんけれども、考えていたものですから、そういう若い方が、もしおられるのであれば、もう一

度、担当課の方で、やっぱり調査をしながら、そしてまた医師に診断を受けてから、どういう対策

がいいのかどうかということも診断を仰いだ上での対策をですね、行政としてどういうことができ

るかということを、また我々としても、また検討させていければと思いますので、そういうことで

御理解をいただければと思います。 

○７番（勝山浩平議員） 

 ごめんなさい、村長、ありがとうございました。これも同じく補聴器購入助成、独自で市町村で

取り組んでいるところも増えてきておりますから参考にして、本村で困っている方が確かに存在し

ますので、その方の生活がよりまた暮らしやすくなるようにですね、行政として努めていただきた

いと思います。終わります。 

○議長（藏 正議員） 

 これで、７番、勝山浩平議員の一般質問を終わります。 

 次に、３番、前田清和議員に発言を許可します。 

○３番（前田清和議員） 

 皆さん、こんにちは。ただいま議長の許可をいただきましたので、通告してあります農業振興、

福祉政策の２点、質問させていただきます。しばらくの間、お付き合いいただきますよう、お願い

いたします。 

 まず１点目は、農業振興についてお伺いいたします。本村の耕地は主に急な山地で構成されてお
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り、広い平地が少なく、奄美の基幹産業といわれるサトウキビや肉用牛の農家はなく、スモモ、タ

ンカンを主とした果樹農家と野菜農家で構成されています。本村における農業は、こうした立地面

積の上から大規模な農業を進めるのは、厳しい現状にあるように思われますが、小規模農家でも稼

ぐ方法は幾らでもあると思います。今後、当局、私たち議会も一緒になって、農業振興に取り組ん

でまいりたいと考えております。さて現在、当局の取組の一つとして、耕作放棄地解消の手段に、

合同会社ひらとみによる農園を推進されています。体験型観光農園として、毛陣地区に実証農園が

あるわけでありますが、収穫体験の実施、また、農園の管理体制の充実など、改善すべき点がある

と思いますが、今後の取組について、村長の答弁を求めます。 

 次に、大和まほろば館の運営について、厳しい経営状況の中、今後の改善策としての具体的な取

組など、お考えをお持ちなのか、村長の答弁を求めます。 

 次に、農業従事者の高齢化に伴い、耕作放棄地、また遊休農地の増加が懸念されます。担い手農

家の育成、新規就農者の確保についての取組など、検討されているのか、村長の答弁を求めます。 

 ２点目は、福祉政策についてお伺いいたします。本村においても、人口減少の問題は喫緊の課題

であります。併せて、65歳以上の高齢者の割合は、村内人口の約43％を占め、今後、高齢者への福

祉政策は重要性を増すものと思われます。当局におかれましても、様々な福祉政策を打ち出されて

いるわけでありますが、その中の一つに、交通弱者への支援対策として、村内移動支援、きびきび

号が活用されており、村民から大変喜ばれているとお聞きします。現在の利用者状況、また、課題

点、今後の取組など検討されているのか、村長の答弁を求めます。 

 以上、壇上より申し上げ、答弁をお聞きしまして、自席より再度、質問させていただきます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 それでは、前田議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず１点目の農業振興についての１番目、毛陣地区の実証農園の改善すべき点や、今後の取組に

ついての御質問でございますが、毛陣地区実証農園をはじめ、福元地区の実証農園の管理体制にお

きましては、議員のおっしゃるとおり、不十分と見受けられてもやむを得ない現状にあり、反省す

べき点と捉えております。要因といたしましては、これまで実証農園においては、除草から収穫ま

での管理を、担当課の職員が主となって行っており、他の業務と併用して進めてきたことで、適正

な管理に不足が生じたことが考えられます。管理に対するこれまでの反省点を踏まえ、担当課で

は、抜本的な体制の見直しを計画しており、準備を進めているところであります。具体的な取組と

いたしましては、除草管理と作物管理に分けて体制を組み直し、除草管理につきましては、技術者

等へ定期的な除草スケジュールを示し、行ってもらうよう努めてまいります。作物の管理につきま

しては、栽培暦に沿った施肥や剪定などを、農家や組合等と連携し、管理を行う計画としていると

ころであります。また、タンカンやスモモについては、新規就農者の経営安定までの一定期間、雇

用契約を結び、研修等を兼ねた管理体制を構築したいと考えております。実証農園におきまして

は、これまで学校やツアー、イベントと連携した収穫体験を実施しておりますが、今後は明確な目
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標を定め、体験型観光農園として、更に充実した体制を整えてまいりたいと考えております。 

 次に、２番目のまほろば館の運営についての御質問でございますが、過去３カ年の喫茶部門売上

個数から来客者数を算出してみますと、令和５年度1万7,567名、令和６年度1万8,840名、令和７年

度は２月末時点でございますが、2万1,250名となっており、奄美温泉大和ハナハナビーチリゾート

やアマミノクロウサギミュージアムＱｕｒｕＧｕｒｕの営業開始に伴う相乗効果が見られ、増加傾

向にあります。経営面におきましては、議員のおっしゃるとおり、人件費の高騰、光熱費や仕入れ

原価等の変動費の高騰により厳しい状況であることは認識をしているところでございます。こうし

た現状を踏まえた経営改善策といたしましては、喫茶部門のソフトクリームなどの販売商品につき

ましては、仕入れ原価のコスト上昇など、社会情勢に応じた価格転嫁を計画しているところでござ

います。また、閑散期商品拡充の検討やＰＲ手段についても、担当課の方で見直しを進めておりま

す。まほろば館の運営につきましては、定期的なミーティングを実施しておりますが、今後もその

際に経費の削減など、改善の意識を職員に浸透させ、実践できるよう取り組みたいと考えておりま

す。 

 次に、３番目の担い手農家の育成、新規就農者の確保についての御質問でございますが、遊休農

地につきましては、全国的にも増加傾向で喫緊の課題となっており、農家の高齢化や担い手不足、

相続未登記による流動化につながらないことが主な要因と考えられます。本村の過去３カ年の遊休

農地につきましては、令和５年度15.8㏊、令和６年度15.8㏊、令和７年度15.4㏊とほぼ横ばいで推

移しておりますが、農家の高齢化に伴う増加が、今後懸念されております。農業委員会としても、

現状を喫緊の課題と捉えており、農地巡回や農家の意向調査など、積極的な活動を行っているとこ

ろであります。後継者確保につきましては、令和６年４月から施行されました相続登記の義務化に

より、農地の流動化に関する相談も少しずつではありますが増えてきております。また、福元地区

におきましては、タンカン栽培による新規就農者や新規参入者も見られており、規模拡大施行にあ

る積極的な遊休農地の解消や農地の集約化が図られております。担い手の確保に向けては、儲かる

農業、魅力ある農業を推進する必要があることから、本村としましては、福元地区の環境的特徴を

生かした高品質のタンカンや皇室献上スモモといった独自の価値を生かした付加価値向上に努めて

おり、首都圏企業からも御好評をいただいているところであります。今後も、関係機関と連携した

栽培技術の向上による担い手の育成や農家及び企業と連携した地産地消、地産外消に取り組むな

ど、特産品の発信を積極的に行い、魅力ある本村の農業を推進していくことで新規就農者の確保に

つなげていきたいと考えております。 

 次に、２点目の福祉政策についての御質問でございますが、きびきび号の利用状況についてお答

えいたします。自らの移動手段を持たない高齢者等を中心とした交通弱者の移動支援を目的とした

移動支援車両きびきび号は、令和５年７月からその運行を開始しまして、現在、３年目を迎えてい

るところであり、主に通院や買い物等の日常生活の移動手段として御利用いただいております。こ

れまでの利用実績につきましては、延べ人数で令和５年度310名、令和６年度340名、令和７年度は
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２月25日現在でございますが732名、運行開始から合計で1,382名の方に御利用いただいておりま

す。公共交通を評価する際に用いられる利用度の基準であります乗車密度で利用実績を評価します

と、一般的に本村のような過疎小規模自治体の交通空白地における平均乗車密度は0.3から1.0名と

なっております。きびきび号における平均乗車密度は、運行開始から３カ年の平均で0.3名となっ

ており、同規模交通空白地における平均乗車密度内を記録しており、一定の運行効果は得られてい

るものと考えております。課題といたしましては、午前中にも中井議員へ答弁を申し上げました

が、現在、本村では、移動手段を持たない交通弱者の移動支援策といたしまして、移動支援車両き

びきび号を運行いたしまして、通院や買い物等の日常生活の移動手段の確保及び利便性の向上に努

めているところでもございます。また、この運行体制が定時、定路線という体系でございますの

で、今後、急な希望に沿うような柔軟性を持たせた運行が難しい状況にございます。きびきび号も

令和５年７月から３年も過ぎておりますので、現在の運行形態に基づく、これまでの輸送実績を検

証しながら、他自治体の取組も参考にさせていただき、更なる村民の移動利便性の向上を目的とし

た新たな運行の在り方について検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により、関係課長あるいは自席

の方から答弁をさせていただきます。 

○３番（前田清和議員） 

 村長、ありがとうございます。それでは、担当課の方にお伺いいたします。村長から、先ほど答

弁ありましたが、この体験型観光農園として、毛陣地区と福元地区にあると思うんですが、当時、

始めたときに３町歩あったと思うんですよね。現在は合同会社ひらとみとして、どれぐらいの農

地、個人から借り入れて、造成して、どれぐらい拡大されているのか、分かりますか。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 役場、それと合同会社ひらとみでやっている農園につきましては、毛陣地区が約１町歩、福元地

区に２町歩あるんですけれども、経営している、植栽している面積でいくと、1.5㏊ぐらいになろ

うかなというふうに認識しています。 

○３番（前田清和議員） 

 村長からありました管理体制ですよ。私はずっと、常々思っていたんですけれども、産業振興課

の職員が現場に行って、農地を管理されているというイメージしかないんですよね。本来であれ

ば、自分の仕事があるにも関わらず、職員がそこまで管理体制をしないとこの管理ができないのか

というのを、すごい、ここ数年ずっと思ってまいりました。合同会社ひらとみという雇用も、50数

名、60名ぐらいいますか。使っていながら、なんでそういう方々に管理体制、そういう除草であっ

たり、作物の管理であったり、そういう転換ができないのか、不思議ではなりません。今後、具体

的に管理体制を変えると言いますが、どういうふうな管理体制を持っていくのか、産業課長は、頭

に構想はありますか。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 
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 村長の答弁にもありました、これまで実証農園においての管理をその産業振興課の方が主となっ

ております。実証農園が最初、開園したときは、やはり農家さんを雇用してやっていた面もありま

す。ただ、やっぱり農家さんもそれぞれの規模拡大に向けて、自分の経営の方が忙しくなって、な

かなか実証農園の管理までちょっとできないという話で、なかなか農家さんのお力を借りられなく

なっていました。伐採については、これまでも定期的な合同会社ひらとみで雇用します草刈りの技

術者等を活用してやっています。ただ、これも役場職員が今、主となって、上の方を見ていた部分

があるので、その都度、見たときに、都度、お願いをしていた形になっていましたので、これだ

と、その都度、行ったときには草が伸びている状態なので、ある程度、スケジュールを決めて管理

してもらうということで、こちらでなくても、２カ月に１回、３カ月に１回、見てもらって、体制

をとるというふうに捉えて、計画しています。上物につきましては、やはり農家さんの高齢化もあ

るんですけれども、今年度に入って新規就農者、もしくは後継者となる若い農家が２名入ってきま

した。ですので、40歳前後の農家でいくと、今４名ほどいます。やはり若いですし、新規就農であ

るので、苗木の管理とかじゃなくて、今後に向けた成木の管理も、研修も含めて管理していただく

ことで、それは別に無償でするわけじゃなくて、やはり雇用契約を結んですることで、技術の向上

にもつながればいいのかなというふうに思っていますので、若い農家が入ってきたことによって、

ある程度体制を見直すきっかけになったのかなというふうに思っています。以上です。 

○３番（前田清和議員） 

 それでは、体験型観光農園という名目ですので、今、多分、その毛陣地区においては、スモモ、

タンカン、シイタケが栽培されていると。スモモの時期であればスモモの収穫の体験、タンカンで

あればタンカンの収穫、シイタケとかあるんですけれども、これ年に何回くらい体験農園として実

働されていますか。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 毛陣地区の農園については、スモモフェスタ開催時に収穫体験として行っております。以前は夏

野菜の収穫体験等も夏休み期間中に行ったこともあるんですけれども、今、下の方ではスモモの収

穫体験をやっております。上の方の福元地区の農園につきましては、シイタケのコマ打ち体験と

か、そういったのは、教育委員会事務局と連携してやったケースもあります。ただ、今年度におい

てタンカンの収穫のツアーと連携して、体験をさせながら収穫のお手伝いをいただいたというのも

ありますので、その時期に合わせてやはり１回ぐらいは組むような形で行うようにはしておりま

す。 

○３番（前田清和議員） 

 体験型観光農園として、毛陣地区と福元地区にあるんですが、まず、この体験型観光農園という

のは、そもそもが耕作放棄地で新規就農者を農業に携わっていただきたいという思いで始めたと思

うんですよね。それはなぜかというと、農業を始めるにしても、休耕地、耕作放棄地、そこから始

めるとなると莫大な初期費用もかかります。なかなかその新規就農者が出てこないということで、
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役場当局が個人から土地をお借りして、伐採して、造成して、そして畑として使えるように。その

あとに、オーナー制度という、毎年、施政方針に出ますが、このオーナー制度にする意向で、役場

が管理して、ある程度できれば、しっかりと、その次の新規就農者、新しい若い人らにやっていか

ないと、いつまでも職員とかその役場がこう管理するというのは、少し負担が大きいのではないか

なと。その意味で、多分観光農園というのは、多分始められたと思うんですよ。毛陣地区にしろ、

福元にしろ、ある程度ミカン、タンカン、スモモができるようになったら、新規、その農業の従事

者にね、若い人らにどんどん任せていくというのが産業振興課としても、そうすることが必要じゃ

ないか。いつまでも産業振興課がそこにこだわって、こういう収穫体験とか、そういうのはやらな

くてもいいんじゃないかなと思うんですけれども。このオーナー制度というのを、ずっと言われて

いますが、実際、オーナーになられている方はいないですよね。今後、そのオーナー制度をするた

めに、どういう取組をしていかないといけないのか。これはやっぱり動かないと、いつまでもオー

ナー制度、オーナー制度と言っていますけれども、どういう呼び掛けとかされているんですかね。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 村長の施政方針にも、オーナー制度の実現に向けて、今、実際にこれまで、その、上のタンカン

のオーナー制度については、減農薬栽培、無農薬栽培から減農薬栽培について進めるところではあ

りますが、やはり管理体制が不十分でしたので、なかなか実の付き具合にも不安がありました。し

かし、やっぱり、今、今年度も収穫をしました。収穫をして、早い段階で施肥とか剪定、そういっ

た管理を、今、徹底して行っております。それを見て、適正な管理を、体制を今年度も作り上げよ

うと思っていますので、次年度の２月には、そのオーナー制度に向けて取り組みたいと考えており

ます。ただ、その前に、８年度に入りましたら、どういった形でオーナー制度を進めていくかとい

う協議を、もう早い段階で入る計画も取っておりますので、その辺は、やはり管理体制がきっちり

できていないとできないことですので、その辺は、先にやっぱり整えるべきかなと思っていますの

で、その意向で進めていきたいと思っています。ただ、新規就農者に受け渡した方がいいんじゃな

いかという話も、やっぱりこれまでも御意見がありました。ただ、やはり今、新しく入ってきた方

なんかも、それぞれ農園を探して、自分の農園を先に確保した上で進めているケースがあるので、

その中で、ほかの農家栽培の研修もしてもらいながら、思いっ切りチャレンジしてもらいながらと

いうのも必要なのかなという、農園として思っていますので、まずそこで管理してもらいながら研

修を積んでもらいたいと。その後、その農園をどうするかというのは、次の段階で考えさせてもら

えればというふうに思っています。農地の流動化が進めば、どういった形でその就農者なんかに流

動化がつながるのか、その辺も含めですね、ちょっと考えていきたいと思っております。 

○３番（前田清和議員） 

 今後、この合同会社ひらとみが管理体制をしっかりやっていくと、令和８年取り組んでいくとい

うふうに、今、聞かせていただきましたが、これからも、先も、当局としては、その耕作放棄地、

遊休農地を個人的に村が借りて、村として管理をしていくのを、規模をどんどん広げていくのか。
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それとも、今ある毛陣地区と福元地区で、もうそれで終わりなのか。もっともっと大和村は本当

に、なかなか平地が少ないので、休農地もたくさんありますので、産業振興課としての取組は、そ

ういう場所をやっぱり行政として手助けして、そして、新しい新規就農者、農業従事者に譲り受け

ていくと、貸し付けしていくという方向性を、今後も、もっと力を入れていくのか。課長、いかが

ですか。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 これまでの実証農園の管理不足と思われても仕方ない点がありましたので、今現在は、ちょっと

規模を増やすべきではなく、きっちりした管理体制が整えば、それこそひらとみで管理できる体制

があれば、それも進めていきたいと思っています。ただ、今できない中で、やはり農家さんからは

役場に貸したいとか、そういった声も動きます。あります。それはもう農地をやっぱり動かしてい

きたいという思いがあってのことだと思うんですけれども、ただ、そこで私たちも今、ほかのそこ

の土地をほかに農地を探している農家さんもおられましたので、マッチングしたケースもありま

す。ただ私たちが全て受け入れるんじゃなくて、やっぱりそういった農業をしたい方が農地を探し

ている人をまず優先的に進めていくというのもありますので、もう役場が全て借りますよというだ

けではなくて、ひらとみとしても大手企業と、首都圏企業と契約している部分もありますので、栽

培をして、加工原料を提供しながらという取組も必要なものですから、その辺の兼ね合いも含め

て、ちょっとまた今後も考えていかせていただければと思っております。 

○３番（前田清和議員） 

 観光農園には最後になりますけど、今、毛陣地区でスモモ、タンカン、シイタケですか、やって

いますが、やっぱり管理するのも、作物、管理するのも大変だと思うんですよね。大和村は、やっ

ぱり果樹の村、タンカン、スモモ、僕はこの２本立てでいいと思うんですよ。ですので、やっぱり

どっちかといったらスモモはその６月が収穫時期になります。話に聞けば、そんなにまで手もかか

らないという作物だというふうに私は理解していますので、であれば広い大棚の毛陣地区において

は、スモモ１本で何10本も植えてですよ。それが一つの農業振興にも、大和村の名も売る一つの手

立てだと思うんですが、そういう検討もされていかれたらどうですか。ほかの作物とかにこだわら

ず、もう福元はタンカン、大和村はスモモ１本。逆にそれぐらいの規模を、ただでさえ小さい面積

でやっていますので、毛陣地区であれば、ある程度のスモモの収穫とかできると思うんですよ。も

う、余計なのはなしで。今後、そういうスモモ１本でやっていくとか、そういう検討も、もし、お

考えであればお聞かせください。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 ありがとうございます。今現在、その毛陣地区の実証農園についても、栽培の見直しとか、６年

度は何を植えてどうだったのかとか、見直しも含めて、次の取組について検討しておりますので、

今、議員がおっしゃったことも含めて、充実した体験農園にできるように取り組ませていただけれ

ばと思っております。 
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○３番（前田清和議員） 

 それでは、二つ目のまほろば館の運営についてお伺いいたします。昨年９月の令和６年度の決算

では、売上に対して人件費、販売管理費で、私、赤字だと思っています。令和７年度も今月３月い

っぱいまでありますが、令和６年度赤字、この令和７年度の見込みとして、いかがですか。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 経営の推移なんですけれども、令和５年度においてはですね、歳入に対して歳出がマイナス675

万9,000円、マイナスですね、なっております。令和６年度においては、1,137万円に対して1,854

万3,000円。マイナス716万6,000円。これ増えているんですけれども、当然向こうの職員の期末勤

勉手当が上がったことによって、当然100万円ほど増なっています。令和７年度においてなんです

けれども、２月末現在でいくと、歳入が1,253万円に対して歳出が1,769万円、マイナスの510万

9,000円が今現在です。ただ３月には、約、これまでを見ると1,800人ほど来客者数があって、約

100万ほどの売り上げがあります。３月分の職員の給与を引いて、それで50万ほどプラスになりま

すので、大体500万、480万ぐらいの赤字かなとは思っているのですけれども、実際に、これはアラ

で、今、計算していますので、実際に修繕とかも一部欠けている部分もありますので、その支出も

見ながら、大体500万より下に行ってくれればなというふうに思っております。 

○３番（前田清和議員） 

 大変厳しいですよね。来客数は、令和７年はもう２万人を７年度、越しているということで、温

泉施設のあれであって、客は増えているけど、赤字はちょっと膨らんでいると。やっぱりそれは物

価高騰だからですよ、光熱費。あそこに係る維持費というのが、もちろん人件費が一番大きいと思

うんですよね。これ、やっぱりその、赤字だから仕方がないでは済まないんですよ。私も１事業者

ではないですけれども、預からせてもらっています。赤字であれば何とかしようとしないと、会社

というのは普通は運営できない、事業者はね。でも、こんな言ったら失礼ですけど、役場直営にな

りますから、赤字になろうが、もしかしたらその当の本人とか、担当課というのは、そんなにまで

心を痛まないのかもしれません。普通の事業者であれば必死になるんですよ。赤字を何とか解消し

ようと。そのためにはいろんな企業努力というのがあるんですよ。企業努力しないと赤字からは脱

却できない。私もここ１、２年、ずっとそれで、何とか何とかして、黒字を出そうとやっぱりやっ

ています。やっぱり役場職員も担当課の方も、まほろば館は村直営の店です。赤字であっても痛く

も痒くもないかもしれませんが、やっぱりそこは１民間人、事業者として、そこを工夫しなければ

なりません。であれば、まず私が一つ言いたいのは、まほろば館の営業日数、役場の会計年度職員

がやられていますので、大体その月曜日から、日曜日も開いていますよね。でもお正月休みとか、

そういうの、取られていると思うんですよね。年間何日、まほろば館は営業されていますか。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 まほろば館の休日については、年末年始、大体28日から１月３日までは休みをとっています。そ

れ以外に、夏場、緊急で台風等があった場合は、その都度判断して休みにしています。それ以外は
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もうずっと営業して、シフト制で営業をしている状況です。 

○３番（前田清和議員） 

 年末年始は休まれていると、それは私も理解しています。土日祝日も開いているのかなというふ

うに思っていますが、観光客が来るシーズン、夏休みもそうですけれども、春休み、年末年始も

ね、やっぱり結構、お客さんって来るんですよ。そういうときこそ、やっぱり大和村に来たとき

に、土日、大体、年末年始が休んでいるときに、そういうときこそ儲ける、お客さんに来てもらう

チャンスでもあると思うんですよね。ですので、逆に言えば、営業自体、平日、月曜日から金曜日

まで開けていても、平日にお客さんが入らないという日も多々あると思うんですよね。土日に集中

してやるわけじゃないですか。その営業時間というのも、やっぱりそこは、やっぱりただただ開け

とればいいんじゃなくて、年間を通して、この時期からこの時期は営業しましょうとか、この時期

は平日だから、人件費削減とか、電気代、光熱費削減ということで、別に平日に休んでもいいんじ

ゃないかなと思うんですよね。それも一つの工夫じゃないかなと思うんですけれども、今後、まほ

ろば館の運営に対して、令和８年度ね、そういう課として、そういう営業時間、働いている方々も

おられます。その人かたの賃金も払わないけない、働きたいという人もおられるかもしれません。

しかしそれは、しっかりと働いている会計年度職員の方とも話をして、この平日は休館日にしまし

ょうとか、そういうやっぱり努力もしていかないと、このまほろば館の運営というのは、令和８年

度も大変厳しくなると思います。ここは課長、職員、そして会計年度、働いている皆さんとしっか

り話をして、検討していただきたいと思うんですよ。いかがですか。 

○産業振興課長兼農委局長（福本新平君） 

 ありがとうございます。私どもとしましては、先ほど村長から答弁がありましたように、やはり

社会の情勢に応じて、まず価格、商品の価格を見直すふうに考えております。休みについては、と

りあえず今のところまだ検討はしておりませんが、客の推移を含めて、それは今後検討をさせてい

ただければと思います。当然そのマイナスを解消するには、やっぱり利益率を上げることが大事で

すので、やっぱり売上を伸ばしていくという部分も見ていますので、やはり２万1,000人来て、そ

れを、当然今、ソフトクリームが本当、安い単価で販売しているんですよね。周りと見ても100円

上げてもいいぐらいとか、そういった価格もありますので、適正な価格に持っていくことで、２万

1,000、アラで考えるだけで200万入ってくると。それで少しでも赤字解消されるような取組を、今

考えていますので、まずそこからやっていきながら。ただ閉めるだけじゃなくて、売上を伸ばす、

客単価を増やすという方向を、まず今のところ考えていますので、その辺を御理解いただければと

いうふうに思っております。 

○３番（前田清和議員） 

 是非ですね、やっぱり普通の一般の事業者もそうなんですよ、物価高で仕入れは上がるけど、単

価を上げていないんで。だから上がりが上がらないんですよ。なんで儲けないんですよね。それは

まほろば館も一緒です。ですから、そんだけ原価上がった分に、プラス1.3、1.4掛けをしてです
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ね、そんだけやっぱり儲けないとダメなんですよ。これは僕、令和８年度、しっかり４月からです

ね、取り組んでいただきたいというふうに思っています。 

 ３番目はもう先ほど観光農園として、その耕作放棄地とか担い手の育成、新規就農について、も

う絡みがありましたんで、次、福祉政策についてお伺いいたします。村内移動支援、きびきび号が

令和５年から７月から始まって、３年間運営をされています。延べ人数にしたら、令和６年からに

比べたら、令和７年は倍近い利用者が732名ですか、利用されているということで、大変、村民の

方々も喜んでおられます。このきびきび号は、民間のバス会社が大和村の路線を撤退するというこ

とで、新しく新規事業者が引き継いでやっておりますが、１日に４便、５便、４便ですか、ぐらい

の運用しかなくて、その間、大和村の移動ができないということで、令和５年から移動支援という

ことで、きびきび号が出ておられます。今、週３回、月・水・金、やっています。午前１回、午後

１回でしたかね、１往復ですよね。こうやっておられますが、まだ利用者の方からね、やっぱりそ

の午前１回、午後１回だと、今、路線バスを運行している事業者との、その時間の絡みが、少し間

が空くという声も聞くんですよね。であれば、例えばこの利用状況からしたら、月・水・金、午前

中２回走らすとか、午後２回走らすとか、そういうやっぱり村民がいつでもすぐどこでも、バス

を、路線バスを待たなくても、村内であれば、どこ行っても100円で行ける、無償で行けるとい

う、そういう３年間、利用状況を見て、これからの令和８年度のきびきび号の活用として、そうい

うことも検討できないかなという質問なんですけれども。それか、先ほど午前中も出ましたが、

火・木、ライドシェアをする。ライドシェアじゃなくても、毎日、走らしてもいいと思うんです

よ。月・水・金に限らず、火・木まで走らせたら、毎日走らせたら、逆に村民は喜びますよ。そう

いう、やっぱり村民に喜んでもらっている、今、こういう事業ですので、もっともっと村民が利用

して、よかった、利用できるんであれば、そこは企画観光課としても、対応できないですかね。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 まず、今、現状の運行といたしましては、月・水・金の週３日運行となっております。そのよう

な中で、午前中の中井議員の御質問にも答弁しましたように、火・木という部分で、ライドシェア

的な運行の検討というお話もさせていただきました。今、前田議員からあったように、火・木につ

いても、月・水・金と同じような形で動かしてもいいのではないかということは、今、受けたとこ

ろでございまして、そのような形での運行というのは、今の運行形態、１台体制でという部分であ

れば、変わらないというものであれば、火・木まで対応が可能なのかどうなのかというのは、十分

検討はしていけると思います。ただ、午前２往復、午後２往復というような形になりますと、今、

現状１台体制で運行しておりますので、どうしても時間的な制約上、１往復しかできないという形

になります。２往復をするのであれば、それに応じて、車両をもう１台、揃えなければならないと

いうことがございますので、ここについては十分な議論、検討が必要ではないかというふうに考え

ております。 

○３番（前田清和議員） 
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 午前中、同僚議員から、そのライドシェアの話がありました。年間、そのライドシェアをするに

しても、1,200万から1,500万ぐらいの費用がかかるだろうという説明をいただきましたが、このき

びきび号の週３回のこの運用、１年間どれぐらいの予算で運行されているのか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 きびきび号の運行経費についてでございますが、令和５年度790万5,000円、令和６年度818万

1,000円、令和７年度につきましては、まだ締めておりませんので予算額ではございますが、880万

7,000円となっております。この中には、きびきび号の月・水・金だけの運行だけではなく、火・

木に診療所の送迎の方も実施しておりまして、この部分も含んだ形での経費予算額となっておりま

す。 

○３番（前田清和議員） 

 ライドシェアに比べたら、半分弱ぐらいの、半分強ぐらいの予算できびきび号が年間運営できる

というのであれば、やっぱりその、今、きびきび号としてやっている運営は、いいやり方なのかな

というふうに思います。同僚議員、ライドシェア、言いましたけど、実は社会福祉協議会がね、有

償福祉事業と言いまして、こういうライドシェアみたいな、大和村から名瀬に車で送って、初乗り

が200円、例えば大和村役場から中央病院まででしたら往復1,700円とか、それが月に大体７、８回

利用されているそうです。１週間で約２回ほど、社会福祉協議会の福祉有償事業で村民が利用され

ているということでありました。ですから、もしそのライドシェア、検討されてもいいですけど、

やはり社会福祉協議会がこうして福祉有償事業でやられているわけですから、そこはやっぱりこう

お互いに話し合いしながら、社会福祉協議会も役場もやるとなると、１月に７、８回しか利用して

いないという年間の現状ですので、同僚議員には悪いですけど、そこは慎重に進めるべき。それで

あれば、安い予算でできるきびきび号の運営というのを検討していただきたい。その車１台で追い

つかんであれば、もう１台購入してですよ。そうすれば、１日に午前２回、午後２回とか、運用も

活用なのかなというふうに思っていますので、とにかく村民の声は、やっぱりこうきびきび号が利

用されることで、大変皆さん喜ばれています。ただやっぱりこうね、村民からはもうちょっと、何

回も何回も回ってほしいねとか、そういうことは正直あるわけですので、そこは今後、令和８年度

の運行計画も検討していただければなと思いますが、課長、もう一度、お願いできますか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 本日、きびきび号の件につきましては、お２人の議員から御意見を賜ったところでございます。

我々としましても、村長の答弁にもございましたように、きびきび号の運行は３年目を迎えてお

り、我々としても今一度、これまでの運行実績を検証しながら、新しいやり方、そういったものを

検討する時期に差し掛かってきているというふうには考えております。我々としましては、令和７

年度までの運行実績、そういったものを検証させていただきまして、令和８年度内でどのような形

でできるのかというのは、検討は進めていきたいというふうに考えております。その検討を行う中

で、やはり国、運輸支局の方々からの御意見、そういったものも伺いながら、また、制度的に補助
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事業などを活用できるものがないのかというのを、常に模索をしながら検討をしていきたいという

ふうに考えております。 

○３番（前田清和議員） 

 終わります。 

○議長（藏 正議員） 

 これで、３番、前田清和議員の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れ様でした。 

散会 午後 ３時１３分 



第１回　大和村議会定例会

大　和　村　議　会

第 ３ 日

令和８年３月２３日（月）
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議事日程（令和８年第１回大和村議会定例会）

令和８年３月２３日（月）

開議時間　午前１０時１５分

１　開議の宣告　

　日程第　１　議案第２１号　令和８年度大和村一般会計予算について

　日程第　２　議案第２２号　令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算について

　日程第　３　議案第２３号　令和８年度大和村大和診療所特別会計予算について

　日程第　４　議案第２４号　令和８年度大和村介護保険特別会計予算について　

　日程第　５　議案第２５号　令和８年度大和村大和の園特別会計予算について

　日程第　６　議案第２６号　令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について

　日程第　７　議案第２７号　令和８年度大和村簡易水道事業会計予算について

　日程第　８　議案第２８号　令和８年度大和村集落排水事業会計予算について

　　　　　　　　　　　　　　（予算審査特別委員長報告及び採決）

　日程第　９　同意第　１号　大和村副村長の選任について

　日程第１０　議員派遣の件について

　日程第１１　議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について

　閉　議

　閉会の宣告

２　出席議員は次のとおりである。（８名）

　１番　　 奧　田　浩　一　君　　　　　　　 　　　　６番　　 藏　　　　　正　君

　２番　　 市　田　実　孝　君    　　　　　　　　　 ７番　　 勝　山　浩　平　君

  ３番　　 前　田　清　和　君                　　 　８番   　中　井　文　忠　君

　５番　　 重　信　安　男　君    　　 　　　　 　 　９番     奥　田　忠　廣　君

３　欠席議員は次のとおりである。（０名）

４　職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

　議会事務局長　　森　永　　　学　君　　　 　　主　　　　　幹　　太　　　純　一　君

５　説明のため出席した者の職氏名

  村　　　　長　  伊集院    　幼　君　     　　教　  育 　 長　　中　山　恭　平  君
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　副　 村 　長　　仲新城　長　政　君　     　　教委事務局長    宮　田　　　龍  君

  総 務 課 長    政　村　勇　二　君　 　　　　企画観光課長　　大　瀬　幸　一　君

　建 設 課 長　　早  川  勝　志  君       　　　　　　　　    　福　本　新　平　君

　教委指導主事    里　中　卓　麻  君       　　保健福祉課長　　前　田　逸　人　君

　　　　　　    　児　玉　明　美  君 　   　　 大和診療所事務長　  池　田　浩　二　君

  住民税務課長　　直　島  秀　治　君 　　 　　 大和の園園長　　早  川  理  恵　君

産業振興課長
兼農委事務局長

会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長
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開会 午前１０時１５分 

○議長（藏 正議員） 

 皆さん、おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配布いたしております議事日程のとおりであります。 

 議事日程に入ります前に、先日13日に行われました一般質問の中で、交通手段の不足や身体的不

自由を表現する際に、複数の不適切な表現がありましたこと、お詫びして発言文言について修正さ

せていただきます。本来であれば、当日の議会開催中に修正すべきでありましたが、遅れてしまい

ましたことも、合わせて重ねてお詫び申し上げます 

 それでは、議事に入ります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第１ 議案第21号 令和８年度大和村一般会計予算について 

 日程第２ 議案第22号 令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算について 

 日程第３ 議案第23号 令和８年度大和村大和診療所特別会計予算について 

 日程第４ 議案第24号 令和８年度大和村介護保険特別会計予算について 

 日程第５ 議案第25号 令和８年度大和村大和の園特別会計予算について 

 日程第６ 議案第26号 令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第７ 議案第27号 令和８年度大和村簡易水道事業会計予算について 

 日程第８ 議案第28号 令和８年度大和村集落排水事業会計予算について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第１、議案第21号、令和８年度大和村一般会計予算についてから、日程第８、議案第28号、

令和８年度大和村集落排水事業会計予算について、以上の８件を一括議題といたします。 

 予算審査特別委員長に委員会の報告を求めます。 

○予算審査特別委員長（市田実孝議員） 

 皆さん、おはようございます。委員長報告の前に、先ほどの一般質問の冒頭、今年の大和校の７

名の卒業者に励ましの言葉の中で、パラリンピックの選手の方々の頑張りに対し、慎重な丁寧な言

葉で表現すべき発言に対し、配慮が足りなかった件で、不愉快に思われた方々に改めてお詫び申し

上げます。誠に申し訳ありませんでした。 

 それでは、委員長報告にいかさせていただきます。 

 令和８年度予算審査特別委員会委員長報告。委員長、市田実孝。 

 去る、３月５日の本会議において、本予算審査特別委員会に付託を受けました、議案第21号、令

和８年度大和村一般会計予算についてから議案第28号、令和８年度大和村集落排水事業会計予算に

ついて、以上８件の当初予算議案について、審査内容と結果について御報告いたします。 

 本委員会は、３月10日午前中に主な事業の現地調査を行い、津名久定住促進住宅建設事業、大和

の園防災シェルター、名音漁港周辺整備事業、名音橋橋梁補修事業の説明を受けました。 
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 また、３月16日、17日の２日間において、村長、副村長、教育長及び関係職員の出席を求め、一

般会計及び各特別会計・公営企業会計予算案の審査を行いました。審査内容の主な内容について申

し上げます。 

 まず一般会計について御報告いたします。 

 空き家解体処分助成金について、令和7年度の実績見込みについて質問があり、令和７年度は３

件を見込んでいるとの答弁でした。また空き家の調査はどのような頻度で行っているかとの質問が

あり、２年ごとに行っているとの答弁でした。 

 群倉の駐車場から出る際に、見通しが悪く危険であるためカーブミラーの設置ができないかとの

質問があり、現場を確認して設置するか検討したいとの答弁でした。 

 アマミノクロウサギ飼育展示施設クルグルの施設整備や物販等の原材料費についての質問があ

り、主に物販の商品の仕入やカフェで販売する商品の仕入との答弁でした。 

 また、クルグルでの新たな商品開発は行うのかとの質問があり、売れると判断したものは取り入

れたいとの答弁でした。 

 県管理道路の管理委託費について質問があり、県道の草刈り費との答弁でした。 

 政策住宅の利用料について質問があり、今後空き室の利用料の取り扱いなど検討していきたいと

の答弁でした。 

 本村の東屋の管理体制についての質問があり、毛陣地区の東屋について県のほうに情報を提供し

ていくとの答弁でした。 

 また、まほろば館横にトイレを建設すべきではとの提案があり、今後費用対効果など見極めなが

ら検討していくとの答弁でした。 

 ひらとみ神社を文化財に指定できないかとの質問があり、今後学芸員などとも相談して検討した

いとの答弁でした。 

 避難所になっている各集落公民館のＷｉ－Ｆｉの通信が弱いとの質問があり、今後ポケットＷｉ

－Ｆｉの容量を強くすることができるか調べたいとの答弁でした。 

 財政調整基金が減っているとの質問があり、令和４年度末は８億4,000万ほどあったが、現在の

補正予算段階では令和７年度末は４億1,000万ほどを予想しているとの答弁でした。 

 ふるさと納税の中間事業者について質問があり、令和８年度から近隣市町村が委託している中間

事業者の調査を行い委託を検討しているとの答弁でした。 

 また新たな返礼品はどのような物を考えているかとの質問があり、今里にあるガラス工房の製品

と焼酎をセットにした返礼品を考えているとの答弁でした。 

 商品券事業に対して事業所の負担があるとの質問があり、元気度アップポイント事業と併せて、

事業所の負担軽減に係る策を検討したいとの答弁でした。 

 奄美大島５市町村で設置しているねこ対策協議会負担金の質問があり、負担金については令和９

年度に見直しがあるとの答弁でした。 
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 親子留学助成金に関する質問があり、１人当たりの名音親子留学助成金が今里に比べて１万円低

いのは、集落の利便性の違いのためとの答弁でした。 

 ジビエ加工施設について質問があり、視察は行っていないが大学のジビエに詳しい方などの意見

などを聞き、どういうふうにできるか今後検討したいとの答弁でした。 

 イノシシやヤギ駆除の支払いが現在年１回となっているが捕獲者の方のために増やすことはでき

ないかとの質問があり、イノシシの駆除については交付決定の後でないと支払いができないとの答

弁でした。ヤギについてはどのようにできるか検討したいとの答弁でした。 

 冬場や雨期の観光客が少ないためスポーツ合宿などを誘致できないかとの質問があり、県や奄美

大島物産連盟での事業に負担金などをだして、フォレストポリスに誘致できるよう取り組みをして

いるとの答弁でした。 

 ネット塾の予算について質問があり、13名の受講者を想定して予算を組んでいるとの答弁でし

た。 

 国際交流事業のあり方について質問があり、相手方も奄美に来るような相互交流を検討している

との答弁でした。 

 公民館の図書館システムについて質問があり、図書を借りる方と貸し出す方の利便性を高めるこ

とを目的としているとの答弁でした。 

 次に特別会計・公営企業会計について報告いたします。 

 国民健康保険特別会計では、令和８年度から保険税があがると説明があったが徴収率が下がる懸

念があるとの質問があり、令和７年度から各課合同で会議を開き、臨戸訪問を行い徴収強化を図っ

ているとの答弁でした。 

 介護保険特別会計では、食に対する介護予防とはどのようなものかとの質問があり、デイマージ

ン教室などで塩分などの指導の他、配食センターの整備などを行い、介護予防を図るとの答弁でし

た。 

 大和の園特別会計では、入所者を増やし経営状況をよくするべきではとの質問があり、入所者が

増えると職員を増やす必要があるため縮小していきたいとの答弁でした。 

 最後に、簡易水道事業会計では、水道管などの耐震化の状況はどうなのかとの質問があり、管路

については10年程度は現状の状況で問題ないとの答弁でした。 

 以上、令和８年度一般会計予算の終了後、及び各特別会計・公営企業会計予算の質疑終了後に討

論を行い、各会計ごとに採決を行いました。 

 その結果、どの会計においても討論はなく、採決の結果、全会計ともに、全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 以上のとおり、予算審査特別委員会に付託を受けました、令和８年度大和村一般会計予算を含む

８件の予算については、原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたので御報告いたします。 

 最後に、当委員会では、委員長の予算審査報告と併せまして、議会の意見書を取りまとめて提出
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いたしますので、速やかに対処していただきますよう申し上げ、令和８年度予算審査特別委員会に

おける委員長報告を終わらせていただきます。 

○議長（藏 正議員） 

 これで、委員長報告を終わります。 

 ただいま予算審査特別委員長から報告がありましたが、予算審査特別委員会では議長を除いてす

べての議員が委員となっています。 

 したがって、議案第21号から議案第28号までの委員長報告に対する質疑は省略いたします。 

 これから、各議案の討論に入ります。 

 最初に、議案第21号、令和８年度大和村一般会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第21号、令和８年度大和村一般会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第21号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第21号、令和８年度大和村一般会計予算については、委員長の報告のとおり原

案可決されました。 

 次に、議案第22号、令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第22号、令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算についてを採決いたしま

す。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第22号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 
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 起立多数であります。 

 したがって、議案第22号、令和８年度大和村国民健康保険特別会計予算については、委員長の報

告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第23号、令和８年度大和村大和診療所特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第23号、令和８年度大和村大和診療所特別会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第23号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第23号、令和８年度大和村大和診療所特別会計予算については、委員長の報告

のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第24号、令和８年度大和村介護保険特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第24号、令和８年度大和村介護保険特別会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第24号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第24号、令和８年度大和村介護保険特別会計予算については、委員長の報告の

とおり原案可決されました。 

 次に、議案第25号、令和８年度大和村大和の園特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 
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○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第25号、令和８年度大和村大和の園特別会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第25号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第25号、令和８年度大和村大和の園特別会計予算については、委員長の報告の

とおり原案可決されました。 

 次に、議案第26号、令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第26号、令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算についてを採決いたしま

す。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第26号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第26号、令和８年度大和村後期高齢者医療特別会計予算については、委員長の

報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第27号、令和８年度大和村簡易水道事業会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第27号、令和８年度大和村簡易水道事業会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 
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 議案第27号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第27号、令和８年度大和村簡易水道事業会計予算については、委員長の報告の

とおり原案可決されました。 

 次に、議案第28号、令和８年度大和村集落排水事業会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第28号、令和８年度大和村集落排水事業会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第28号については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第28号、令和８年度大和村集落排水事業会計予算については、委員長の報告の

とおり原案可決されました。 

 次に、予算審査特別委員会の意見についてお諮りいたします。 

 本意見を議会の意見として村長に提出したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、予算審査特別委員会の意見を議会の意見として村長に提出することに決定足しまし

た。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第36号 定住促進住宅建設工事（津名久地区）の請負契約の締結について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第９、議案第36号、定住促進住宅建設工事（津名久地区）の請負契約の締結についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 
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○村長（伊集院 幼君） 

 定住促進住宅建設工事（津名久地区）の請負契約の締結について、提案の理由を申し上げます。 

 定住促進住宅建設工事（津名久地区）の請負契約の締結にあたり、議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定に基づき、御提案申し上げます。 

 内容につきましては建設課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○建設課長（早川勝志君） 

 定住促進住宅建設工事（津名久地区）の請負契約の締結について、内容の御説明を申し上げま

す。 

 工事の概要でございますが、大和村津名久地内に木造２階建て１棟３戸の定住促進住宅を建設す

る工事でございます。１階に世帯向け１戸、２階に単身向け２戸を配置し、建築面積97.72㎡、床

面積が153.8㎡となっております。 

 それでは、契約の内容でございますが、契約工事名は定住促進住宅建設工事（津名久地区）、契

約金額は6,908万円、契約の相手方は住所、大島郡大和村大和浜58番地１、株式会社大和建設、代

表取締役、仁規浩二です。 

 以上で内容の御説明を終わります。御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第36号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、可決することに異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第36号は可決されました。 

 副村長、一時退席のため休憩をいたしますが、すぐに再開いたしますので、しばらくお待ちくだ
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さい。 

休憩 午前１０時３６分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午前１０時３７分 

○議長（藏 正議員） 

 再開いたします。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第10 同意第１号 大和村副村長の選任について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第10、同意第１号、大和村副村長の選任についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

○村長（伊集院 幼君） 

 大和村副村長の選任について、提案の理由を申し上げます。 

 この度、令和８年３月31日をもって大和村副村長の任期が満了となることから、引き続き仲新城

長政氏を選任したいため、地方自治法第162条の規定に基づき議会の同意を求めたく御提案いたし

ました。 

 内容につきましては総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村副村長の選任について、内容の説明を申し上げます。 

 同意を求めておりますのは、住所、鹿児島県大島郡大和村大字思勝57番地、氏名、仲新城長政、

生年月日、昭和32年10月２日であります。学歴、職歴の概要はお配りいたしました資料のとおりで

あります。 

 御同意方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藏 正議員） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○９番（奥田忠廣議員） 

 村長、本村で副村長がいない場合、どのような弊害があるのか。それと副村長の役割とは、どの

ようなものか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 これは、副村長の役割というのは、村長を補佐するというのが通例のことでございますけれど

も、やはり私たちは行政運営の経験者をこれまでも、こうして役職として頑張っていただきまし

た。今回も必要とする役職であるということから、皆様に御審議をいただくわけでございます。こ

れは本村においても、私の補佐はもちろんでございますけれども、やはり職員の育成も含めた中
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で、お互いでやはりこうして行政運営を進めていくことが、我々も必要ということから、私たちと

しては今回、上程を上げさせていただいたわけでございます。これまでも議会の皆様に御理解をい

ただく中で、私就任以来、副村長という役職をこうして置かせていただいておりますので、どうぞ

皆様方の御理解をいただければと思います。 

○９番（奥田忠廣議員） 

 以前はですね、大和村は収入役、助役、村長、これを三役としていたんですけども、収入役は制

度が廃止となって、現在は会計課となっていると。会計課の管理というのは、今総務課でできてい

る、やっている。このようなことを考えると、副村長の制度というのも、総務課のほうで対応でき

るのではないかと思いますが、いかがですか。 

○村長（伊集院 幼君） 

 これはその制度の中では、やっぱり我々としては、この副村長という制度をうまく活用していく

ということは何かと申し上げれば、やはり、この目まぐるしく制度が変わる中では、本当に行政運

営も多忙になってきております。そういう中では、やはり総務課長以外の中で、やはり行政をチェ

ックしていく、そしてまた、どういう形で今の状況に乗り遅れないための行政運営をしていくかと

いうのは、副村長の役割は大きいものがあるというふうに、私たちは認識をしております。この兼

務ができるかできないかは、それぞれの自治体で、やっぱり運営上、できてないところもあるかも

分かりませんけれども、私ども大和村においては、必要性が高いという思いの中で、こうして副村

長の役割をしっかり、我々としては生かしていかなきゃならないという思いで、こうして皆さんに

御審議をいただいているわけでございますので、その点についても御理解をいただければと思いま

す。 

○９番（奥田忠廣議員） 

 この人事案件については、議員のほうに村長のほうから再任の要望の連絡があったと思うんです

が、この４年間、定例会が４年間で16回、予算委員会が４回、決算委員会が４回、年４回の議会定

例会があるが、副村長が村長の補佐役という感じを、私はしていないんです。というのは、この４

年間で定例会、予算委員会、決算委員会、一度も発言がない。本当にあなたの補佐役をやっている

のか。これね、年俸は951万、報酬は４年間で3,800万、退職金が670万、これ4,400万かかるんです

よ。４年間で一度も議会の場、また予算委員会、決算委員会、発言がない人が、本当に行政の役目

を果たしているのか。村長、どう思います。 

○村長（伊集院 幼君） 

 この議会とか予算、決算においては、我々も出席を依頼されて、私も副村長、教育長も出席をさ

せていただいております。それは、副村長が答弁したのか、してなかったのかというのは、その場

面場面に応じて、誰が発言するかというのは、私がいる以上は私がやっぱり答弁をしなければなら

ないものが多々あったと思います。そういうことからしますと、副村長が要らないんじゃなくて、

副村長は通常、やっぱり私が出張でいないときとか、そういう全体的な部分を私の目の届かないと
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ころを補佐するというのが、私は副村長の役目であるというふうに思っておりますので、これはも

う日常の副村長としての役目は十分果たされているということから、今回、このような形で選任を

皆さんにお願いをしているということでございます。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

○９番（奥田忠廣議員） 

 先ほどから申し上げたようなことを考えるとですね、副村長という役職はいなくても行政は回っ

ていく。そういうことを考えると、この歳出を考えて、必要じゃないんじゃないかと、ずっと思っ

ていた、４年間。私たちから見たら、何をやっているのか分からない。このような状態から、この

制度というのは、副村長制度というのは、私は反対します。そして、この案件に対して反対の討論

といたします。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに賛成討論はありませんか。 

○７番（勝山浩平議員） 

 賛成の立場から討論させてもらいます。副村長の職務ですよね。確かに議会の発言だけではない

と思っております。仲新城副村長が就任をされて、この４年間の中で、役場職員複数の方と意見交

換をする機会がありました。副村長についてもありました。その中で、私は大変感動したのは、副

村長は職員が作成をする起案書などの書類を、本当に丁寧に読み込まれるみたいで、そしてその間

違いがあったら指摘をしたり、都度都度職員に対して適切な指導をしており、その職員数名は感謝

をしていて、ありがたい、自分が成長していることを実感できるという感謝の言葉を述べておりま

したが、これこそが仲新城副村長が４年間取り組んできた職務の証しだと思います。引き続いて仲

新城副村長が副村長として職務に遂行することを望んでおります。同僚議員の皆様の賛同をお願い

をいたします。以上です。 

○議長（藏 正議員） 

 ほかに反対討論ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 これで討論を終わります。 

 これから、同意第１号を採決いたします。 
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 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は御起立をお願いいたします。 

[賛成者起立] 

○議長（藏 正議員） 

 起立多数であります。 

 したがいまして、同意第１号は同意することに決定をいたしました。 

 副村長をお呼びしますので、しばらく休憩いたします。 

休憩 午前１０時４８分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午前１０時４９分 

○議長（藏 正議員） 

 会議を再開いたします。 

 選任されました仲新城長政副村長より、挨拶の申し出がありますので、これを受けたいと思いま

す。 

○副村長（仲新城長政君） 

 議長から許可をいただきましたので、高いところからではありますが、一言御挨拶を申し上げま

す。このたびは再度、議会の皆様の御同意をいただき、大和村副村長に選任していただき、衷心か

らお礼と感謝を申し上げます。引き続き副村長という重責を与えていただきましたことは、この上

ない光栄なことでありますと同時に、５期目の伊集院村長を補佐する立場で職責の重大さに改めて

身の引き締まる思いです。これまで以上に村民や職員の皆様の声を、耳を傾け、地域の発展と福祉

の向上に努めてまいる所存です。村の未来を見据え、持続可能な発展と安心・安全な暮らしの実現

に向けて、全力で尽くしてまいりますので、議会の皆様の御指導と御支援を賜りますようお願い申

し上げまして、御挨拶といたします。本日は誠にありがとうございました。今後ともよろしくお願

いします。 

○議長（藏 正議員） 

 仲新城副村長、再任誠におめでとうございます。賛成討論にもありましたが、豊富な経験を生か

され、ますますの御活躍を御祈念いたします。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第11 議員派遣の件について 

○議長（藏 正議員） 

 日程第11、議員派遣の件についてを議題といたします。 

 議員派遣の件については、お手元にお配りしましたとおり、派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 
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○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件については、お手元にお配りしましたとおり、派遣することに決定い

たしました。 

 なお、派遣議員及び日程等に変更が生じた場合は議長に一任していただきたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣に変更が生じた場合には、議長に一任することに決定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第12 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（藏 正議員） 

 日程第12、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題といたします。 

 議会運営委員長から会議規則第75条の規定によって、お手元にお配りしました本会議の会期日程

など、議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（藏 正議員） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

 これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 会議を閉じます。 

 以上を持ちまして、令和８年第１回大和村議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１０時５３分 
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